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シンデレラが結婚したので意地悪な義姉はクールに去……れません!?
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第１章　ハッピーエンドから始まる物語












「来るかしら」

「来るわよ」

「来て貰わないと困るけど、あの子が『行きます』って言うと思う？」

「そこは私が魔法使いに一筆書いておいたから、ちゃんと手配してくれるはずよ」

　今日は運命の日である。待ちに待った気がするが、あっという間だった気もする。複雑な気持ちでいるのは確か。物語はずっと前から始動しており、ついに今宵、最も重要な局面を迎えるのだ。

　真鍮とガラスで組み立てられた豪華絢爛なシャンデリアに、弦楽器の優雅な音楽。うんと着飾った若い娘が、あちらこちらで蠢うごめいている。

　注目を浴びたい彼女たちとは対照的に、私のドレスは残念なくらいおざなりだった。何の変哲もないそこそこのドレスは、よく言えば無難、悪く言えばつまらない。デコルテどころか肩すら出さない慎み深いデザインだが、個人的にはこれが落ち着く。胸は女の武器と言うが、そんなものに屈する男など信頼したくないからだ。

　姉のほうは胸の谷間を存分に見せ、腰のくびれを強調した大胆なドレスだったけれど、これは単に彼女の趣味だ。

　ばっちりメイクも彼女の趣味。「ペトラにもしてあげましょうか？」と提案があったが、姉と違って地味顔の私には似合わない。だから丁重に断った。

　私は姉と二階席の一角を陣取り、ダンスホールを見下ろしていた。ダンスを踊るつもりはない。あの子を見守るためだけに、私たちはここにいる。

　すでに招待客のほとんどが到着し、王宮のダンスホールは満員御礼状態だ。この混み具合ではあの子が来ても見つけられないかもしれない。……いや、そもそも来ないかもしれないけれど。

　私たちがやきもきしながら彼女の到着を待っていたところ、一足先に今回の舞踏会の主催者が、ホールを挟んで反対側の二階席から現れた。

「ペトラ、見て！　ディディエ王子殿下よ」

　姉の視線を辿った先には、金髪の青年の姿があった。

　扇を開いて口元を隠し、私は彼女に顔を寄せる。

「あれが王子殿下……たしかに見た目はそれっぽいわ」

「金髪碧眼、物腰柔らかで愛嬌たっぷりの笑顔。まさに温室育ちの王子サマってとこね」

　真っ赤な絨毯が敷かれた大階段を、周囲に手を振りながらゆっくり降りていく王子。周囲のご令嬢方も、頰を赤く染めながら王子に笑顔を向けている。上目遣いのキメ顔をしたり、色っぽい仕草をさりげなく見せたりなんかして、彼の気を引こうとしているようだ。

「……でも、私の趣味じゃない」

「同感。整った顔だけど、あの鼻は高すぎじゃない？　王族スマイルも、ずっと見てると女の子たちに注目されてデレデレしてるだけの気がしてくるわ」

　一方で、私たちは姉妹二人して歯に衣着せぬ王子の批評を扇の下で繰り広げていた。

「ディディエ王子殿下は自分の結婚相手を探すためにこの舞踏会を開いたわけでしょう？『妻は顔で選びます、他は二の次です！』って堂々と宣言しているも同然よね。そんな愚かな真似を、国を背負って立つ王子サマがやっちゃうの？　っていう話よ。まあ、そうでなくちゃあの子に王子妃の座は難しかったと思うけど」

「第二王子だからなのかも。国王の座は兄が継ぐから、自分は自由にさせてもらう！　って感じ」

「王太子のディリータ殿下はいつお帰りになるのかしら？　外国に留学してもう長いわよね。勉強熱心なのはいいけど、自分の弟がこんな馬鹿げた婚活をしていること、王太子殿下はご存知なのかしら」

　今回の舞踏会の主催者は、ルトブルク王国第二王子のディディエ王子殿下である。開催の目的は表向き「王族や貴族が親交を深める」ということになっているが、実際のところ「第二王子のお見合い」であることは、すでに暗黙の了解だ。

　私たちがここにいるのは、王子殿下のお見合い相手として呼ばれたからだ。しかし私たちが彼に選ばれることは絶対にないのだと、自信を持って宣言できる。だからこうやって高みの見物をしているのだが、どうして選ばれないことに確信があるのかというと――

「お姉さま、見て！　向こうの様子がおかしいわ」

　王子から目を離した一瞬、入り口付近で起きた異変を私は目敏く捉えたのだ。

　参加者の注目が、王子から別の対象へと少しずつ移ろい集まっていく。

　小さなどよめきが聞こえたあとは、ざわついていた会場が一気に静まり返っていった。波が引いていくように、誰からともなく左右へ分かれ、広間の中心に道ができた。

　その道を通って現れたのは、美しいドレスを身にまとった、それはそれは美しい女性――シンデレラ。

　プラチナブロンドの髪は結い上げられ、花をかたどった美しい髪飾りで留めてある。陶器のように白く滑らかな頰は桃色のチークで薄く色づき、唇には赤いルージュが引かれていた。

　ドレスはプリンセスラインの大きく広がるシルエットだが、淡い色づかいと控えめな装飾のおかげで上品にまとまっている。魔法の影響なのか、シンデレラが通ったあとには光の粒が舞っていて、キラキラ光り輝いて見えた。

　海を渡るモーセよろしく人々が作った道を進み、シンデレラは王子の前に歩み出る。

　初めて参加する舞踏会。右も左もわからぬまま、気づけば王子がすぐそこに。

　おろおろと戸惑うシンデレラを、私たちは見守った。手助けはしない。雰囲気をぶち壊す真似をするわけにはいかないからだ。

　ディディエ王子殿下は、シンデレラを見つめたまま彼女の前に膝をついた。遠目からでもわかるほど、彼はシンデレラに見惚れていた。

「美しいお嬢さん。もし宜しければ、僕とファーストダンスを踊っていただけませんか？」

　王子はシンデレラに手を差し出す。

　――そう、そこ！　いけいけいけっ！

　まるでプロレス観戦でもしているかのように、私は心の中で叫んだ。

　まもなくシンデレラがはにかみ、王子の手をそっと取った。立ち上がる王子、密着する二人、そして始まるワルツの音楽。

　美男美女、きらびやかな衣装を纏い、これ以上ない最高の場で見つめ合う。

　王族と繋がりを持つことは、貴族社会のステータスだ。周囲の娘たちもきっと、我こそが王子の妻に、と夢見てこの場にやって来たのだろう。だが、今回は相手が悪かった。

　シンデレラが絶世の美女であることは、身内びいきがあってもなくても、世界の常識なのである。

「ふふ、予定通りあの王子、シンデレラに惚れたわね」

　姉が楽しそうにほくそ笑んでいる。

「女性を容姿で選ぶなら、シンデレラに勝てる者なんていないもの」

　外見至上主義ということがどれだけ女性を軽視しているか、貴様はわかっているのかと、私は王子に問いただしたい。しかしながら、義妹の嫁ぎ先としては彼以上の良縁などないということも知っている。

　ディディエ殿下はややポンコツかもしれないが、シンデレラにはちょうどいいだろう。だって彼女は――

「こんなにうまくいくとは思わなかったわ。取りあえず私たちの役目は終わりね。あとはもう、自由よ！　私たちも結婚相手を探すか、仕事に打ち込むか……あ～ダメ、今そんな小難しいこと考えていられない！　嬉しすぎて踊りたくなっちゃった！」

　義妹と王子の幸せそうなダンスシーンを見届けて、姉は開放感に酔いしれていた。そう、「子育て」ならぬ「義妹育て」は、これにて終わりを告げたのだ。

　結婚が人生を豊かにするというのは、全ての人に当てはまるわけじゃない。私たちはそれを知っているし、この先独り身でも楽しく生きていけるはず。

「私はこれからどうしようかな。結婚する気はないし、かといって独身のまま『シンデレラの意地悪な義姉』って悪評と一生寄り添って暮らすのも面倒だし……って、確か童話『シンデレラ』の世界では、この後ガラスの靴の持ち主探しが始まるのでは？」

　私の言葉に姉は我に返り、ステップを踏み始めていた足を止めた。

「ガラスの靴！　……そうね、そうだったわ。王子が『ガラスの靴を履ける人と結婚する』とか世迷い言を言い出すのよね。それから、私たちは王子と結婚するために、足の指を切り落としてその靴を履こうとするのだったかしら……」

「流血はイヤよ……絶対イヤ」

　二人してすでにシンデレラが片付いた気になっていたが、残念ながら話にはもう少し続きがあったのだった。

　シンデレラと王子は夜の十二時まで戯れ、去り際に慌てたシンデレラがガラスの靴を落としていく。すっかり彼女の虜となっていた王子は、その靴にピッタリはまる足の持ち主を探す。そして、執念深さが功を奏し、シンデレラを無事に見つけて二人はついにゴールイン。

　これが、みんな知っている童話『シンデレラ』の結末だ。

　ちなみに、前述した「みんな」にはここの世界の人々は入らない。私と姉と、私たちの前世の世界の人々が「みんな」。

　そう、私と姉はここ『シンデレラ』の世界に転生してしまったのだ。残念なことに、シンデレラの「意地悪な義姉」という役柄で――。


















第２章　これまでのあらすじ












　私はなぜか、前世の記憶を持ったまま生まれてきてしまったらしい。幼い頃はおぼろげだった前世の記憶も、成長に従いだんだんと鮮明に思い出せるようになった。二十二になった今ならば、どうやって死んだのかすら思い出せる状態だ。

　事故による即死だった。出向先に行こうと歩道を歩いている途中、私は斜め後ろから車に激突されたのだ。

　何色の車だったのか、偶然なのか故意なのか、見ていないからわからない。ただ、迫り来るエンジン音と自分が硬いものにぶつかった衝撃だけを覚えている。

　そして、スマホや３Ｄプリンター、果ては洗剤自動投入機能付き洗濯乾燥機さえある時代から、掃除機ナシ洗濯機ナシ冷蔵庫ナシのこの時代へとなぜ逆行してしまったのかも、残念ながら謎のままだ。

　あるいは、「魔法使い」という眉唾な職業も存在するくらいだから、もしかしたらここは単純な過去ではなく、世界線の違うファンタジー世界なのかもしれない。ここが童話『シンデレラ』の世界だと考えるようになってからは、タイムスリップというよりも異世界転生が近いのではないかとさえ思う。

　とにかく私は文字通り生まれ変わり、前世での便利な生活を惜しみながら、こちらの世界で生きてきた。






「ほら、お前もアレクサンドラお姉さまとペトラお姉さまにご挨拶をしなさい」

「エラです。あたらしいおねえさま、これから……えっと……」

「これからよろしくお願いします、だろう？　本当にエラはかわいいなあ」

　シンデレラ――当時はまだ「エラ」だった――と出会ったのは、今から約十五年前。母の再婚にかかる養子縁組諸々に伴い、養父だけでなく義妹ができると知らされたのは、引越し当日のことだった。

　実父は平民の出だったが、海洋貿易を主として行う商会の会長をしていた。経営状態は良好で、万一の場合を考えた資産管理をしていたから、父の乗った商船が難破し行方不明になったとの報せを受けたあとも、遺産のおかげで私たちが生活に困ることはなかった。

　それでも母が再婚したのは、長い人生を一人で歩むことが不安で寂しかったからなのではなかろうか。私も姉のアレクサンドラも、母の笑顔が少しでも増えるならと再婚を受け入れた。

　新しい「お父さま」は、とても優しい人だった。おまけに見た目もよかった。

　アーモンド型の目は大きく、筋の通った鼻も高い。年齢的には母とそう違わないにもかかわらず、学生に毛が生えた程度にしか見えない童顔と、青年のような若々しい声。

　そして、彼の顔立ちをそっくりそのまま受け継いだ娘――私にとっては義妹――のエラ。まだ二、三歳の彼女は、まるで天使みたいだった。

　空気に溶けそうなくらい淡い金色の髪、肌は抜けるように白く、唇と頰はほんのり色づいて、私の目を一瞬で奪った。……もちろん、この子がのちのシンデレラだと当時の私は知る由もない。

　養父が娘のエラを溺愛していたことは、初めて会った時からよくわかった。無理はない、こんなにかわいい娘がいたら、愛さずにはいられないはずだ。そのくらい、子どもの私にも理解ができた。だって私も出会った瞬間、エラのあまりのかわいさに言葉を失ったのだから。

　間もなく五人家族での新しい生活がスタートした。養父は優しい人物で、実娘のエラばかりでなく養女の私と姉にもよくしてくれた。

　エラが天使みたいな容姿なのだから、贔屓があっても仕方ないかなと半ば諦めていた私と姉にとって、養父の愛は嬉しい驚きだった。養父のそういった態度のおかげで、私たち三姉妹は仲良くやってこれたと言っても過言ではないだろう。






　ところが、私たちの生活は母の再婚を機に徐々に破滅へと向かいだす。

　この養父、国王陛下から子爵の爵位を賜った貴族であるにもかかわらず、金勘定ができない男だったのだ。

　助け合いや社会奉仕の名のもとに、お客があれば盛大にもてなし、領民から「今年は不作で」と泣き付かれたらばその年は丸々税金を免除。

　一見すると民の声に耳を傾ける素晴らしい領主に思えるが、収入が減ったのだから質素な生活をしようなどとは頭の片隅にも考えないようで、息をするように散財する。「エラに似合いそうなものを見つけた」と、たくさんの宝石が縫いとめられたドレスを一週間連続で毎日購入してきたこともあった。

　別にいい、エラにばかりドレスや宝石を買い与えるのは。だって実際ドレスの大半は地味顔の私が着るよりもエラが着たほうが似合うのだし、私はあまりドレスに興味がなかったし。

　問題は、ドレス購入の金額や頻度が甚はなはだしいということだ。

　そんなこんなであっという間に家計は火の車となった。崖っぷちにあってもなお「心配ない、なんとかなる」と現実を直視しようとしない養父に代わり、母がなんとか財政再建を図ろうとした。もちろん、補填に使われたのは、亡き夫――私たちの実父――の遺産である。

　だが、焼け石に水だった。気付けば父の遺産が尽きるどころか、借金が大きく膨らんでいた。

　賭博や浪費などの射幸行為による散財だったなら、まだ罵倒するなりして怒りをぶつけることもできただろう。だが、養父の場合はたちが悪く、善意で散財してしまうのだから、余計に手に負えなかったのである。

　十代中盤の頃だった。

　その頃になると私も前世の記憶の大半を取り戻しており、財務諸表の読み解き方や、生前の仕事内容などもすっかり思い出していた。だから家の経済状態の悪さも、手に取るようにわかっていた。

　もうこのままでは一家心中一直線。あるいは、身売り。廓くるわにでも売られ、商品として管理され、病気で身罷るか老いて放り出されて死ぬ。そんな未来しか見えなかった。

　だから今の窮状を、姉と二人で養父に懇懇と訴えた。目を覚ましてください、このままでは破綻します、これからは節制を心がけ領地経営の黒字化を目指しましょう、と。

　養父は涙を流しながら、「お前たちにそんな気苦労を掛けていたなんて知らなかった、私が悪かった、これからは家族みんな力を合わせて頑張ろう」と心を入れ替えることを誓ってくれた。……もちろん、その翌日にはまた性懲りも無くドレスを購入していたし、この一連のやりとりを、私たちは何度も繰り返す羽目になったけれど。






　そんな中、養父はあっけなくこの世を去った。

　領民には慕われていたようだが、養父亡き後は借金の山だけが残った。あのクソ親父……と当然怒りを感じたが、それと同時に安心したのも事実である。

　金食い虫だった養父がいなくなれば、これ以上事態が悪化することはない。長患いで床に伏せることもなく、馬に蹴られてポックリあの世へ旅立ってくれたのも、不謹慎だがありがたい。これぞまさに不幸中の幸いだと、姉と二人で慰めあった。

　領地の管理は養父の配偶者である母の腕に任された。いくら養父がダメ人間でも、母にとっては大切な夫だったのかもしれない。再び未亡人となった彼女は見ているこちらが辛くなるほどの狼狽ぶりで、大きなショックを受けていた。だから私は母の気持ちに寄り添いつつ、財政の立て直しについてあらゆる方法を提案した。

　私と姉、そして母が一丸となって借金返済に奔走している一方で、エラはと言うと養父によく似てだらしない人間へと成長しつつあった。

　だらしないのは金ではない、男でもない。生活態度がだらしなかった。

　金策のためにと彼女の衣装部屋にあるドレスのほとんどを売り払っても文句が出なかったのは助かったが、エラはあまりにもズボラで、あまりにも様々なことに無頓着な女の子だった。

　当時エラは十一歳。まだ子どもだが自我が芽生え、自分のことは自分でできる年齢だ。

　にもかかわらず、彼女は私たちが声かけをしなければ何日だって風呂に入ろうとしないし、歯も磨かない、櫛も入れないありさまだった。長い髪は脂でベタつき毛玉だらけ、爪の間には垢が溜まり、ベッドシーツは黄ばんでいるのに交換しようともしない。当然ながら、部屋に作られたクモの巣だってお構いなし。

　おまけに、資金難から使用人を全員解雇してもなお、エラは家事の手伝いすら自分からしようとはしなかった。

　もちろん勉強などしない。買い出しを頼むと「五個まとめて買うと安いと教えてもらったから」と言い、バラで買うより高い金を出して買って帰るくらい、彼女は残念な頭だった。

　そんなある日、私たちはエラが街で「シンデレラ」と呼ばれていることを知る。

　本来の「エラ」という名に「シンダー」、つまり「灰を被った」という形容詞をくっ付けて、そのように呼ばれ始めたのだろう。

　いつだったか、エラが姉に叱られて数ヶ月ぶりに自室の掃除をしている最中、休憩がてらフラッと散歩に出かけたことがあった。行き先も帰宅時間も告げず突然いなくなるものだから、私たちは誘拐でもされたのではないかとかなり肝を冷やしたのだが、その時にクモの巣や埃をたくさん頭にくっつけたエラを目撃した人が、不名誉なあだ名を命名したようだ。

　この話を、私はエラ本人から楽しそうに教えてもらった。「素敵なあだ名だから、お義姉さまたちも今後は私のことをシンデレラと呼んで」とも言われた。

　私はエラ改めシンデレラに呆れ果てると同時に気づいた。

　シンデレラという名前の美女で、家族は継母に義姉が二人。

　もしかして、ここは過去ではなく童話「シンデレラ」の世界なのでは？　――と。






　私はシンデレラの義姉。童話の中では「意地悪な」義姉という役回り。

　それでは今後、シンデレラは王子さまと結婚してハッピーエンドを迎えるの？　私こと意地悪な義姉は、シンデレラを妬みバッドエンド？

　……冗談じゃない、私だってせめてそこそこのハッピーエンドを迎えたい。

　その前に、今のシンデレラに王子さまから見初めてもらえる魅力がある？「恋愛よりもオシャレよりも、昼寝と間食が大好物」の干物力マックスのシンデレラが、王子さまと――いや、そもそも、あの子と結婚したがる男、この世の中にいるのかしら？






　悩ましいことが多すぎた。頭を抱えて唸る私の隣では、いつもおっとり笑顔の姉が同じように唸っていた。

　その日の夜、母とシンデレラが寝静まってから、私と姉はどちらからということもなくダイニングに集まった。オーギュスト・ロダンの「考える人」と同じポーズで、テーブルを挟んで二人座る。

「……お姉さま、シンデレラの干物っぷりが酷い」

「私もペトラに同感よ。せめて手に職でもつけてくれればいいけれど、飽きっぽいから期待できないし、縁談があってもまとまるかどうか……。このままじゃ王子さまどころか領民にさえ、断られそうな勢いだわ」

　十一歳のシンデレラは、異性にも、美容にも、ファッションにも教養にも仕事にも勉強にもマナーにも何もかも、興味を示さない女性へと成長しつつあった。唯一の趣味は眠ることという、登場する童話を間違えたんじゃなかろうかと言えるくらいの体たらく。

　欠けのあるゴブレットに入っている飲み物は、哀愁漂う出がらしの紅茶。それを姉はお酒のように勢いよくグビッと飲み干し、「だいたい……」とからみ酒もといからみ紅茶をし始めた。

「シンデレラと言ったら、王子さまに一目惚れされてハッピーエンドを迎えるはずでしょう？　それが何よ、いくら顔の造形がよくても、あんな干物女のままではお断りされる未来しか見えないわ」

　母は領地のことで手一杯。前世の知識からあれこれ補佐はしていたが、表立って動くのは全て母の役目となる。平民出の後妻だからと軽んじられ、役人との折衝がなかなかうまく進まないらしく、シンデレラのことを気にかける余裕はないみたいだ。

　となれば、義妹のことは私と姉が主体となって考えなければならないだろう。すでに辟易しているが、姉も私と同じようにシンデレラの将来に危機感を抱いていたようで、協力し合えることがわかって私は深い安堵を覚えた。

　少しだけ……とひとたび愚痴を口にしたら、怒涛のように溢れ出て落ち着く気配が見当たらない。

「もう、困るどころの騒ぎじゃないわ。このままでは、あの子確実にニートよ、女版『こども部屋おじさん』よ！　いくら家族だといっても、一生面倒を見るのはさすがに無理が――」

　シンデレラのことで一番問題なのは、本人が問題を問題と思っていないことである。当事者意識の欠如。まずは彼女の意識改革が重要になってくるだろう。

　酒は入っていないのに、理解者を得たことで私の弁に熱が入っていく。……が、姉が戸惑いの表情を浮かべていることに気づき、途中だったが言葉を止めた。

　顔を引きつらせながら、姉が私に問いかける。

「ちょっと待ってペトラ、……『ニート』？『こども部屋おじさん』？　……その言葉、どこで覚えてきたの？」

　それらは私が前世で覚えた単語であり、この世界の単語ではない。意識せずに使用してしまったが、姉はどうして気づけたのか。また、さっきの会話を冷静に振り返れば、もう一つ疑問が生じてくる。

「……お姉さまも、どうしてシンデレラの顛末を知っているの？」

　そうして私たちはお互い、ともに前世の記憶を持ってこの世界に転生してきたことを知る。それと同時に、前世の記憶と知識を生かすほかないと確信した。

「お姉さま！　私、『意地悪な義姉』にはなりたくなかったけど、この際しょうがないわ、とことん意地悪になってやる！」

　私は紅茶を飲み干して、立ち上がって高らかに宣言する。

「今のままではシンデレラは、王子どころかその辺の平民にすら断られるレベルの干物だわ。このままニートになられても困るし、お母さまの気苦労をこれ以上増やしたくない。だから私たちで、あの子を一人前の淑女に教育してやろうじゃないの！」

　前世の私は会計の世界に身を置いていた。いくつもの会社の監査とコンサルを手がけ、経営を改善させていった。聞けば姉はマナー講師だったという。

　ならば姉が振る舞いを、私が経済的感覚と知識を、そして生活全般は私たちが協力しあってシンデレラに教えこめば、もしかしたら未来を変えられるかもしれない――。

　私たちは希望に胸を膨らませた。

　そして翌日からは鬼教官さながらに、「面倒くさい」と逃げようとするシンデレラに死に物狂いで教えを授け、一般常識を弁えた麗しい淑女へと変身させていったのである。

　シンデレラは酷いものぐさの干物女ではあったが、幸いなことに金を無心することはなかったし、色狂いでもなかった。だから矯正のしようがあったといえよう。この点は心から神に感謝するほかない。
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　シンデレラと第二王子が出会った舞踏会から程なくして、王宮からガラスの靴を持った兵士が我が家にもやって来た。

　当然ながらガラスの靴はシンデレラにぴったり――これぞまさに「シンデレラフィット」――で、手のかかる義妹は無事王子と再会し、正式に求婚を受けるに至った。

「ペトラ、お疲れさま！」

「ありがとう。お姉さまもお疲れさま」

　決意の日と同じように、私は姉と祝杯をあげた。ただ違うのは、今夜の飲み物がワインだという点である。

　借金に追われ、領民からは煙たがられる生活の中で、私たちは常に節制を心がけてきた。右も左もわからない母を陰ながら補佐――厳密にはかなり口や手を挟み、むしろ私が影の指揮者となって動いた――しながら、赤字経営を黒字に変え、借金も先日完済した。

　おまけに、今日はシンデレラの結婚式が執り行われたよき日である。ワインの一杯や二杯程度、飲んでもバチは当たらないはずだ。

「シンデレラ、とっても綺麗だったわ」

　余裕のない生活の中でもバランスのいい食事を心がけ、数日に一度は就寝前にリンパマッサージとキュウリパックをしてあげたことで、シンデレラの顔の吹出物はみるみる間に姿を消し、以前に増して白くスベスベな肌になった。暗算の計算問題を出しながら毎晩櫛を入れた髪も、載せられたティアラと同じくらい美しい輝きを放っていた。

「まさかシンデレラが本当に王子と結婚できちゃうなんてね。自分のこと以上に嬉しい」

「第二王子でも、あのシンデレラにはこの上ない嫁ぎ先だわ」

「そうね。第一王子が留学中で不在なのだから、国内で最高の男を捕まえたも同然よ」

　姉はそう言い、満足そうにワインのグラスに口をつける。






　――これまでありがとうございました。お義姉さまたちが躾けてくれなかったら、私はこんな幸せを味わえなかった――






　この家を出て行く時のシンデレラの言葉を思い出しながら、私も満ち足りた気持ちでワインを口にする。

「……なんだか、あんな義妹でもいなくなると寂しいものね」

　次はこれを教えて、復習はこの時間に済ませて、お姉さまにも確認してもらって……という、慌ただしい生活は終わったのだ。シンデレラ、いい加減起きなさい！　なんて、声を張り上げることもない。

　少しだけ湿っぽくなりかけた私を、姉が明るく笑い飛ばす。

「なによペトラ、やっぱりシンデレラにはニートになってここにずっといて欲しかったの？」

「それはない。本当に無理」

　それはそれ、これはこれ。ニートは勘弁していただきたいと、私は真顔で拒否しておく。

「シンデレラが片付いたから、次は私たちの番よ。私の予定は……そうね、魔法使いにでもなろうかしら。シンデレラにとっておきのドレスとカボチャの馬車を授けてくれた魔法使いに弟子入り志願しちゃったし」

「ええ？　お姉さま、それ本気なの？」

　私がプッと吹き出すと、姉も同じように吹き出した。

「冗談よ。あの舞踏会の夜、魔法使い宛ての手紙に『シンデレラをよろしく』って書くついでに、みえみえの社交辞令を書いただけ。婿取りでもして領地を守るのがどう考えても現実的よ」

　母似の姉は私と同じく暗い栗色の髪だったが、垂れ目といい肉感のある厚い唇といい、亡き父似で地味なつくりの私とは違って色気がある。シンデレラへの厳しい指導で「意地悪姉妹」と悪名高くなった私たちだが、アレクサンドラお姉さまだけなら簡単に挽回できるのではなかろうか。

「ペトラは？　どうするつもりなの？」

　話を振られ、私はうーんと俯いた。

「私は……外国に行くつもり。領地の立て直しは楽しかったし帳簿とのにらめっこも嫌いじゃないけど……一息つきたいわ。ここには口さがない人も多いし、どこで誰に見られているかもわからない。疲れたのよ」

　自分のことを誰も知らない国に行き、のんびり余生を過ごしたい。それが私の望みである。

　どうせなら外国、アレセル王国に移住するのもいいかもしれない。気候が穏やかで安定していて、ワインの美味しい陽気な国だ。

　童話「シンデレラ」では、シンデレラが王子さまと結婚したところまでしか描かれていない。だったらその後、私がどうしようと自由のはず。

「前向きな気持ちでそう考えているなら、私は止めないわ。お母さまのことは長女の私に任せて。こっちは大丈夫よ」

　姉は奔放なようでいて、実はかなり堅実な人だ。そして懐も深い。このできた姉と生真面目な私を、誰がシンデレラの「意地悪な」義姉に据え付けたのか抗議したいところだが、物語が一つ終わった今となってはどうでもいい。

　そして、一つ終われば、また一つ始まる。別れがあれば、出会いもある。人生いろいろなのだから。……なんて、感傷に浸ったりなんかして。

　ひとまずこれで一段落。明日からは私が主役の物語を進めよう。

　さて、何から始めようか――。


















第３章　舞踏会と三顧の礼












「ペトラお義姉さま、よくいらっしゃいました！」

　シンデレラの結婚を機に異国の地での再出発を考えていたのが、もはや遠い過去のよう。気がつけばあれから三ヶ月が経過していた。

　シンデレラは王宮に引っ越し新婚生活、姉のアレクサンドラは恋人を作ってデート三昧、母は母でいろんなサロンに出席し、楽しそうにしているというのに、私だけはまだ何も変わっていなかった。

　それどころか、アレセルへ旅立つ算段がつかず国内でグズグズしたままで、シンデレラから使いっ走りのように度々王宮へ呼ばれていた。

　一緒に住んでいた頃よりも上質なデイ・ドレスに身を包んだシンデレラに、私は恭しく礼をする。

「シンデレラ妃殿下、ご機嫌麗しゅう存じます。この度はお招きくださりどうもありが――」

「嫌だわお義姉さまったら！　私はディディエさまの妻になりましたけれど、お義姉さまと縁が切れたわけではありませんのに」

　童話の中のシンデレラは、自分を虐める義姉のことをどのように思っていたのだろうか。少なくとも、私の目の前にいるシンデレラは、私のことを嫌ってはいないと感じる。でも、「好き」ともまた違う気がする。

「お義母さま――王妃陛下が今度の感謝祭で着るドレスを選んでおきなさいっておっしゃるのだけど、正直私にはどのドレスも同じにしか見えなくて。だからお義姉さま、私の代わりに選んでくださいません？」

　シンデレラのものぐさな性格は、私と姉とで可能な限り矯正した。けれどやはり三つ子の魂百までということわざにあるとおり、別の人格にはなり得ない。そしてドレスのチョイスを私に丸投げしようとするあたりに、「干物」の根深さを感じずにはいられない。

　シンデレラ本人も、宮中の問題で実家の人間を頼ることに後ろめたい思いがあるのか、普段よりもやや小声で、薔薇の咲き誇る中庭を散歩しながら――つまり周囲の者にできるだけ聞こえないように配慮しながら――私に依頼を試みている。

　私はため息を一つ吐き、彼女を諭すことにした。

「……あのねシンデレラ、確かにあなたがどこに嫁いだとしても、私はあなたの姉よ。でも、いつまでも私に頼っていてはダメ。もちろん、アレクサンドラお姉さまにも。ディディエ殿下の妃になったのはあなたなんだから、面倒だとか言ってないで、いい加減覚悟を決めて自分で――」

「お義姉さま、あんまりだわっ！」

　さっきまでの小声はどこへやら。シンデレラが突然声をあげた。

「……はい？」

「いつもそうやって酷いことばかりおっしゃって！　私が困るのがわかっているのに、どうしてそんな非情なことを……っ！」

　小さな声でのヒソヒソ話なら、たぶん誰にも聞こえない。でも、こんなに大きな声で喚かれたら、周囲の人が何かあったと勘違いをしてしまう。

　わっと泣き出した――演技――シンデレラを抱きとめながら、私は冷静に周囲の状況を確認する。

　シンデレラの五歩後ろにいたお世話係の女官、茂みの陰に忍んでいる護衛……。確認する必要などなかったかもしれない。みんな私を静かに睨んでいた。これはきっと、ほぼ確実に、誤解されている……！

「いや、それは自業自と――」

「この前だって、突然私を捨て置いて外国に移住するだなどと！　何を言われてもどんな仕打ちを受けても、お義姉さまのことを大切に思っていたのに……私のこと、嫌いなら嫌いってそうおっしゃってくださればいいのに！」

「違うのよ、確かに外国へ移住しようと思っているけど、あなたを避けるためじゃなくて、心機一転のんびり仕事でも見つけて――」

「私と仕事、どちらが大切なんですかっ！」

　危うく白目を剥くところだった。

　どうしてそんな、鬱陶しい恋人みたいな地獄の質問を投じるのか。

　シンデレラはとても美しい。シミもくすみもない透き通った白い肌に、光り輝く綺麗な金髪。大きな目を縁取る長い睫毛と、それに守られた宝石みたいな空色の瞳。首も腕も腰も細く華奢で、すっと伸びた指はまるでガラス細工のように繊細。

　かたや私は、ほどほどに白い肌だけど、目の下にはクマができてくすんでいるし、どこにでもいそうな栗色のくせっ毛。華奢とは対極に位置する頑丈な骨格に、肥満だと誤解されそうな乳牛並みの胸。

　目の大きさも睫毛の長さも瞳の美しさも全て、シンデレラに敵う要素は見つからない。戦意喪失と言うよりも、戦う意味が見出せないほどのレベルの差。

　はたから見た私たち二人は、平々凡々――もしかしたらそこそこのブス――の私が発した言葉に傷つき泣き出した美女という構図。そして、とどめを刺す私の二つ名「意地悪な義姉」は、この場では私の印象を悪くする方向に作用する。

　シンデレラのものぐさが感染したわけじゃないけど……面倒くさい。まずシンデレラが面倒だし、周囲の評価も自分の無駄な責任感も面倒くさい。全て放り投げてしまいたい。

　シンデレラの干物属性を矯正するためにスパルタ教育はしたものの、あれは断じてイジメじゃなかった。それは本人もわかっているはず。

　だから今、シンデレラが私を悪し様に言っているのは、私に対するある種の脅し。「私のお願いを聞いてくれなければ、お義姉さまにいじめられたと吹聴しちゃいますよ」という脅しだ。

　ものぐさが悪知恵を身につけてしまった。私と姉による英才教育の成果ならば、喜ぶべきかもしれない。だが、使い方をもう少し考えて欲しい。そして将来のことも考えて欲しい。

　私に頼ってばかりいては、シンデレラが周囲からなんと思われるか。それに、大事些事関わらず自分で決めることを学ばなければ、いざというときに困るのは彼女本人だ。

　私が黙ったまま虚空を眺めていることにシンデレラはしびれを切らし、再びコッソリ私に告げる。

「お義姉さま、私のことを大切に思ってくださるのなら、今週末の舞踏会も是非参加してくださいませ。結婚したばかりでまだ右も左もわからなくて、ああいう場は心細いのです」

　涙を溜めたウルウルの目で見つめられ、耐えきれなくなった私は大きなため息を吐いた。諦めと、受け入れを表すため息だ。

　第二王子の婚活舞踏会で全員の注目を掻っ攫っていった者のセリフか？　と思わなくもなかったが、なんだかんだ並べ立てても、私はこの手のかかる義妹が可愛くて、放っておくことができないのだ。

　……お姉さまには「ペトラのそういう所にシンデレラは付け込むのよ」とまた呆れられそうだけれど。
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　平凡な私が着飾ったところで大した花にはなり得ないし、期待する者もいないだろう。しかしながら淑女の身だしなみとして、あるいは第二王子妃の義姉として、無頓着でもいられない。

　貴族であるにはあるけれど、家が抱える借金を完済したのはつい先日。そういうわけで私個人に大した資産があるはずもなく、外国への移住資金もなんとかギリギリ貯まった程度。舞踏会のたびにドレスをこしらえる余裕などないので、手持ちの数着でリボンを替えレースを替え、小細工をしながらなんとか着まわしている状況だった。

　先月の舞踏会ではワインレッドのドレスを着たから、今回は深緑のドレスでいこう。胸元のリボンを付け替えておけば、印象も多少は変わるはずだ。

　おそらく、シンデレラの誘いを断り舞踏会に出ないでおけば、お金はもっと貯まっていた。舞踏会は貴族同士の社交の場だが、出国予定の私にとって大した意義を感じない。でもしょうがない、これも全てシンデレラと、ひいては私の家族のため。

　シンデレラが「もういい、王子妃なんかやってられない」と干物女に逆戻りして出戻ってしまったならば、真っ先に困るのは私と姉と母。もしかしたらシンデレラが音を上げるよりも前に、妻のぐうたらぶりに愛想を尽かしたディディエ殿下から、三行半を突きつけられるかもしれない。

　どちらにしろ出戻りからのニートという結末は、私たちにはバッドエンド。何としてでも御免被る。

　それを思えばシンデレラのアフターケアなど容易いものなのである。

　外国へ旅立つ日までのことだし、何より、シンデレラは妹なのだし。血はつながっていなくとも、もう十五年の付き合いだ。ここまで長ければ血なんて関係なくなるものだ。

　そもそも、シンデレラからの招待をキッパリ断れない自分も悪い。

　参加すれば参加したで面白いことも少しはある。それは、上級貴族や有名商家のこぼれ話が聞けることだ。

　どこそこの貴族が鉱山を買ったとか、あの商会が破産しそうだとか。市井の中では耳にできない類の噂も、舞踏会という社交の場ではあちこちから耳に入ってくる。

　もっとも、噂を利用することは、私にはできないしするつもりもないけれど。

「こんばんは。お楽しみですか？」

　舞踏会という場ではあるものの、私にダンスを踊る気はなかった。いつものように休憩用の席につきダンスホールをぼんやり眺めていたところ、珍しいことに背後から声をかけられた。

　振り返ると、見覚えのない若い男性が立っていた。穏やかな笑みを浮かべながら、座る私を見下ろしている。その手には、酒の入ったグラスが二つ。

「ご一緒しても？」

「……どうぞ」

　真っ直ぐな眉毛と、同じくらい真っ直ぐな切れ長の鋭い目。にこりと微笑んだ顔には、どこか威圧感すら抱く。後ろへ梳き上げた髪も、上質なフロックコートとトラウザーズも何もかも、少しの乱れやシワひとつなく、付け入る隙が見当たらない。

　気性の荒さは感じないが、優しそうという印象も受けなかった。かといって怖いわけでもなく、自他共に対し厳しそうな……頭の回転が速そうな雰囲気、というのが一番近いといえるだろうか。

「シンデレラ妃の義姉君とお見受けします。私はエリク・デュランベルジェと申します。歳は二十九、貴族ではなく爵位を持たない身ですが、最近叔父から一つ商会を任されまして」

　自分から表立って公言してはいなかったが、私がシンデレラの義姉だということを、この男性は知っていた。

　このエリクという青年は、どうやら平民のようだ。でも、品のいい服装もピカピカに磨き上げられた靴も、そもそもこの場にいるということが彼の背景を物語っている気がする。

　叔父から商会を一つ……ということは、複数の商会を運営する資産家一族なのかもしれない。

「……そうですか。お会いできて光栄です。おっしゃる通り、私はシンデレラの義姉のペトラ・コルベールと申します」

　彼はテーブルを挟んで私の正面に座り、グラスを一つ「これをあなたに」とくれた。ロゼのワインだ。お礼を述べて受け取って、ちょうど喉が渇いていたからと一口含んだとたん、口の中に甘酸っぱさが広がった。

「とても美味し――」

「シンデレラ妃はとてもお美しいですね」

　少しだけ上がりかけていた気分が、一気に堕ちた。

「……私もそう思います」

　――わざわざ私の言葉に被せてまで言うこと？

　彼に対する警戒心が私の中に芽生えた瞬間だった。

　私を卑下したいのか、それともシンデレラに繋いで欲しいのか。どちらにしても、何か企んでいるに違いない。

　私の正面に腰掛けるエリクとかいう男を、私は密かに値踏みする。

「シンデレラは幼い時からとても愛らしい少女でした。自慢の義妹です。血の繋がりこそないものの、家族となったのも何かの縁。貴族とは名ばかりの暮らしぶりでしたけれど、心まで落ちぶれてしまわぬよう、義妹には節制と教養を叩き込んでまいりました。その甲斐あって美しく知性に溢れた淑女に成長したと自負しておりますわ」

　私は彼の瞳を見て、わざと微笑んで言ってやった。シンデレラの見た目が美しいのは肯定するが、知性に溢れた淑女かどうかは……正直なところ、疑問。でも、この場では見栄を張ってそう言うほかない。

　すると彼は当てが外れたのか、おや、と眉を動かした。

「……本当に？」

「ええ、もちろん。エリクさまこそ、どうしてお疑いになるのですか？」

　無知を装った涼しい顔で私は彼に聞き返す。

「まさか貴女の口から、そのような言葉が飛び出るとは夢にも思わなくて。心にもないことだったとしても」

「…………」

　――この男、私に喧嘩を売っている？

　出会ってまだ数分の男を、私は早々に嫌いな人物に認定した。笑みを顔に貼り付けたまま、私は彼を追求する。

「初対面の殿方から、そのように攻撃的な言葉を賜るとはこちらこそ夢にも思いませんでしたわ。……なぜでしょうか、漠然としすぎていて敵意しか感じませんけども……愚かな私でも理解できるよう、噛み砕いてご説明くださるお慈悲をいただけます？」

　売られた喧嘩はつい買ってしまう性分だ。私が微笑んだところで可愛いとは思ってもらえないだろうが、喧嘩を買うには余裕ある表情を見せつけるに限る。

　この私が軽いジャブを受けた程度で、痛みに震えて縮こまるようなメンタルの弱い女だとでも？　あるいは、取り繕うことを忘れるほど狼狽えるような女だとでも？

　あまりにも私が堂々として過剰なまでにへり下くだるので、彼はカチンと来たようだった。私が「その喧嘩、買いましょう」と暗に告げていることに、気づいてくれたのだろう。

　そして彼は真剣な顔つきで私をまっすぐに見据えた。睨んでいると言ってもいい。

「ご存知かもしれないが、貴女はとても評判が悪い。シンデレラ妃の義姉君は『意地悪』な性分の方なのだと、あちらこちらで噂されている。彼女が王子に嫁いだ後もシンデレラ妃を不当に扱い、精神的・肉体的な暴力を加えて虐げ続けているのだと。これが本当のことならば、放置するわけにはいかないと私は義憤に駆られているのだが」

　王宮では、誰もがみな華美な衣装に身を包み、微笑を浮かべ、幸せそうに過ごしている。

　しかし王宮とは名ばかりで、その正体は泣く子も黙る万魔殿。醜いものを美しい皮で覆って隠しているだけに過ぎない。陰口なんか日常茶飯事、妬み、嫉み、陰謀が、あらゆるところに渦巻いているのだ。

　私は第二王子妃の義姉。シンデレラを利用すれば、王宮内に入り込むことだってできる立場の人間だ。だからいっそう警戒され、「意地悪」という噂が彼のような部外者にも届いてしまったのだろう。まさか直球で糾弾されるとは思ってもみなかったから、少し驚いてしまったけど。

　私はすぐに笑顔を取り繕った。元がいい造りではないので、どれだけの笑顔ができたかは、受け手のエリクさまにしかわからないけれど。

　そして、大きく頷き宣言する。

「そうです、おっしゃるとおり私は意地悪です。それはもう度を逸した意地悪で、義妹が嫁いだ後も、彼女のことが心配でしょうがない。だから、彼女が幸せでなければ許せないのです。もしもシンデレラが王宮で雑に扱われようものなら、王族といえどディディエ殿下にも最大限の嫌がらせをして差し上げる心算はできていますわ」

　最後の仕上げに含み笑いも付け足しておく。

　この返答はエリクさまの想像とは違っていたらしい。彼は面食らった様子で、「ならば」と続けざまに質問をする。

「貴女が義妹に嫉妬している、という噂は……？　義妹ばかり玉の輿婚で、かたや自分は未婚だからと」

　結婚が女の幸せだという考えを、否定する気は毛頭ない。だが、全員が全員同じ価値観で行動していると決めつけるのは、視野が狭いというほかない。

　だから私はキッパリと告げる。

「いいえ、まったく。シンデレラの結婚は、本当に喜ばしいことですわ。ご存知のとおり私は意地悪なので、シンデレラには早く実家を出て行って欲しかったのです。母や私たちのことは気にせず自分の幸せだけ考えなさい、と。それが現実になったのだから、嬉しくないわけがないでしょう？」

　シンデレラが領地経営をこなせるとは思えない。かといって、ニートとして一生家に居座られるのも嫌だし、何より彼女のためにならない。

　であるならば、できるだけ経済力のある誰かと結婚して家を出てくれたほうが、互いにとって都合がいい。そして大奮闘の末、王族と玉の輿婚ができたのだから家族みんな大満足しているところである。

　しかし、エリクさまの表情は相変わらず浮かないまま。私の返答が期待外れだったのだろう。腑に落ちない、と顔に書いてある。

　彼との会話を続けていた私は、次第に腹が立ってきた。「君は意地悪な義姉らしいけど、どうなの？」といった質問は、質問のようでいて質問じゃない。私が性悪女だと決めつけて、初めから糾弾するつもりで投げつけている悪口だ。

　実際にそのような噂があることは十分承知しているが、当の本人にそのままぶつけるのは大人のやり方としては幼稚。あまりにも礼を欠く態度である。

　私はここで、彼に意地悪を仕掛けてみたくなった。だって私は「意地悪」なのだし、それくらい許されて然るべき。

「もしかして、エリクさまは私がシンデレラをいじめているという噂を真に受けて、公の場で私に恥をかかせて私刑にでも処そうとなさったのですか？」

　上目遣いで窺うと、案の定彼は固まっていた。私の言うとおりだが、そのまま認めるのはきまりが悪い、といったところだろう。

「法で捌けない者に私刑を……ということについて、気持ちとしては理解できないこともないです。ですが、私刑はしょせん私刑。立法も司法も正常に機能している国で一個人が私刑を行い、それを民が是とするならば、法治国家は崩壊します。推定無罪が原則の我が国で、『疑わしきは罰せよ』、しかも『私刑を許可する』と認めてしまえば、一体何が真実なのか混乱してしまいます」

　私は感情が昂ぶっている時こそ、冷静に理詰めで口撃してしまうタイプだ。だから子どもの頃から口喧嘩には強かったし、今もこんなにイライラしているというのに、スラスラ言葉が口から出ていく。

　見たところ、エリクさまは正論をぶつけられても逆上したりはしないらしい。ピンと張られた直線の眉尻が、心なしか垂れている。

「それでは、意地悪な私はここで去ります。嫁いき遅れの冴えない娘にお時間を割いてくださったこと、心より感謝いたしますわ」

　嫌味が少々クドすぎるかもしれないと思ったが、ただでさえ衆目がある舞踏会で不躾な質問をされたのだ、これくらいのお茶目は許してくれたっていいだろう。

　飲みかけのグラスを手に持って、私は椅子から立ち上がる。そして、別れの挨拶を適当に放って、彼に背中を向けた。

「待ってくれ！」

　しかし、一歩踏み出そうとして、体がガクンと後ろに揺れた。

　座ったままの彼に、手首を掴まれていたのだ。

「……失礼」

　とは言うものの、エリクさまは離そうとはしない。私は眉を寄せ、中腰の彼を一瞥する。

「なんでしょう？　まだ私を非難なさりたいのですか？」

　紳士的とは呼べない引き止め方だった。彼が立ち上がると同時に力が緩んだので、私はサッと手を引っこめる。

「いや、そうじゃない。初対面のご令嬢を勝手な決めつけで罵倒してしまって……俺が間違っていた。先ほどの非礼はお詫びする。が、もう一つ聞きたいことがある。……ディディエとシンデレラの結婚を、貴女はどう捉える？」

「……はあ？」

　質問の意図が判然としない。

「嫉妬なんかしていない、喜んでいるということは先程お伝えしたとおりですが」

「それはわかった、もう疑わない。だが、聞きたいのはそこじゃない。貴女の考えが知りたいんだ」

　どう捉えるかとか、考えが知りたいとか。

「エリクさま。もしも何か思うところがあったとしても、信頼も何もない初対面の方を相手にして、馬鹿正直に心の内を明かすわけがないとはお思いになりませんか？」

　この人はもしかしたらとてもややこしい人なのかもしれない。深く関わらずにいた方がいいかもしれないと察した私は、今度こそ捨て台詞とともに彼の前から立ち去った。

　エリクさまの態度としつこさは、一体どこから来ているのか。生まれ持った何かが影響しているのだろうが、そんなこと私の知ったことではない。そもそも、この舞踏会にはシンデレラから乞われて参加しただけ。深入りすることはよしておこうと、彼の前から消えるついでに会場からも出て行った。
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　背後にいる二人の紳士の会話が聞こえる。

「レイマンが破産したそうですな」

「そのようですね、先日新聞で目にしました。エグバート卿にしてみれば、これからが正念場でしょうね。あの商会が領内にあったからこそ税収が確保できていたのに、今後はどうなることやら。立て替えた屋敷の維持費にしろ、始めたばかりの公共事業の財源にしろ、今頃頭を抱えているでしょうね」

「ここだけの話、いい気味だ。彼はいつも横柄な態度で、自慢話がくどかった。いい加減、私も愛想が尽きていたところですから」

　レイマン商会といえば、国内大手の衣料品製造メーカーだ。購買層は中産階級から労働者。一点一点の利潤こそ少ないものの、大量生産によりコストを下げ、大量に売りさばくことで儲けを上げていた商会だ。

　しかし破産したということは、そのロジックが成り立たなくなったのだろう。

　費用を極限まで抑えるため、品質の悪いものを量産し、消費者に飽きられたのかもしれない。あるいは、購買層が求める価格帯から離れてしまったのか。

　私は思う、二人の紳士は愉快そうに世間話に興じているが、そんなことをしている場合ではないのではなかろうか、と。

　なぜなら、レイマンに糸や染料を卸していた商会の所在地が、彼らの領地に集中しているからだ。

　レイマンが倒れたら、取引先も売上を失う。レイマンからの発注で成り立っていたような小さな下請けなどは特に、破産の余波をまともに食らってしまうだろう。最悪の場合は共倒れも十分にあり得る話である。

「あなたの領地も警戒しておかないと、大変なことになりますよ？　……なんてね」

　私は彼らのすぐ後ろの席にいた。背中を向けているのをいいことに、小さな声でぽつりと呟く。

　ここは男社会である。私のような女の言葉はまともに取り合ってもらえなくて当たり前。

　ましてや、私はシンデレラの「意地悪な」義姉。関わり合いになりたい者は、よっぽどの変わり者くらいだ。その変わり者すら、実際のところいないのだけれど――。

　目の前にある空になったグラスを見つめながら、私はフッと一笑に付した。

「ここの席、座っても？」

　――いや、いた。よっぽどの変わり者がやって来た。

　声から見当はついていたが、念のため顔を上げたらやっぱり予想どおりの人物だった。

「……どうぞ。エリクさま、こんばんは」

　前回出席した舞踏会で、初対面のくせにやけに私に絡んできた人だ。これで二度目。今度は一体なんの用？

　彼はまたしても私の正面を陣取った。背もたれに体重を預けてふてぶてしく座るその姿は、まるでどこかの王族みたいだ。

「ペトラ嬢、先ほど貴女がおっしゃった独り言がつい耳に入ったのだが、どうしてそれを当事者に伝えてあげないのです？」

　エリクさまは地獄耳か。もしかして、私の近くで聞き耳を立てていた？　……いや、まさかそんな。ストーカーみたいなこと、される覚えもないのだし。

「女の私が申し上げたところで、彼らが聞いてくださるとでも？」

「少なくとも、俺は興味がある。それに貴女はシンデレラ妃の義姉君なのだから、その立場を利用すればいくらでも聞く者が現れるだろう」

　ハハハ、とこの場に相応しくない渇いた笑いが口から漏れた。すぐに手で蓋をしたけれど、もう出ていったあとだった。

　エリクさまが不思議そうに私の方を窺っていたけれど、咳払い一つで何もなかったことにした。

「私に義妹を頼れと？　優しいシンデレラのことです、きっと私の望むままにあれこれ動いてくれるでしょう。ですが私は義妹には、心配も面倒もかけたくないのです。エリクさまに年下のご兄弟がいらっしゃるか存じ上げないのですが、この年長者の気持ち、お察しくださると幸甚ですわ」

　彼は口に手を当てて、ウームと考えて頷いた。

「俺にも弟がいるが、確かに、俺も弟を頼るのは、あまりしたいことじゃないな。……承知した。この件に関しては口出しするのはやめておく」

　意外なことにすんなり呑んでもらえたようだ。ややストーカー気質のこの坊っちゃま、話がわかる方なのかもしれない。

「ところで、貴女にもう一点質問なのだが」

　私は身構えた。どんな質問――不躾な――が飛んでくるのか、警戒した。

「近年、農地を買い取って工場を建てようとする動きが国内で活発になってきている。このままでは農地が減り食料の安定した供給が難しくなることが懸念されるが……どう思う？」

「はあ……？　あの、どうしてそんな質問を私に？」

　まるでテストの問題のようだ。

「深い意図はない。単純に、貴女の意見を聞いてみたいだけだ」

　納得できないながらも、減るものでもなかったから私は己の考えを述べる。

「ヴラ王国からの農産物輸入量が近年増加傾向にありますよね。今後も増える見込みですし、先日会談をおこなったというザクセンブルクとも、近いうちに貿易が開始されるでしょう。造船技術が発達し、輸送にかかる時間や費用が今よりも改善される未来なら、食料は国外からの輸入に頼るという手も考えられます。ですが食料自給率を下げるのは、有事の際に致命的です」

　エリクさまはうんうんと大きく頷きながら聞いている。

「商法施行以来、工業化が大幅に進み農地の買収と工場の建設がさかんになっていますけど、私は工場ばかりではなく大規模農地にしてもいいのではと思います。個人で農業を展開するより、法人化して農民を社員に登録し、集団で耕作にあたらせた方が、生産能力が向上するし知識や技術の共有もできる」

「なるほど、農業法人、か……。ちなみに、ザクセンブルクの件はどこから知った？」

「新聞です。貿易がどうとか、そこまで細かく書かれてはいませんでしたが、ザクセンブルクは四方を他国に囲まれた農業立国ですし、会談をするならその線が一番濃厚かと」

　この世界での情報収集手段といえば、書物か新聞か噂話。政治の世界も閉じていて、一般庶民には説明もない。世界情勢を把握しようと思うなら、王宮勤めの知り合いでもいなければ難しいところだ。

「それでは、ヒードランについては？」

　今度は隣国についての質問が飛び出した。

「ヒードラン？　我が国の北に位置する国ですね。友好的で関税も比較的ゆるく、世界有数の水産物輸出量を誇っています。鮭がとても美味しいわ」

「アレセルは？」

「海に面し、オリーブとブドウ作りがさかんな国。失業率が低いのは我が国も見習うべき点かと思いますが、そもそもアレセルは国土も狭く、海洋貿易のハブ拠点として栄えている恩恵でしょうね」

「ではラザティ――」

「お待ち下さい」

　もうこれ以上はお腹いっぱい。私は彼を遮った。

「あの、どうしてそのようなことをお聞きになるのですか？」

「……いや、ただ聞いてみたかっただけだ。不審に思われたなら申し訳ない」

　それきり、エリクさまは口をつぐんでしまった。

　――ただ聞いてみたかっただけ？　なぜ？

「エリクさまは先日、商会を一つ任されたとおっしゃいましたね。なんの事業をしていらっしゃるのですか？　商会秋報で調べましたが、エリクさまのお名前をどこにも確認できなくて」

　出題されてばかりでいい加減飽き飽きしていたので、今度はこちらから質問をしてみることにした。

　商会秋報というのは、国内の法人がまとめて掲載された雑誌だ。商工ギルドが四年に一度発刊しており、現時点では三年前のものが最新となる。

　エリクさまはとある商会を運営しているという話だが、商号も事業概要も私は何一つ聞いていない。彼の名前が載っていないかと雑誌を隅々まで調べたが、見つけることはできなかった。

　彼は「最近任された」と言っていたから、まだ雑誌に反映されていないだけなのかもしれない。けれど、もしや彼は嘘を吐いているのでは？　という邪推も十分できてしまうわけで。

　まだ伝えてなかったか、とエリクさまは顎に手を当て考えるポーズを入れてから、前置きもなく私に告げる。

「宝石類の貿易事業だ。宝石や貴金属の買い付けから輸入、そして会長が俺に代替わりしてからは国内で加工した宝飾品の輸出も行っている。俺の名が見当たらないのは商会を引き継いでまだ間がないからだろう。ユウェルという商号だが……聞いたことはないか？」

　ユウェル商会。もちろん私も知っている、国内で流通している宝石類の約半数を取り扱っている大商会だ。その会長を、エリクさまが……？

　たしかに、彼のたたずまいからは、自信みたいな、単なる資産家では出せないような説得力があった。

　私はエリクさまをまじまじと観察した。この、自らの素性をひけらかす気などなさそうな、ごく自然な微笑。取り繕っているようには見えない。本当に、心の底から大したことではないと考えているように取れる。

　かける言葉が見当らな……いこともなかった。私はあることを思い出した。

「それならば、イシュヴェラ公国とも取引が？」

「あるが……それが何か？」

「私の実父も商会を運営していて、イシュヴェラと関わりがあったので。実父が事故死したあと会長の座は遺言により当時の副会長に移ったので、私は関わっておりませんが」

　イシュヴェラ公国は海に浮かぶとても小さな島国だ。亜熱帯の温暖なところで、幼い頃、よく父が買い付けに出ては小麦色に肌を焼いて帰ってきていたのを思い出す。

「もしかしたら、貴女が博識なのもお父上の遺伝なのかな？」

　エリクさまにわざわざイシュヴェラのことを尋ねたのは、昔のことを思い出しただけ。深い意味はなく、ただ幸せだった幼少期を懐かしみたくなっただけだろう。

「どうでしょう。博識と評されるには物足りないと思いますし、私と同じく父の血を引く姉は商売にはからっきしですから。……それが何か？」

　父は確かに賢かった。商会を興したのも父、大きく育てたのも父。父子の会話では、どんな疑問をぶつけても父は必ず答えてくれた。それが今でも大切な思い出となっている。

　……なんて、父のことを誰かと語るなど、実に数年ぶりである。

「ただ、貴女は知識をどこで身に付けたのかと不思議に思っただけだ。貴女ほど知識の豊富な女性には出会ったことがなかったので」

　他愛もない話をエリクさまとするなんて、気づかぬうちに深酒をしていたのだろうか。でも、気分は悪くない。引き締めていた頰の力が少しだけ緩んでしまっている。

「ありがとうございます。女ですけれど、私、そこらの殿方よりいい仕事しますわよ？」

　もちろん冗談だ。いくら自分を売り込んでみても、私は近いうち異国へ発つ。エリクさまとの縁もきっと、今日で終わりとなるはずだ。

　今回の舞踏会も私は踊らなかった――最初からそのつもりだった――けど、いつもよりも楽しめた。いい加減シンデレラの頼みを聞くのも終わりにしようと思っていたところだ、最後の思い出としては悪くない。
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「また会ったな、ペトラ嬢」

　もう参加しないと一度は決意したものの、シンデレラに「本当の本当にこれで最後、一生のお願い！」とまで言われてしまえば、断れないのもしょうがない……はず。ドレスに合わせるイヤリングを選んでいたら、姉に「また行くつもりなの？　本気で？」と呆れられてしまったが、実際もっともな反応だろう。

　外国に行ったら当分、もしかしたら一生、帰るつもりはなかったから、やることは全て済ませてから行きたいと欲を出してしまった結果、シンデレラの結婚から五ヶ月経過してもなお、私は母国から脱出できずにいた。

　不思議なのは、シンデレラ。私のことをあの手この手で誘うくせに、いざ私が舞踏会に顔を出せば、最初に一言二言会話を交わすだけであとは丸っと放置する。何のつもりで私を呼ぶのか、いつまで経ってもわからない。

　シンデレラには手紙で二回、直接会って三回――コンタクトを取り過ぎだ――も今後の誘いには応えられない旨を伝えている。しかし毎度、そこをなんとかと懇願され、ついつい甘やかしてしまっていた。

　私だって今度こそ、「本当の本当にこれで最後」だ。一時間ほど滞在すればあとは自由に帰ってもいいとの条件付きだったから、しぶしぶ了承したようなもの。

　シンデレラも、どうしてあんなに心細いと繰り返すのだろうか。彼女のそばには妻にベタ惚れのディディエ殿下がいるのだから、彼になんとかして貰えばいいのに。

　そして、いつもの通り気配を消して休憩席で時間をつぶし、そろそろ帰ろうとしたところで私はまたしてもエリクさまに見つけられ、冒頭のように話しかけられてしまったのだ。

　ドレスの裾をつまみ上げ、私は彼に挨拶をする。

「エリクさま、こんばんは。申し訳ございませんが、急用のため屋敷に戻らねばならず、今夜はお相手することができません」

　急用、というのは単なる口実。エリクさまと顔を合わせるのもこれで最後となるはずだ。初めて会ったときの最悪な印象は今ではずいぶんマシになったが、この先何かがあるわけでもないのだ。

　すぐに去ろうとする私を、エリクさまは引き止めた。

「急用？　どうして？」

「どうしてもこうしても、私のプライベートの仔細をあなた様に伝える必要がありますか？」

「いや、それは……ない、けども」

　言葉がちょっとトゲトゲしたのは、初めて会った日に噂を真に受け侮辱されたことへの意趣返し。根に持ってはいないけど、彼への戒めを込めて。

「ダ……ダンス、でもどうかと……」

「申し訳ございません、今朝方足を捻ってしまいお応えできるような状態ではないのです。今日は義妹に顔を見せに来ただけですので」

　急用はないし、足を捻ってもいない。ただ、帰って荷造りをしたいだけ。

　ここは私がいていい場じゃない。シンデレラも幸せに暮らしていることだし、意地悪な義姉などお役御免もいいところだ。それに、私にはこの地味な見た目通りの地味な余生を送るのが、最も身の丈に合っている。

「それでは失礼いたしま――」

　ドレスの裾を再度つまみ、足を曲げて別れの挨拶。……をしているところ、またしても彼に遮られた。

「ペトラ嬢、我々が会うのもこれで三度目だ。初対面の頃よりは親しくなれた気がするし、初めて会った時に『親しくない相手には教えられない』と言っていた貴女の思いを、今なら教えてくれてもいいのではないかと思うのだが」

　三度目なら教えてくれるだろう？　って、まるで三顧の礼ですか、私は諸葛亮しょかつりょうですか？　と思ったものの、そんな前世ワードをエリクさまは絶対に知らない。

「……そんなのあったかしら」

「シンデレラの玉の輿婚に対する意地悪な義姉としての思いだよ」

「ああ……」

　私は本気で忘れていたが、以前「ディディエ殿下とシンデレラの結婚についてどう思うか？」と質問され、エリクさまがおっしゃる通りに突っぱねたことを思い出した。

　私たちが初めて会ったのは、今から二ヶ月も前だ。それなのに、そんな昔のことをネチネチと覚えていたなんて、粘着質にもほどがある……。

「正直に、歯に衣着せずに申し上げていいのですね？」

　少しだけ考えてから、私は彼に伺いをたてた。

「もちろんだ。他言はしない」

　エリクさまは大真面目な顔で、確かにしっかり頷いた。

　他言しないし、咎めもしない。その覚悟を私は察し、彼の上着の袖を引っ張って会場の隅へ連れて行った。

「正気の沙汰ではない」

　中庭へ続く掃き出し窓のカーテンの陰に隠れながら、私は彼にはっきり告げた。

「……は？」

「正気の沙汰ではないと、そう思ったの」

　辛辣な言葉を二度繰り返す私を前に、エリクさまは顔を引きつらせている。

「いや、だが……君はシンデレラを、義妹を大切に思っていたのではなかったのか？　あの結婚が正気の沙汰ではないと……つまり、本心では彼女を嫌っていたということか？」

　どういうことだ？　とオロオロしている彼を見ていたら、つい失笑が漏れてしまった。

「違う違う。シンデレラにとってはこれ以上ない結婚よ。だから本当に疑いなく、私は祝福しているわ。そうじゃなくて、ディディエ殿下の決断を『正気の沙汰ではない』と思っているの」

　我々の仲が親しくなったとエリクさま自身がおっしゃるのだから、この際敬語はやめてみた。その方が私も話しやすいし、彼に乞われて話すのだから問題なんてないだろうと高を括ってみた。

「だって、ディディエ殿下は王子でしょう？　王太子のディリータ殿下が将来国を治めるとしても、第二王子ならいつそのお鉢が回ってくるかわからない立場よ。にもかかわらず配偶者を顔で選んじゃうなんて、愚かにも程があるわ。顔で選んだお妃さまの性格や思想に難があったらどうするつもりだったのかしら。浪費好き、遊び好き、ヒステリー持ち……結婚してから気づいたんじゃ遅い。しかも王族という立場上、問題があれば国民にも影響が出る可能性だってあったでしょう？　だから、そういう考えなしの部分を『正気の沙汰ではない』と言ったの」

　宣言通り、歯に衣着せずにぶつけてやった。私は胸の内を全て打ち明けせいせいしているくらいだが、エリクさまはぽかーんと口をあけたまま動かない。

「以上です。もういいでしょう？　それでは、失れ――」

　言い終わるのを待たず、彼に二の腕をがっしり掴まれた。さっきまで呆気にとられていたくせに、そこそこ強い力である。

　痛みに顔をしかめる程ではないものの、「絶対に離さない」という固い意志は十分に伝わってくる。

　気づけば、放心状態だった彼の顔にはいつの間にか表情が戻っていた。

　眼光鋭く獲物――この場合、私――をとらえ、口角を片方ニッと上げ、不敵な笑みで私を見下ろす。まるで悪役のようである。

「気に入った。ペトラ・コルベール、貴女には是非、次の賢人会議に出席していただきたい。詳細は追って知らせるから、招集を楽しみに待っていてくれ」

　賢人会議とは、王国主催の有識者会議の総称だ。おまけに、意見を出すだけじゃなく、国を左右する大きな決定もバンバンしていく超重要な会議である。その時その議題に応じて参加者の入れ替わりがあるが、大臣や実務者だけでなく、国王陛下がご出席なさることもあると聞く。

　そんな場に、私が？　私に……出ろと？

「あ、あの、エリクさま？」

「異論は聞かない。貴女の出席は決定事項だ。今決めた」

「はあ？　……はああぁああぁぁっ!?」

　私は近々アレセルへ行って、ワイン片手にスローライフを送る予定なんですが!?


















第４章　賢人会議にて












　我が国は王を冠した王国で、政まつりごとの中心、決定権は国王陛下にある。

　しかしながら広大な領土の数多ある決めごとを、国王が一手に担うのも難しい。だから王制とはいうものの、閣僚や貴族の裁量に委ねられている政策も多い。そして、政策は主に賢人会議にて決定される。

　賢人会議の種類によっては国王陛下もご出席なさるが、私がエリクさまに誘われた――強制的に――会議には、陛下はいらっしゃらないそうだ。だとしても、私にとってはるか雲の上にいらっしゃるような官僚や知識のある方たちが招集されている場である。

　本当に私がそんなものに参加していいの？　もしかしたら彼に騙されている？　この後高価な壺でも買わされるの？

　そもそも、エリクさまは一体なんなの？　ユウェルの会長だそうだけど、継いだばかりでまだまだ若いし貴族ですらない。にもかかわらず賢人会議に参加でき――彼も参加するという――、出席者を選ぶ権利まであるときた。

　当初はエリクさまのお戯れ、リップサービス程度かと思っていたが、舞踏会から一週間後、本当に召集の手紙が届いたのには驚いた。一緒に資料も送られてきたが、あの量と内容は、冗談にしては重すぎる。

　それにしたって、ゆうに十センチを超える量の資料を、期日の三日前に送るというのは遅すぎるのではなかろうか。とりあえず目を通したものの、深く読み込めるはずもなく、準備不足は否めない。

　私は自分に語りかける。

　――ペトラ、気楽にね。何も気負わず、招待されただけの見物客的な気持ちで参加すれば十分よ。エリクさまからの手紙の末尾、「貴女の発言に期待している」の文言も、見なかったことにしてしまうのよ！
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　結局、賢人会議のため私のアレセル行きは数度目の延期となってしまった。

　コルベール家は財政難から使用人を全て解雇した際に、馬車も手放してしまっていた。それ以来十年近く、私たち家族は屋敷のことも全て自分たちでこなしていた。遠出の際には辻馬車キャリッジを依頼していたが、今回の拝趨はいすうに関しては、王家の紋章入りの豪華な馬車がわざわざ迎えにきてくれた。

　乗り心地最高の馬車に揺られ、私は王宮の正門をくぐる。

　舞踏会なら正面を突き抜けた先のダンスホールで催されるが、さすがに国政にまつわる賢人会議ともなれば、場所が違って当たり前。薔薇の垣根を左に曲がり、未踏の区域へと向かう。

　手入れの行き届いた庭を、馬車が淡々と進んでいく。クッション性に富んだ座席と舗装された通路のおかげで、お尻に伝わる振動は軽微。この揺れが大変心地よく、ずっと乗っていたらそのうち眠ってしまいそう。もっとも、これから重要な会議に参加する身としては、この状況で眠れるわけはないけれど。

　数分馬車に揺られているとまた大きな門があり、程なくして建物に続くポーチに着いた。そこで私は降ろされる。

　ポーチには、四十代くらいの壮年の男性が立っていた。ここに来るまでに見かけた兵士とは異なる制服をまとっている。彼は私に深々と頭を下げた。

「ペトラ・コルベールさまですね。お待ちしておりました」

「本日はお招きくださり――」

「それでは、控え室へご案内致します。わたくしについて来てくださいませ。荷物はこちらでお運びいたしますので」

「……はい」

　敵意は感じない。けれど歓迎の気持ちも感じない。

　荷物といってもエリクさまから送られた資料と私が用意した補足資料、それに筆記用具程度しかなかったから、小ぶりなトランク一つで事足りた。私でも難なく運べたが、有無を言わさぬ雰囲気に気圧され素直に手渡した。

　広大な王宮は天井以外石造り。床には大理石、窓にはガラスがはめ込まれ、金細工の壁の模様など王宮と呼ぶにふさわしい贅を尽くした美しさだ。

「コルベールさま、お時間になりましたらお呼びいたしますので、こちらでお待ち下さいませ」

　置き去りにされた控え室には濃緑の絨毯が敷かれていた。カーテンや大型家具も国の色である緑を基調に整えてあったが、金銀の糸や箔などがいたる所に使われているので豪華すぎて落ち着かない。

　やっぱり私がいていい空間ではないな、と苦笑いが漏れる。

　爪の先に火を灯すような生活をしてきた私にとって、この煌びやかな空間は非常に居心地が悪かった。ゴブラン織りの布が張られたソファは五人掛けくらいの大きさで、存在感がえげつない。あまり近寄りたくなかったが、立って待つのも疲れるから、仕方なく隅に小さく丸まって座り、お呼びがかかるのをひたすら待った。

　この部屋は控え室と言うには大きすぎる。窓の外は晴天。敷地が広すぎるため、空を遮る民家や山も一切なく、ただ澄んだ青空が広がっている。

　私はどうしてこんなところにいるんだろう。なんでこんなことになったのだろう。シンデレラならこういう場こそ映えるだろうが、私はまったくその逆だ。

　バッスルの高さは流行からはやや遅れ、色味も地味、いや、装いだけじゃなく私の顔からして地味で、こんな部屋には不相応。

　暇つぶしと心を落ち着かせるために資料を取り出して眺めるも、緊張のあまり目が滑って仕方がない。

　もういっそ帰ってしまおうか……と思った時だった。

　扉がノックされ、「お時間となりました」と年若いメイドが呼びにきた。






　会議室の中央には円卓。楕円形の大きなテーブルを十五人程度が囲んでいた。

　そして、一つだけ空席がある。……私の席だ。

「初めまして、ペトラ・コルベールと申します。本日はこのような場にお招きくださり、どうもありがとうございます。皆様のお力になれるよう、善処したいと存じます」

　誰も何も言わない。礼をしたあと見渡してみたが、誰とも視線が合わなかった。

　……こんなものか。私を仲間に入れてくれなくてもいいから、せめて最低限の気遣いくらいは欲しかった。

　私が女だからか、素人だからか、新参者だからか……私の存在に気付いていないみたいに、視線の一つすらよこさない。エリクさまは何を思って私を呼びつけたのかわからないが、私は完全に場違いだった。

　自分の席についたとき、斜め向かいの席にエリクさまを見つけた。彼も他の参加者と同じように私を確認することもせず、頬杖をつきながら資料に目を落としている。エリクさまが全ての元凶なのだから、私を安心させるために目くらい合わせてくれてもいいのにと、私はひとりモヤモヤした。

「――老朽化により崩落の危険があるケヒヴァーユ城再建等、予算案に組み込んでいたものに加え、先日発生した竜巻の災害援助など、今年度の歳出は予算を大幅に超える見込みです」

　誰も私を待ってくれない。私は事実上存在を否定されたまま、会議は始まった。

「テミアン地方では大雨による果樹の不作で例年通りの税収が見込めないと報告が上がってきています。今年度に限りテミアン領の地方税を下げ、その分国庫から補助金を交付して欲しいとの要望もあります。領主への回答は現在保留しているところですが……」

　確かに、今年の夏は冷夏だった。飢饉に陥るほどではないが、全体的に農作物の生産量が減少している。コルベールの領地でもその傾向があった。

　だから、要望のままテミアンにばかり優遇措置を講じても、他の領主から不平が出てきてしまうだろう。

「生産量の減少は、例年比どのくらいだ？　食糧は足りるのか？」

「国内で完結させようとしなくとも、輸入量を増やせばいい。ヴラ王国では今年は麦が大豊作だったというから、安価で質のいい麦が大量に入手できるだろう」

　大蔵担当大臣の質問に外交担当が答えた。

「ですがそれでは自国産の麦の売れ行きが悪くなります。果たして良策と言えるかどうか」

　食糧担当大臣も加わり、議論は少しずつ白熱していく。ちなみに、机の上に置いてある名札のおかげで初参加の私にも誰が誰なのか把握できた。

「国内の税率を下げれば、平民の生活を守れます。今年度は安価な外国産作物に頼り、来年への鋭気を養わせてはいかがかと」

「これ以上税収入が下がったら、国としての運営が難しくなる。つい数年前にも天災を理由に一時的に下げたのに、また下げるというのか？」

「苦しいのはこちらも一緒だ。平民には大変だろうが、そこをなんとか呑ませるのが地方領主の腕の見せどころだろう」

　意見交換が活発になっても、誰も指摘しないことがあった。いてもたってもいられなくなって、悩んだ末、私はとうとう声を上げる。

「あの……」

　ちょうど外交担当のジーメンスさまが喋り終わったところだったので、誰にも邪魔をされることなく会議室に私の声が響いた。そして、全員がギロリと私を睨む。

「素人質問で申し訳ないのですが……麦の件は関税を上げてしまえばいいのではないですか？　それならば国内の生産物との価格調整ができますし、外国産ばかり売れて国内産が売れ残るということもないのでは？　と思うのですが……」

　しんと静まり返ったあと、笑ったのは白髭を蓄えたジーメンスさま。

「本当に、素人質問ですな。いいですか、コルベール殿？　貴女がおっしゃることも見方によっては一理ありましょう。ですが国交というのは一つのもののやり取りしかしていないわけではないのです。複数の物品を同時に輸出入していますし、関連法だって山のようにあります。そして、ヴラ王国は根気強く私が交渉した結果、近年ようやく国交が増えてきた国なのです。ですから、今ここで関税を上げるなどと言って関係を悪化させてしまうのは、あってはならないことなのですよ！」

　彼は椅子にふんぞり返り、面倒臭そうに言ったあと、私を見下すことを隠そうともせず鼻で笑った。それにつられるようにして、会議室のあちこちで私に対する失笑が起こる。

「まったく、そんなことも知らないでこの場にいらっしゃるとは」

「シンデレラ妃の姉君だかなんだか知らないが、妹のコネを使うのもいい加減にしてほしいものですな」

「しかも、シンデレラ妃とは義理の関係で血の繋がりがないのに、厚かましくも妃に集っていらっしゃるご様子。貴族の養女に迎え入れられたとはいえ、しょせんは平民、卑しいったらない。ご自分が何者なのか理解していらっしゃらないなんて、いっそ哀れに思えますねぇ」

　ジーメンスさまの発言をきっかけに、議論は一時中断となった。その代わりに飛び交うのは、私に対する非難の声。

　他人を堂々と見下すなんて、本当に卑しいのはどっちだと問いただしたくなったが、堪えた。

　私は喧嘩をしに来たのではない。賢人会議に参加するために来たのだ。

　そもそも、男社会に若い女が一人飛び込んだところで、煙たがられることは予測がついていた。

　これは洗礼だ。そして、エリクさまに担ぎ上げられ、無自覚にしても思い上がった私に対する「身の程を知れ」という忠告だ。

「……申し訳ございません、ジーメンスさま。本当に、私は素人ですし不勉強で恥ずかしいくらいで」

「自覚していらっしゃるのでしたら、どうして――」

　だが、その趣味の悪い忠告を、私に受け入れるつもりはない。

「ですが、ヴラ王国は当国からの絹織物に十年以上高い関税をかけ続けているうえ、昨年度から更に上がったと新聞で拝見しました。麦は関税を上げたとしても一時的なものでしょう？　来年度からの乳製品の関税撤廃もヴラ王国に有利なだけで我が国に得はありませんし……ジーメンスさまはかの国に何か弱みでも握られているのですか？」

「よっ……よ、弱みだと！　失礼な――」

　彼の顔が一気に赤くなった。また私に対する下品な罵倒が繰り広げられるかと思いきや、外野から冷静な質問が投げかけられた。

「それでは、どうするのが最良だと貴女はお考えですか？」

　エリクさまだった。ピリピリした空気の中、彼の声はよく通った。

「麦の件は関税を上げたらいいのでは？　外国の横暴な振る舞いを許し続け、いい気分にさせることを『親交を深めた』とは言いません。私は、我が国が国益を損なってまでへりくだる必要はないと考えます」

　静まり返る会議室。

「……だそうですよ、ジーメンス卿？」

　ジーメンスさまが何も言葉を発さないので、エリクさまが発言を促した。

　しかし彼は顔を真っ赤にしたままで、押し黙ってしまった。

　ジーメンスさまは五年前に外交担当大臣に任命されたが、偉そうな態度ばかりであまり経済をわかっていない。過去にどれだけ悪手を打ったか、本人は気づいていないだろうけど。

「ジーメンスさまは自分に厳しく他人に優しい方だと聞いております。ヴラ王国との交渉にどうしても心が痛んでしまうとおっしゃるのならば、クーゲルさまにお任せになってはいかがですか？　彼は折衝が何よりも得意で、アレセル王国の大手酒造を自領に誘致した方だと聞き及んでおります。勘が鋭く先見の明もあり、彼に相談する商会は今も後をたたないとか」

　俯き顔を伏せ、笑いが溢れるのを必死で堪えているエリクさまの姿が、視界の端に入った。肩が小刻みに震えているのでバレバレだ。

　おおかた、軽んじられてもへこたれず、逆に言い返す私のことがおかしくて仕方がないのだろう。

「おっ……女の癖に、生意気なっ！」

　ジーメンスさまがようやく言葉を発したと思ったら、単なる私へのあてこすり。討論にすらなり得ない。

「男の真似事をするよりも、嫁ぎ先の心配でもしたらどうかな。いや、なけなしの色目を使っても、そのご年齢と外見では難しいかな！」

　ジーメンスさまの肩を持つ者が、こぞって私を貶しにかかった。

　こうなったら、もはや私の糾弾会。たとえ私が正論を言っても、女に屈したくないというくだらないプライドのせいで、私の全てを否定しないと気が済まなくなったのだろう。だから私の弱点と思われる部分を、彼らは陰湿に攻撃するのだ。

　私の顔から血の気が引いた。表情なんてあったもんじゃない。

「お嬢さん、出口はあちらですよ」

　静かに席から立ち上がると、ニヤニヤと薄気味悪い笑みを浮かべたジジイどもがからかった。

　私は無言のまま、彼らの指し示す方へと歩を進めた。そして、扉の傍に立つ衛兵の腰にあった剣に手をかけて、躊躇いなく引き抜いた。

　想像以上に剣は重かった。けれどそんなのどうだっていい。胸の前で柄を握って刃を上に向けた状態で、私は彼らを振り返った。私が乱心したとでも思ったのか、みな全身を硬直させて私に釘付けになっていた。

　私は髪を片手でざっくりひとつにまとめ、髪を握る手と頭の間に刀身を滑り込ませた。そして剣を勢いよく引き上げる。

　シャキッという鋭い金属音とともに、腰まであった長い髪が絨毯の上に散らばった。
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　軽くなった頭を振ってその感覚を確かめたあと、私は毅然たる態度で宣言する。

「では皆さま、これからは私のことを男だとお思い下さいませ」

　長く美しい髪は女性の象徴であり、命。平民の最下層である労働者であっても、女性ならみな髪を伸ばしている国だ。それを私は逆手に取った。

　あいにく、売られた喧嘩は買うのが私の性分だ。

　ジーメンスさまは驚きのあまり口をパクパクさせている。その滑稽な様を拝めただけで、溜飲が下がったような気がした。

「勝手にお借りして申し訳ございませんでした」

　私は衛兵に剣を返すと、スタスタ歩いて自分の席に戻った。

「会議を中断させてしまったこと、お詫びいたします。さ、続きを致しましょうか」






　怒りに任せて切ってしまった髪は切り残しもあってざんばらで、さぞ見苦しかったことだろう。けれど私はどうでもよかった。

　もともと、シンデレラみたいな美女が義妹では、どれだけ頑張って化粧をしても私は彼女には敵わない。それでも周囲は比べることをやめないのだから、私がどうにかできる範囲を超えている。

　だったら、開き直ってしまえばいい。元から私と彼女では、踊る舞台が違ったのだ。

　とても清々しい気分だった。頭も澄み渡っていた。

　躁状態、この後もしかしたら我に返り、ひどく後悔するかもしれないという思いもよぎったが、自暴自棄になった私は無敵だった。






　会議は三時間程度で終了した。

　――この資料では提案を通すだけの判断材料にはならないのではないか。

　――先ほどの会計報告は使途不明金があるようだが、どこに消えたのか。

　――貸借対照表の借方貸方の合計が違うのはなぜか。

　――貴殿の提案を認めると、法に抵触する恐れがあるが、どのようにお考えか。

　――その国から輸入を増やすと、貿易赤字が更に深刻になるが、どうするのか。

　侮辱されて頭にきていた私は、エリクさまが止めに入らないのをいいことに、思う存分噛みついた。

　もしかしたら私がいなければ、彼らの提案は大多数が通っていたかもしれない。しかし私は将来の不利益を見逃せるほど、国のことに無関心なわけではなかった。

　私は後悔していない。間違ったことは何一つ言っていないのだから。

　全ての議題の討論を終え、ようやく解散となった時のエリクさまの顔は、頰が引きつっていたような気がする。戯れに呼んだ女が、まさかここまであれこれ出しゃばるとは思っていなかったに違いない。

　形容しがたい彼の表情を見て、私はすぐに目を逸らした。

　結局、エリクさまが私を賢人会議に参加させた理由はわからずじまいだったけれど、無事に――たぶん――役目を終えたのだから、深く考えないでおこう。

「ペトラ！」

　来た時と同じように、無愛想な役人に連れられ廊下を歩いていたところ、後ろから声を掛けられた。

　振り返って頭を軽く下げたところで、サイドの髪が揺れ頰を撫でた。ああそうだった、私は髪を切ってしまったのだったと、そこで数刻ぶりに思い出した。

「エリクさま。本日は貴重な場にご招待下さいまして、どうもありがとうございました。名だたる出席者に囲まれ、大変に楽しい時間でした」

　スカートの裾を摘み、私は軽く頭を下げる。

「すまなかった」

「……はい？」

　私は本心を述べただけなのに、どうしてそこで謝罪の言葉が出るのだろう。

　顔を上げた私に、彼の手が伸びてきた。身構えたが、彼の手は私の顔を素通りし、耳の後ろの髪に触れた。

　今朝は腰まであった髪も、今では肩にすら届かない。掬ってもあっけなくこぼれていく。

「髪……こんな、男みたいな髪になってしまって……。パフォーマンスにしてもやりすぎだ」

　エリクさまは罪悪感に満ちた表情をしていた。しかし私はちっとも後悔していないので、苦しそうな顔をされては私の方が困ってしまう。

「世の殿方の方が今の私よりよっぽどましな髪型をしていらっしゃいますね」

　私は軽口をたたいてみたが、彼は笑い飛ばそうとはせず、私の意図とは正反対にますます気まずそうに顔を歪めた。

「どちらにしろ、これは私が頭に血を上らせてやったことです。エリクさまが気になさることではございません。……まあ、元はと言えばあなたが私を賢人会議に引っ張り出したのが発端ですけれど？」

「はは、申し開きのしようもないな……」

　彼は力なく笑い、アッシュブロンドの綺麗な髪をぐしゃぐしゃと乱暴に掻いた。

「ペトラ、とにかく、今のままでは貴女を帰せない。俺が責任を持って整えさせるから、俺の屋敷に寄って行ってはくれないか」

「エリクさまのお屋敷に……？」

　考えもしなかった申し出に、私はキョトンとしてしまった。

「他意はないよ。ただ、女性の貴女にこれ以上の辱めを与えてはならないと考えているだけだ。ここから近いし、時間もそう取らせない」

「いえ、髪くらいなんとでもなりますから。また伸びますし、私の髪型に目を向ける人もそうそういないでしょうし」

　エリクさまが私を招待しなければ、あんな会議に出席することはなかったし、髪だって長いままだった。しかし、最終的にどうするかを決めたのは、他の誰でもない、私だ。だから私がこうなったのも、すべて私の責任なのだ。

　ところが、私と彼のそれぞれの主張は、どこまでいっても平行線を辿る。

「自分を卑下しないで欲しい。……頼むから。これは俺が発端だ、俺のせいだ。その責任を取らせて欲しい」

　このままお互い引き下がらなければ、そのうち日が暮れてしまう。髪の件はどうでもよかったが、それで彼の気がおさまるならと、私は彼の提案通り、屋敷にお邪魔することにした。






　王宮を出て、馬車で揺られているうちに、少しずつ興奮が冷めてきた。本来ならば挨拶を交わすことすら一生に一度あるかないかわからないような国の重役の方々に、私はなんて無礼な真似をしでかしてしまったのだ……と、後悔する気持ちが胸の中で膨らんできた。

　権力などなにもない、たかが子爵家の次女――跡取りですらない――の身分で賢人会議に参加するなど、厚顔無恥もいいところ。しかも高官相手にズケズケ言いたい放題で。

　私は明日も無事に生きていられるのだろうか。もしかしたら、今すぐにでもアレセルへ向かわなければ、恥をかかされた報復にと暗殺されてしまうかもしれない。……いや、向かう途中に事故に見せかけ殺されることだってあり得るだろう。それに加えてこんななりでも女だし、性犯罪に巻き込まれるかもしれない……。

　カーテンの隙間から窓の外に目をやりながらも、風景を楽しむ余裕などなかった。

　そして、私の顔色が悪いことを、向かいに座るエリクさまに目ざとく気づかれた。

「先ほどの大立ち回りについて、今更後悔しているのか？」

「お、大立ち回りと言われるほど、派手なことは――」

　していない、と言い切ることはできなかった。確かにあれは派手だったと思うし、少なくとも地味ではなかった。口ごもったまま青くなっている私を見て、エリクさまは吹き出した。

「俺は楽しかったよ。やはり貴女を呼んで正解だった。……それとも何か？　貴女は自分が間違っていたと、今になって訂正したいのか？」

「いいえ！」

　グッと拳を握って、私はきっぱり否定した。

　実際は脂汗をかいていたけど、背筋を伸ばして澄ました顔で彼に面と向かって言う。

「間違ったことは申しておりません。政治の世界に関わりがなく、ただ新聞や書物を読むことが好きなだけの娘に、現役の政治家がコテンパンにされる事自体、おかしいのです」

　そう、私は悪くない。私の発言に対し、彼らには幾らでも反論することができたはず。

　それを省き、私が女だのなんだのと言いがかりをつけてこき下ろそうとするなんて、品位に欠けると言うほかない。

「いい返答だ。それでこそペトラだ」

「……ただ、あなたのお顔を潰したのではないかと少し心配しています」

「気にするな、問題ない。貴女の働きぶりは素晴らしかったよ」

　エリクさまは満足そうに不敵な笑みを浮かべつつ、窓の外を向いてしまった。私もこれ以上話を広げる必要は感じなかったので、あとは黙って馬車に揺られた。

　エリクさまのお屋敷は、王宮からほど近い場所に建っていた。王都の中でももっとも古くから栄えている一等地で、築何百年も経った歴史ある建物がずらりと並んでいる通りだ。

　白レンガと黒い柱の規則的な模様、色とりどりのウィンドウボックス。とてもお洒落でセンスがよく、全てにおいて手入れが行き届き、否定できるところが見当たらない外観だ。

「おかえりなさいませ、エリクさま」

　馬車を降りると、すでに執事と思われる男性が玄関前に待機していた。

「ああ、ただいま。先に馬を走らせたから連絡があったかと思うが、こちらの女性がペトラ・コルベール嬢だ。伝えたとおり、頼む」

「承知いたしました。……ではコルベールさま、こちらへ」

「エリクさまは？」

　屋敷に入ると私を置いて階段を上り始めたエリクさま。慌てて階下から声をかけた。

「俺は貴女の用事が終わるまで自室で待っている」

「そう……」

　私がここへやって来たのは、雑に切り落とした髪を整えてもらうため。時間がかかるだろうし、終わったらまた見に来るのだろうなと思ったので、私はそれ以上彼を引きとめなかった。

　案内された部屋はゲストルームなのか、ベッドにテーブルにソファにと、家具一式が揃えてあった。ドレッサーの脇には、シンプルな細身のドレスを身にまとった女性が一人控えており、彼女に勧められるがまま私は椅子に腰を下ろした。鏡越しに「失礼します」と声がかかり、大きなケープが体を覆った。

　彼女の腰にはハサミとクシがベルトで固定してあった。おそらく美髪師なのだろう。我が家は使用人すら雇っていなかったくらいだし、髪の長さを整えたいときは姉にやってもらっていた。だから美髪師に髪を任せるなど、子どもの頃以来である。

　改めて、鏡に映る自分を見たが、その姿は想像以上に奇矯ききょうだった。左右で長さが違うのに加え、切り損ねた髪もチラホラ。

　エリクさまが私をしつこく屋敷に呼んだ理由も、自分の姿を確認した今ならわかる。こんな女を連れて帰らざるを得なかった彼に、無性に謝りたくなった。

「初めまして、コルベールさま。美髪師の私が責任を持って、あなたさまのお髪ぐしを整えさせていただきます。その知的で美しいお顔にふさわしいスタイルにいたしますね」

「ほどほどで結構よ。あなたの腕がいくらよくても、私は美人じゃないから。そんなに気負わないで」

　知的で美しい、というのがお世辞だということはすぐにわかった。でも、「顔に心の醜さが出ている」と陰口を叩かれたことすらある私としては、お世辞だとしても流せなかったのだ。

　しかし彼女は目をひん剥き、必死の形相で私に詰め寄る。

「何をおっしゃいますか！　コルベールさまはお美しいですし、己を愛することから美は生まれます！　もっとご自分に自信を持って『私は世界一美しい』と、ご自分に語りかけてくださいまし！」

「は、はい……」

　場を収めるためにひとまず「はい」とは言ったものの、シンデレラみたいな絶世の美女を妹に持ってしまったら、自分が美人だなどとはおこがましくて口に出すのも気が引ける。

　身の丈に合った生き方をするのが私なりのやり方だ。本来ならエリクさまと出会うことなく、賢人会議に参加することもなく、穏やかに生きて穏やかに死んでいく予定だった。

　今日あたりが人生のピークかな、などと思いながら、私は美髪師に身を任せた。
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　一時間ののちには、私の奇抜なヘアスタイルも人混みに紛れる程度に落ち着いた。

　ケープや道具を片付けて、床に散らばった髪をはき集めながら彼女が言う。

「最も短い部分に長さを揃えましたが、ヘアピンを駆使すればこのようにまとめ髪風に見せることができます。何もしなければ肩よりも上の長さということがわかってしまいますが、少しの手間でほぼ元どおりです。付け毛も使えばもっと自由自在でございます」

　これまで深く考えず、後ろの髪と一緒にまとめてばかりだった前髪も、短くなったことでキツい印象が少し和らいだように思える。

　後頭部の低い位置でヘアピンによってまとめられた髪は、わざと後れ毛を出したりしてゆるさと色気を巧みに取り入れたら、びっくりするほど垢抜けて見えた。まさに美髪師のテクニックを感じる仕上がりだ。

「ありがとう。これなら街をまた歩けるわ。むしろ長かった頃よりよくなったかも」

　清潔感があればお洒落なんてほどほどでいいのよ、くらいに思っていた私でさえ、この出来栄えには気分が上がる。初恋でもしたかのように頰を赤らめ声を弾ませていると、扉をノックする音が聞こえた。

　入ってきたのはエリクさま。終わった頃合いを見計らってやってきたのだろう。

　一時間前とは見違えるほどまともになった私の姿に、彼はおや、と目を丸くした。

「エリクさま、あなたの優秀な美髪師に見栄えよくしていただきました。お心遣い感謝いたします」

　立ち上がって礼をしながら、私は彼にもお礼を伝えた。

　彼は腰に手を当てて、満足そうに頷いている。

「これくらいしか俺にはしてあげられないが……貴女が満足してくれたならよかった」

　エリクさまが美髪師に目配せすると、彼女は一礼し退室していった。そして彼は改まって、再度私に謝罪をする。

「今日あの場に招いたのは、貴女の優秀さを諸侯たちに知らしめたかったからだ。不快な思いをさせるつもりはなかったんだが……申し訳ない」

「いいえ、全然。むしろ、私なんかを連れてきたエリクさまが後で彼らに逆恨みされないか、そっちの方が心配です」

　エリクさまがいくら資産家だといっても、権力者に睨まれたらどんな目に遭うかわからない。

　しかし、彼は自信ありげに首を振る。

「問題ない。貴女が指摘しなければ、かわりに俺が言っていた。もっとも、貴女の指摘で初めて気づけた問題点もあったが」

　役に立てたならよかった。彼に迷惑がかからないのなら、それもよかった。

「男性は世界の全てを支配しているつもりかもしれませんが、結局、子を産むのは女性です。女性が子を産まなければ、そこで血は途絶えましょう。どちらが上か下かなどないのに、それにも気づかず性別で他人を蔑むなど、本当に男は――って、エリクさまも男性でしたね」

　当てつけを含む私の言葉に返せるものがないようで、エリクさまは頰を掻く。

「ペトラ、貴女は強いな」

　変な褒め言葉。そう思ったら笑えてしまった。

　ふふ、と笑い、私は窓の外の夕焼けを見る。

「……エリクさま、そろそろ私、帰ります」

　ふと現実に戻った。

　時間はすでに夕方。今から急いで帰っても、家に着く頃には真っ暗だ。

　エリクさまが名残惜しそうな表情をしている気がしたが、きっと私の気のせいだ。

「母が待っておりますし……」

　聞かれてもいないのに、帰る理由をわざわざ挙げてしまうのは、どういう思いからなのだろうか。しかし、こちらが喋っている途中で、エリクさまは私に背を向け扉の方へ歩き出した。

　私のために開けてくれるのかと思いきや、手のひらで扉を押してパタンと躊躇なく閉めてしまった。そして平然と私の方に向き直る。

「エリクさま？　私はそこから出たいのですが……」

　まるで彼が私を帰すまいとしているようだった。

　でも、その理由が見当たらない。なんだか自分が酷く自惚れている気がして、馬鹿みたいだと頰が歪む。

「貴女を屋敷に招く時、『髪を整えるだけだ』と言ったが……すまない、あれは嘘だ」

「……は？」

　彼の言葉に私は固まる。

「そうでも言わなければ、貴女はここに寄らずに帰ってしまっただろう？　他に方法がなくどうしようもなかったから、卑怯にも俺は嘘をついた。本当のところ、貴女を帰す気は元よりない」

「……え、ええと？」

　どういうこと？　もしかして私、殺される？

　やっぱり、賢人会議での私のふるまいは、彼が見ても重罪だった？

　エリクさまは部屋の扉を閉めた後、ご丁寧に鍵までかけた。そして再び私に近づき、身構える私の手を取り跪く。恭しく私を見上げるその目には、からかいの色は見えなかった。

「ペトラ・コルベール嬢。貴女に対するこれまでの非礼なふるまいを、全て心からお詫びする。貴女は誰より美しい。俺には貴女しかいない。だから、俺と結婚して欲しい」

　――何が起こったかわからなかった。

　今……えっと……？　なんか……け、けっこん？　して欲しい、とか聞こえたような気が……？

「……聞き間違い？」

「俺はずっと、貴女のような女性を求めていたんだ」

　私のような？　……どういう趣味？

「貴女のことは最初こそ、美しい義妹に醜く嫉妬する愚かな女性だと誤解していたが、会話するたび俺の方が愚かだったことを思い知らされた」

「みにくく、しっとする、おろかな……」

　侮辱の言葉が三種類も出てくるとは、なんという第一印象の悪さだ。そして、地面にめり込む低評価を下していた相手に一転、求婚してしまうとはどんな心理状態なのだろうか。

　エリクさまはまだ立ち上がらない。私に頭を下げ、片膝をつき、私を口説き落とそうとしている。

「会議で貴女が自分の髪を切り落とした時の度胸、豪胆ぶり。俺にはもう、貴女しかないと悟った。あの一瞬で貴女が欲しくて堪らなくなった」

「こここっ困ります、急に言われても」

　そもそも、私の度胸に惚れたと言われても、あまり嬉しくない……。

「貴女のその知性と行動力があれば、一人でだって生きていけるだろう。だが、今、貴女を手放したら、俺は一生後悔する」

「あの……せめてこの場は保留として、一旦持ち帰らせて――」

「いいや、駄目だ。今決めてくれ。俺を受け入れるか、延々と説得を聞き続けるか」

「なぜ断るという選択肢がないのですか……」

　もちろん、左手は彼に握られたまま。にっちもさっちも行かなくなって、もはや私は涙目である。

　私はシンデレラの義姉。シンデレラの幸せな結婚を見届けたら、異国の地に行く。「意地悪な」という枕詞を付けられなくても済むように、誰も私を知らない土地で、そこそこゆるく働きつつ、のんびり平和に暮らしたい。――なんて、夢を見ていたのに。

　このまま言いくるめられたら、どんな未来が私を待っているというの？

　エリクさまは私の手を取ったまま立ち上がり、私が離れていかないように腰を抱いて拘束する。

「ではペトラ、プロポーズの言い方を貴女好みに変えようか。……今すぐ私を愛してくれなくてもいいから、商会運営を手伝ってくれ。貴女の頭脳が必要だ」

「うぐっ……」

　前世の私は様々な企業のコンサルタントとしてバリバリ働いていた。今世の私はシンデレラの意地悪な義姉という役どころで、最初からハンディを背負っていた。だから仕事に夢は持たず、せめて静かに暮らしたい……と考えていたのに、ここにきてまた、仕事に打ち込める可能性があるとしたら、どうする？

　何かの答えを求めるように、私は無意識にエリクさまを窺った。彼はしめしめ、と顔をニヤつかせながら、私におかわりの餌を撒く。

「報酬は貴女が欲しがるだけ差し出すし、女は引っ込んでいろなどとは言わない。俺との結婚を決めてくれたら、貴女を我が商会の相談役として雇おう」

　揺らぐ。グラッグラに、揺らぐ。

　こんなに好待遇のスカウトなんて、普通なら絶対あり得ない。それと引き換えに我が身を差し出せと言われても、年齢的にも売れ残った身の私だ、大して惜しくない気がしてしまう。

　エリクさまは平民とはいえ資産家の息子。彼と結婚したならば、仕事もお金も結婚相手も、一度に手に入るのだ。

　現金にも、断ることが勿体無くて、私は尻込みしてしまった。だからといって喜んでお請けしましょうと彼の求めに応じるのも、僅かなプライドが邪魔をする。

　エリクさまの指が、私の顎にかかった。体を密着させ、見つめ合い、二人の距離がさらに縮んでいく。

　まるで漫画みたいなシチュエーションだが、逃げる決心がつかない。

「どう？　俺が魅力的に見えてきた？」

「ず……ずるい」

　断れなかった。そして彼も、私が断れないことを知ったうえで攻めているのだ。

「契約成立、かな？」

　勝ち誇ったエリクさまと、試合に勝って勝負に負けた私。この場合、試合がなにで勝負がなんなのか、若干曖昧だけれども。

　悔しいけどこの結婚、私には引き受けざるを得ない。明確な返答を避けたのは、私のささやかな反抗である。

　エリクさまもそれをわかって、具体的な言葉は求めなかった。かわりに顔をゆっくり近づけ、一方の私は目を閉じる。

　唇に押し付けられる柔らかな感触。好きとか、好きじゃないとか。感情が伴わない触れ合いだからか、こんなに近くに誰かの気配を感じることは大きな緊張を伴った。

　――キスの時って息は止めておくんだった？

　――唇はこちらから開くもの？　初めての時は開かなくてもいいのかしら？

　――手は？　足は？

　――キスって何秒耐えればいいの？

　この際白状してしまうと、今世はおろか前世でもこういう経験は皆無だった。昔から私は喪女だった。本来なら、干物女のシンデレラを矯正しようと考えるなどおこがましい立場だったのかもしれない。

　唇と唇が離れた時にはすでに、私は疲労困憊だった。結局唇を開く必要はなく、手も足もピンと伸ばしたままで問題なく終わった。

　顔が熱い。恥ずかしすぎる。混乱のあまり、穴があったら入りたいけどいずれはエリクさまのアレが私の穴に入るんだろうな、とくだらない下ネタを思いついて自分に幻滅したりした。

「ああああの、エリクさま、ちなみにこの契約の解除は――」

「不可だ」

　私が言い終わるより早く、彼にピシャリと言い切られた。

　ですよね～と力なく笑ったとたん、視界がグルンと回転した。彼に抱きかかえられ、乱暴にベッドに下ろされ――フカフカだったので痛くはなかった――、のし掛かられ。

　まさか？　これはまさか……展開が早すぎない？

　エリクさまの顔が私を熱っぽく見下ろしていた。額が当たって、彼の緑の瞳がすぐそこにまで迫っていた。

「……ペトラ」

　愛しそうに私なんかの名前を呼びながら、その指が私の頰を撫でた。

　身体中の毛という毛が総毛立つ。恐ろしいのでも不快なのでも、もちろん寒いのでもない。まだ私の知らない感情。

「あ……あの、エリクさま？」

「エリクでいい。俺も貴女をペトラと呼ぶ。……愛を込めて」

　当事者の私の感情は、置いてけぼりを食らっていた。エリクさまはもうすでに、炎のように燃えている。

　髪に手櫛を入れた拍子に、後頭部へ流してあった髪が一房落ちたのが見えた。その手は次にタイとシャツのボタンにかかり、間も無く彼の喉が露わになった。

　長い睫毛がゆっくり上下し、気だるげなのに熱いため息をひとつ。……とんでもない色気だ。

「あ、あの、エリクさまっ、ちょっと待って……ちょっ――」

「契約は成立したんだ、私としてはいち早く履行してしまいたい」

「ぅん……っ!?」

　人生で二度目のキスは、大人の階段を五段飛ばしで登るくらいの衝撃だった。喋りかけだったのをいいことに、油断していた唇の隙間に彼の舌が割り入ってきた。ヌルっとした感触に、思わず背筋がぶるりと震える。

　舌を逃がそうと口を開くと、これ幸いにと舌が暴れる。ならば追い出してはどうかと自分の舌で押してみるが、勘違いした彼の舌が絡みついてきた。

　違うそうじゃない、と言いたいが、重機で自分の墓を掘っているのではないかと疑問に思えてくるほどの空回り。太ももを閉じれば両脚の間にある彼の足を拘束する形になるし、押し返そうと彼の胴に手を当てても、力が入らずただ彼の胸を弄まさぐっているみたいになる。酸欠なのかなんなのか、次第に頭がぼうっとして、抵抗もまったく形を成さない。

「ペトラ」

　彼は彼で、私の名を軽率に呼ぶ。

「繰り返すが、俺のことはエリクと呼んでくれ。敬称はいらない」

　いいな？　と念押しされ、条件反射で頷いてしまう。

「あの、もう、わかったから……少し休憩を――」

「いいや、貴女はまだわかっていない」

　肩で息をしながら一時休戦を訴え……ようとしたものの、エリクさまには聞く気がないらしい。

「俺がどれだけ貴女を愛しているか、しっかりその身に叩き込もう」

　……ところで、どうして私、こんなに熱烈に求められているのかしら？


















第５章　初めての共同作業












　私は美人ではないし、世間では意地悪な女として噂されている地味女。トドメとばかりに年齢は二十二、結婚適齢期も後半戦に突入した年頃――つまりやや嫁いき遅れ――だ。

　貴族の養女ではあるものの、実家は細く結婚相手としては大したメリットのない私を、エリクさまは欲しいと言う。

　キスを何度も重ねながら、エリクさまは私の服をどんどん取り払っていった。リボンが解かれホックが外され、ドレスもバッスルもコルセットも、その下のものも何もかも、あれよあれよと脱がされ私はすでに素っ裸だった。

　対して、エリクさま……エリクは、まだトラウザーズを穿いたまま。

　正直なところ、将来的に結婚の予定はなかったし、自分が純潔であることにそこまでの価値も感じない。だから万一エリクにやり捨てられたとしても、そんなに落ち込まない気がした。そういうわけで、私はひとまず流れに身を任せることにした。

　カッとなって切り落とした髪を、エリクが整えてやると言った。すぐに帰す、それだけだ、というのは方便。私を自分のテリトリーに引き込むための嘘だったということは、さっき発覚したとおり。

　この屋敷の人はみな、私がこうなることをエリクから知らされていたのだろうか。なかなか帰らないお客の私と主人のエリク、乱れたベッド、意味深な距離感。後で弁解する事態にはならないことを祈るばかりだ。

　……いや、事後のことよりも私にはまず考えるべきことがあった。そう、今この瞬間、私が直面するはめになった初体験のことである。

「ペトラ、キスは初めてか？」

　胸をふわふわと撫でられながら、息継ぎの合間にエリクが尋ねる。触れ合う肌の温もりも、こんな距離を誰かに許すのも、初めてのことで頭がちっとも追いつかない。

「……経験があれば、もっと上手くできているわよ」

　エリクのキスに応えようと彼の真似をしてみるも、歯と歯が当たって「うっ」と呻くこと数回。エリクは私の首筋に顔を埋めて、笑いに肩を震わせている。

「それもそうだな」

　彼の頭とは反対側に顔を逸らすと、どうしても首が無防備になる。エリクはその隙を見逃さず、ここぞとばかりに甘噛みする。

　何も知らない私とは対照的に、エリクはとても手慣れている。服を脱がすのも素早いし、全てにおいて無駄がない。齢二十九の青年は、さぞかし経験豊富なのだろう。

　私が金策に奔走している間に彼は、めくるめく夜を美姫たちと過ごしてきたに違いない。と思うと同時に、どうして私みたいな美貌も技巧も面白みの欠片もない女を選ぶの？　と不思議で不思議でしょうがない。

　裸に剥かれてベッドの上で横たわっているだけで、彼を悦ばせる術もアイデアも、私は何ひとつ持っていなかった。ただ、エリクが与える初めての行為を、この身で必死に受け止めるだけ。エリクをがっかりさせるのが目に見えていた――むしろ現在進行形――ので、経験に乏しいことを白状しながら、私はとても惨めになった。

「申し訳ありません」

　口をついて出た謝罪に、エリクの動作がピタリと止まった。

「ペトラ？　なぜ謝る？」

　彼は顔を上げキョトンと私を見下ろしている。大人で、私よりも年上の彼だが、すれていなくて純真だ。

「……私はあなたに相応しくない。大した家の出じゃないし、魅力もないし、あなたが悦ぶ技術も知らない」

「馬鹿言うな」

「ふあっ？」

　さっきまで繊細な手つきで私の胸に触れていたのに、突然ぎゅっと力が入った。重力のままに胸骨の上に広がっていた乳房の肉が、エリクの両手に掴まれて再び二つの丘となる。先端を親指で弄びながら、彼は私の胸元にたくさんのキスを降らせていった。

「あっ、エリク、私は――」

「性的な遊戯を期待しているだけだったなら、結婚を口に出したりしない。俺は貴女の全てが欲しいんだ。だから今、こうしている」

　彼の髪が、顔にかかってくすぐったい。歯の浮くようなセリフを平然と言ってのけるうえ、それがまた似合う容姿の持ち主のエリク。見た目も振る舞いも完璧な彼のすぐ近くにいることが恥ずかしくて、どうしていいかわからない。

「貴女の義妹のシンデレラは、確かに美しい。しかし、だからといって貴女の美しさを否定する理由にはならない。ペトラだって顔立ちは整っているし、知性的な太い眉も、深い色の瞳も、すっと通った形のいい鼻も、俺は気に入っているんだが？　……ついでに、服を脱がせて初めて気づいたが、この豊かな胸も、細い腰も」

　こんなにべた褒めされるなど、まったく予想していなかった。油断していたせいで、顔が一気に燃えあがる。

「そっ、そんな適当なこと……っ！　私が地味なのは自分でも十分わかってるし、ドレスも全っ然似合わない。シンデレラという強烈な比較対象がいてもいなくても、私は――」

「貴女は化粧を知らないだけだ。貴女は化粧映えする容貌を持っている。それに」

　エリクが私の脚をまたぎ、ベッドの上に膝立ちになった。うっすらと割れた腹、張りのある胸筋、ゴツゴツとした鎖骨。そして、冷たさすら感じるほどの端正な顔で、私にじっと眼差しを向ける。

「こんなにも蠱惑的な体をしておいて、どの口で魅力がないなんて言うんだ？」

　ゴクリ、と生唾を飲み込む音が聞こえそうなほど、彼の喉仏が動いた。

　おもむろに右手を私にかざし、中指で私の正中をなぞる。肌に触れるか触れないか。産毛が揺れ、背中のゾクゾクが止まらない。

「その貞淑で質素なドレスの下にこんな体を隠していたなんて……ペトラ、これはもはや、詐欺だ」

　すごく。

　すごく、彼に求められている気がした。

　唐突だった。求められると同時に、私も求めたくなった。

　体の奥が熱くなる。じんわりと、これまでずっと忘れられていた場所に、誰かが火を灯したのだ。

　その「誰か」とは、きっとエリク。

「そろそろ解説は終わりにしても？」

「……んっ？」

「ペトラの『初めて』を、全身全霊で余すところなく味わいたい」

　私が処女で「初めて」だということは、直接エリクに伝えてはいない。でも、キスに慣れていない時点で早々にばれていたのだろう。

　その事実を改めてハッキリ言われると、耳まで赤くなってしまう。

　こんな歳になってまで未経験だということを、エリクは好意的に受け止めてくれた。つまらないものですが……と申し訳なく思うのに、彼はそれをまるでご馳走のように形容する。持ち上げられ、愛いつくしまれて、心がどんどん蕩けていく。

　彼を拒む気持ちはなかった。むしろ、諸手を挙げて受け止めたいくらい。

　エリクのキスに見よう見まねで応えながら、手のひら全体で彼の体の感触を味わった。腕の筋肉、胸、首、耳。髪の毛は意外に柔らかくて、まるで猫を撫でているみたい。

　時折、思い出したように目を開けると、決まってエリクと目が合った。炎を宿した情熱的な瞳。初対面の時には冷たい印象を受けたのに、今の彼はその真逆だ。

「唇もとても柔らかい。……俺の好みだ」

　私を甘やかすエリクの笑顔に、私の胸が射抜かれる。

　――待って。これはずるい。……どうしよう。

　男らしさの中に見え隠れするのは、子どものままの無垢な心。その天真爛漫さでもって、私を愛そうとしてくれる。

　――理性が保たないかもしれない。私が誰か、彼が誰か。どういう地位にあり、どういう責任を負っているか。……すべて吹っ飛んでしまいそう。

　指の先までしびれるくらいエリクに心酔していると、キスが私の唇を離れ、徐々に体を這っていった。

　首筋、乳房、脇、二の腕、そして左手。

「君のここに、近いうちに指輪を贈ろう」

　私から見えるように手を取ると、エリクは薬指にキスを落とした。彼の長い睫毛が伏せられて、ちゅっと軽やかな音が立つ。

　最初から私が彼に恋をしていたと錯覚してしまいそうなくらい、彼の甘い表情に胸がキュンキュン共鳴している。

　……違うのに。私は別に、エリクのことは――

「あ、……あっ！　そ、そこはっ」

「落ち着け、ペトラ落ち着け」

　エリクに身も心も預けきっていたところ、突然の下腹部の刺激に私は我に返る。陰部に伸ばされた彼の手を、私はとっさに静止した。

　エリクは困ったように、でも、子どもの相手をするように、とても優しく微笑んだ。

「ペトラ、……ここは慣らす必要がある。できるだけ痛い思いをさせたくないんだ」

　確かに、初めては痛いのだと聞くし、エリクの思いも理解できる。

　この土壇場で「やっぱり無理だ」とは言えない。ぎこちなく頷いてから、私は彼の手を解放した。

「……っあ！」

　再び私を襲う感覚。皮膚の表面を触られているが、内臓を直接触られているような、えも言われぬ感覚だった。

　熱い。割れ目をなぞられ、そこが湿っていることを知る。まるで私の体が彼の指を呼ぶように、私から溢れる液体が潤滑油となり彼の指を求めている。

　自分がひどく淫乱になった気がした。恥ずかしくて、彼の顔を見ていられなかった。両手で口を塞ぎ、体をくねらせシーツに顔を押し付けた。

　秘部は湿っているどころじゃなかった。乾くことなく、触られれば触られるほどトロリと蜜が溢れていって、お尻を伝って垂れていく。

「ペトラ、声を聞かせて」

「……やっ」

　口を押さえる私の手を、大きな手がつかまえる。

「気持ちいいなら、身を任せればいい」

　耳元で囁く彼の声。脳幹に響き、全身に甘い痺れが伝っていく。毒なのか薬なのか判断する力すら失っていた私は、それもそうか、と素直に彼に同意した。

「あ、う、……エリクっ」

　つぷ、と指が沈んでいく。圧迫を少し感じるが、痛くはない。気持ちよくもない。……まだ。でも、切羽詰まった謎の欲求が、腹の底に溜まっていく。

「エリク、ちょっと……こわい」

「大丈夫」

　私の緊張をほぐそうと、強張る眉間にキスが落ちる。

「ほら、一本入った」

　たぶん、彼の指はベトベトだろう。汚してしまって申し訳なく思ったが、エリクが指を動かし始めたせいで、謝罪の言葉はどこかに飛んだ。

　未知の体験への恐怖と、少しずつ成長していく何かの芽。

　これがもっと成長したら、私はどうなってしまうのか。でも、準備如何に関わらず、その時は刻一刻と近づいている。

「ん……ぅあ……」

　嬌声にも満たない声。もしかしたら単なる音なのかもしれない。

　ゆっくり引き抜かれ、ゆっくり差し込まれ、いつしか指の数が増え、圧迫感も増してきた。

「――エリク」

　つい、彼の名前を呟いてしまった。

　何かが私を追い詰める。助けて欲しかった。

　荒い息を繰り返しながら、縋るように彼を見た。

　近づく顔。彼に救いを求めるように舌と舌を絡ませて、私は必死で貪った。この燃え広がる謎の感覚を、どうやったら鎮火できる？　と彼に答えを乞うように。

「ん……エリク……っわたし、どうしよ……よく、わからな……っ」

　彼の手を強く握る。太ももと太ももをこすり合わせる。舌を伸ばし、唇を甘噛みし、いっそ涙すら流したいくらいだ。

「ペトラ」

　体から指が引き抜かれ、エリクのベルトのバックルがカチャリと鳴った。ゴソゴソとトラウザーズの前を寛がせ、エリクがその時の準備を始めたことを悟る。

「いいか、力を抜くんだ」

「でもっ」

「いいから」

　両脚の付け根を持ち、私の脚をひっくり返ったカエルみたいに開かせると、ドロドロの膣口に大きな塊を充てがった。先端が触れただけでわかる、それは指よりも太く大きなものだということが。

　少し進んでは戻り、また進んでは引き返す。耳たぶを食み、首筋に舌を這わせ、鎖骨を甘噛みして私の意識を逸らしながら、エリクはとうとう自身を私の中に埋めた。

　圧迫感が段違いだった。きゅ、と力を入れてみると、その塊の硬さに驚く。熱くて、太くて、……これが人体の一部ということに私は驚きを隠せない。

「……痛みは？」

「思ったほどでは――エリクさま？」

　固く瞑っていた目を開く。すると、私よりも私を見下ろす彼のほうが苦しそうに顔を歪ませていた。

「大丈夫？」

　つい不安になって尋ねた。彼は苦笑しながら答える。

「いいや、全然大丈夫じゃない」

「エリクさ――」

「これで貴女は俺のものだ。幸せすぎて、大丈夫じゃない」

　閉口。心配して損した。

「エリクさま、そんなこ……ぅあっ!?」

　グ、と根元まで押し込まれた。くちゅりとはしたない音が立ち、圧迫による鈍い刺激に私の体が予期せず震えた。体が仰け反ったのを幸いと、エリクが喉仏に食らいつく。

「違うだろうペトラ。エリク、だろう？　敬称は不要だと言ったはず」

　軽口を叩きつつ、彼は抽送を開始した。最初は慎重に、そして、私が痛がらないのを見て、次第にスピードを上げていった。

「ごめんなさ……あ、あ、あ……だめ、エリク、それ、駄目っ」

　体の中全体が彼にかき回されているみたい。前後どころか左右も不覚。

　圧迫、衝撃、音に匂い。もっと強く揺さぶって、襞を擦って欲しいのに、彼を体内に留めておきたい束縛欲も我慢できない。

　たぶんこれは……快感。こんなに激しい情慾を自分が持っていたことに、自分が一番驚いている。けれどもう、彼に点火された今となっては、水をかけたって鎮火できる気配はない。

　エリクの首にしがみ付いて、この波を全身で甘受する。次第に彼の息遣いがどんどん荒くなっていって、お互いの身体中から汗が吹き出し、いろんなものが混ざっていった。

「……我慢できない」

「エリク？　なにを――」

　突然彼はさっきまで激しく振っていた腰をピタリと止めてしまった。やめないで、という言葉は、喉まで出かかった。でも、自分がひどく欲深い人間に思えて、なんとしてでも言いたくなかった。……が、言いたい。

「どうし、あ、ああっ!?」

　前触れもなく上体を起こし、結合部分を見下ろすエリク。何をしようとしているのか、私がつかめない間に、彼は秘所に自身の指を滑り込ませた。

「えっ？　まっ待って！　だめ、それ、あっ！　ほん、とう、にっ……えリクっ！」

　繋がったまま親指の腹で、エリクは私の膣口の先をおもむろに刺激し始めた。グリグリと強く押しながら、私がどれだけ逃げようとしても絶対に解放してくれない。

　ついさっきまで手で弄られていたせいで、まだ熱が燻ったままだった。また触れられたらたちまち再燃してしまうくらい、とてもとても熱かった。

「やだ、やめて、えり……く、う、…………っ!!」

　身体中に力が入った。筋肉が収縮し、何も考えられなくなった。何も見えない、何も聞こえない、何も喋れない……

　そして、水面から顔を出してプハッと息をするように、私は呼吸を思い出す。

　肩で荒く息をしながら、ふくらはぎを伝っていく汗の感触をなんとはなしに感じていた。意識がぱっとせずぼんやりとして、体を覆う倦怠感。ヌルヌルなままの膣周辺が、盛んにジンジン脈打っている。さっきまでエリクを掴んでいた腕も、ダラリと緩慢に垂れた。

　ほんの数分の出来事だ。あまりの変化に理解が追いつかず、私はそのまま宙を見ていた。

「達したな？」

「……え」

　声のする方に私は顔を傾ける。

「もしかして、何が起こったかわからなかった？」

「え、と……」

　達した、って、今のがそういうこと？　あれがその感覚……？

　全て彼のなすがまま、導かれるがままだった。何もかもが未知すぎて、なかなか確信が持てない。

「エリク、今のが……んやっ!?　あっ、待ってっ！」

　理解が追いつかないままの私の言葉もそこそこに、エリクは抽送を再開した。

　一度上り詰めたからか、私の秘部は先ほどよりも敏感になってしまっている。声にも抑えが効かなくて、私は慌てて口を押さえた。

「隠そうとするな。貴女の声が聞きたい。……世界で一番やらしい声だ」

　そんなクサい台詞を言って、エリクは私の手を奪った。認めたくないが、エリクならどんなにキザな台詞でもぴったり似合ってしまいそうだ。

　そして、こんなことを思ってしまうのも、彼と親しくなったせいか。

「もう『待った』は効かない。ペトラを最後まで食べる」

「さ、最後……っでも、まだ昼間だし、そのっ」

　まだ昼間だし、ここは客間だし、避妊の問題もあるし……とにかく、私たちは話し合いが不十分。

　そう訴えたかったけれど、こみ上げてくる嬉しさを必死に耐えているような、ヒクつきかけた彼の表情が目に入ったところで、引き返すための分岐点などとっくに過ぎていたことを悟った。

「俺にやめる気はないからな。貴女の退路もついでに絶とう」

「退たい……あっ、あ、え、エリクっ！」

　組み敷かれ、太ももをがっちり抱えられ、肉欲の水槽に私を泳がし餌を存分に与えられたら、逃げ道なんて見つからない。第一、逃走の時間も残されていない。

　抽送が一気に激しくなった。肉のぶつかる音の合間に、泡立った愛液の音がグチュグチュと卑猥に耳に入る。

　彼の先端が、何度も私の奥に当たる。痛みに顔が歪んでしまうが、エリクには配慮する余裕がないらしい。

「んんっ、う、……く、……エリ――」

　痛みによる呻き声か、快楽による喘ぎ声か。

　ギリギリまで己を引き、反動をつけて奥まで押し込む。何度か繰り返したところで、私に続いてエリクも絶頂に達した。

　私の中で彼がドクドクと脈打っているのがわかる。

　避妊は一切していない。もしかしたら、この一度の行為で子どもが宿ってしまうかもしれない。

「責任は取る。……むしろ、取りたくてこうした。既成事実が欲しかった」

　エリクは私を組み敷き繋がったままの体勢で、覆いかぶさり体重を預け、大きく息を吐いた。それから、己の心情を語り始めた。

「既成事実があれば、貴女は逃げられないだろう？　子どもが道具じゃないのも知っているが、できたらできたで嬉しいし、大切に育てると約束する。……どうかな、これで退路は断てただろうか？」

　乱れた髪をかき上げながら、自信たっぷりにエリクは言う。

　しかし私は冷静だった。冷めていた、と言えるかもしれない。

　たかが一度のセックスで、私はエリクに全てを預ける気にはなれない。貴族の結婚で重要視される処女性は、そもそも誰とも結婚しなければ関係ないことだし、万一妊娠したとしても、一人で育てればいいだけだ。

　といっても、現実的にはそろそろ月のものが来るころだから、受精の可能性は低いのだけれど。

「一度体を重ねたくらいじゃ、あまり意味が――」

　そしてそこまで言ったところで、私は失言に気づいた。もちろん、気づいた時には手遅れだった。

　エリクの顔が一瞬固まったのち、目が妖しく光り、口角が不均衡に釣り上がった。

「……そうだな、一回程度では足りなかったな。何度も何度も、俺がいないと生きていけないくらい、貴女の体に叩き込んでおかないとな」

「ごっごめんなさい、そういう意味じゃないんだけど！　もう今日は、……っうぁ?!」

　繋がったままの箇所を通し、エリクの異変に私は気づいた。吐精して落ち着きを取り戻しつつあったそれが、再び膨張し始めたのだ。

　腰をぐぐっと押し付けられると、私も再び疼きだす。

「さっきまで処女だったのに……その淫乱っぷりは嫌いじゃないぞ」

「ちが……っ！　私は、そんなこと――」

　夕方とはいえ日暮れにはまだ時間がある。窓から差し込む日光、じっとりと湿った体、こめかみを伝う汗。

「ペトラ、絶対に逃がさないからな」

　濃厚なキスを交わしたあと、うわごとのように彼が囁く。耳にぞわぞわと響く声。

　もしも私が逃げようとしたらどうする？　なんて、冗談を言える状況ではなかった。少なくとも今は、逃げたいとは思わないけど。
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　や……やってしまった。

　最後までとことん。そう、とことん。

　初体験だったのに、前戯から本番、挙句二回戦に突入という、それはそれは濃厚な時間を、付き合ってもいない殿方と。

　エリクのことは嫌いではない。しかし、好きな部類ではあるけれど、愛しているかと聞かれたら、それはまた違う気がする。

　彼の屋敷に連れて来られた時は、まだまだ明るい時間だった。それが、日が暮れ、とっぷりと夜が更けても私たちは睦み合い爛れ合い、こと切れるように眠りについて気が付いたら爽やかな朝と来たもんだ。

　……いや、「爽やか」部分は訂正しよう。汗やら何やら色んな汁が出たし、太ももをこすり合せると、未だにヌルヌルしている始末。早く体を清めたい。

　目の先には、青空の覗く窓が見える。夜のうちに闇に乗じて逃げることもできなかったし、私の胴に絡みつくエリクのたくましい腕のせいで、少しでも動けば彼を起こすことになりかねなくて……そうして、今回私は初めて無断外泊をしてしまった。家族にはなんと言って誤魔化せばいいのか――。

「どうしたペトラ、脱走する算段でも立てているのか？」

　ギクリとした。背後から、すぐ耳の後ろから、気だるいエリクの声が聞こえた。

　ベッドに横たわっている私の背中には、彼の胸がくっついている。たぶん、私が肩を揺らした振動も、エリクにはしっかり伝わっているだろう。

　髪を切り、覆うものがなくなったせいで、うなじに直接吐息がかかった。昨夜の続きではないけれど、あの熱が一気に蘇ってくるようだ。

「おはよう、ペトラ」

　ペトラペトラ、呼びすぎだ。猫が主人に甘えるみたいに、私の肩の稜線に何度もキスが落とされる。

「お、おはようございますエリクさま。あの、私――んきゃっ!?」

　エリクの腕に力が入り、シーツからひっぺがされるみたいに私は仰向けに転がされた。すかさず彼にのしかかられて、眠たそうなエリクの顔が私の顔に影を作った。

「違うだろう？　エリク、と。敬語も不要。昨日はあんなに上手にできていたのに、また一から教え込んで欲しいのか？」

　――昨日。

　太陽から降り注がれる清らかな朝の日差しを浴びた今、昨日の自分の乱れ具合を思い返すことはしたくなかった。

　カエルがひっくり返ったポーズで、恥ずかしげもなく喘ぎまくり、彼をぞんぶんに求めてしまった。

　今の私は賢者タイム、理性の塊みたいなものだ。だから余計に昨日のことを黒歴史に感じてしまう――黒ではなく桃色かもしれないけれど――。

　エリクはエリクで、恥ずかしさから顔を真っ赤に染める私を楽しそうに見下ろしている。

「あ、あの……離してくださいませんか」

「嫌だと言ったらどうする？」

「こっ困ります……きっと今頃母と姉も心配しているわ」

「そう言われても、貴女にやり逃げされたくないから、捕まえておきたいのだが」

「やり……っ!?」

　冗談だと思いたかったが、エリクは至って真面目なようで、眉ひとつ動かさず真剣な顔つきを保っていた。むしろ私の方が、図星とばかりに取り乱している有様だ。

「エリクさ……エリク。私は逃げるつもりなんてない。でも、まだ現実味が湧かなくて……。だから、いきなり結婚じゃなくても、まずはお友達から始めてもいいんじゃないかって思うのけど」

「それはできない相談だな」

　私の頰にキスを落とし、エリクは朗らかに笑った。

「貴女を欲しがる男はこの先、山のように現れる。もしかすると隠れているだけで、すでにわんさかいるかもしれない。オオカミの集団に己の獲物を放つなど、愚か者のすることだ」

「そんなわけないでしょ……」

　彼の目に私がどう映っているのか、不思議で不思議でたまらない。そのうち彼の目が覚めて、ポイッと捨てられる未来が見えるが、この憂慮を彼に打ち明けたとしても、理解が得られるかどうか……。

「シンデレラは華やかだから注目を集めがちだが、貴女も目立たないだけで十分以上に美しい。ペトラは本当に、自分の価値を侮っているよ。……まあ、そのおかげで貴女を手に入れられたんだが」

　唇の先端が優しく触れた。この唇が昨晩は私の体の至るところを……と考えると、恥ずかしさに今にも頓死してしまいそうだ。

　行為そのものも恥ずかしいのに、それだけじゃなくこうして好意をぶつけてさらに持ち上げてくれるところがまた、くすぐったくてとても辛い。

「ま、また調子のいいことを」

　軽口で凌ごうとしたところ、エリクに「ははーん」と何かを感づかれた。

「ペトラのことをまた少し、理解できた気がする。貴女は自分に女としての魅力がないと思っている。だが、その一方で自分を一途に想ってくれる相手を求めている。……その証拠に、俺に褒められて少女みたいに頰を染めている」

　悔しいけど、反論の言葉が見当たらない。何か言おうと口を開くものの、「う」とか「ぐ」みたいな音しか出てこず、エリクにクスッと笑われた。

「ペトラは綺麗だよ。脱いだらもっとすごい。虜にならない男はいない」

「……そ、そんなことより、早く帰らないと。母たちが心配しているかもしれない」

　照れ隠しに、私は話を逸らすことを思いついた。しかしエリクは涼しい顔で私の肌に触れるのをやめない。

「問題ない。貴女のご実家には、昨日のうちに貴女の所在を知らせてある。ついでに、結婚のことも」

「うん……うんん!?」

　気づくのが遅過ぎたが、この男、かなりのやり手だ。外堀から埋めていくタイプ……！

　商会運営に私が必要、って嘘だ、絶対エリクだけで何の問題もなく回せるはず。

「ずっとここに居たらいい」

「無理よ、とにかく今日は帰らないと」

「返したくない」

「だだだダメよ」

「何が駄目なんだ？」

「そ、それは、色々……っ！」

「逃げられるかもしれないのに、俺に貴女を帰せると思うか？」

「にっ逃げないから！　絶対っ！」

　エリクにがんじがらめにされながら、私は手足をばたつかせた。どうしてこうも独占欲が強いのだろうか。愛情深いと取ることもできるが、子どもみたいだとも思う。

「ペトラ、そこまで帰りたいと言うのなら――」

　この押し問答はいつまで続くのかと半ば絶望にも似た気持ちでいたところ、エリクの拘束が緩んだ。体を起こし彼はベッドに腰掛けて、サイドテーブルの引き出しから一枚の紙とインクとペンを取り出した。

　私も体を起こし確認する。結婚誓約書、と紙には表題が付いていた。ちなみに、夫の欄には既にエリクの署名がある。

　そして彼は私にペンを差し出した。

「妻の欄に貴女の名を入れてくれ。俺から逃げないということを、この誓約書で誓って欲しい。さすれば、貴女の願い通り貴女の身柄を解放しよう」

「……本気？」

「本気だ。馬車を出して送ろう」

　ここで断る言葉も術も、私は持っていなかった。

　正直、結婚に対する覚悟というものが一切できていなかったので、ペンを持つ手は震えていた。でも、退路はない。

　署名の出来は相当に酷かった。でも、ミミズが這ったような汚い私のサインを、エリクは愛おしそうに眺めていた。その後勧められるがままに湯浴みをし着替えをし、ヘトヘトになってようやく私は帰路に着いた。






　エリクとのことは、まるで白昼夢でも見ていたような気がしている。だが、足と腰を襲うこの強烈な倦怠感が、昨日から今日にかけての一連の出来事を「夢じゃない」と私に告げているのである。

「ただいま戻りまし――誰？」

　エリクの屋敷よりも小さく、手入れもそこそこ程度の屋敷。だが、母が再婚してからもう十年以上暮らしてきたので、落ち着く愛しの我が家だった。

　エントランスホールを抜け、紅茶でも淹れて落ち着こうと私はまっすぐキッチンへ向かった。話し声がかすかに漏れていたので、姉と母がいるのだろうと思い、スカーフを首元から引き抜きつつ扉を開けた、のだけれども。

　そこに居たのは長身の、ヒョロッとした男性だった。

「やあ、朝帰りのお嬢さん」

　タレ目で顔の輪郭もまろやか、中性的な見た目だが、体の線に丸みはなく、声は思ったより低い。シルバーブロンドの髪は、神々しいくらい綺麗。

　――天使？　神の遣い？　幽霊？

　こんな知り合いがいたら忘れようがないだろうが、全く見覚えのない人物。

　――他人？　不審者？　……強盗？

「あなた、誰？　なにしにウチに――」

　得体の知れない人物の登場に私が身を固くしていると、パントリーに続く扉が開き、呑気な姉が姿を現した。

「ねぇトビ、やっぱり今コショウを切らしているみたい……あらペトラ、お帰りなさい」

　昼に近い時間だというのに、姉はまだネグリジェ姿だった。ごく薄い布は単なる飾りかそれ以下で、肌の色すら丸わかり。そして、そんな姿を恥ずかしげもなく晒すことができる相手ということで、私は瞬時に二人の関係を察した。

　未婚の娘がはしたない……と非難したかったものの、朝帰りをした身で偉そうに言える言葉ではない。

「お姉さま、この人は一体……誰？」

「トビよ。私の恋人で、シンデレラに魔法をかけた魔法使いなの。私たち、結婚を前提にここで同棲することにしたのよ。お母さまの許可は得てるし、ペトラも近々嫁ぐのだから構わないでしょう？」

「待って……情報量が多すぎる」

　頭を押さえてよろけつつ、私は椅子に腰掛ける。

　順を追って聞いてみるとつまり、彼はトビ・ファロという名の魔法使いで、老婆の姿に化け――対象を警戒させないため――、シンデレラを素敵な姫に変身させた張本人なのだという。

　あの舞踏会の日、姉は魔法使い宛てに手紙を一通したためていた。「シンデレラ本人は舞踏会に全く気乗りしていないが、彼女を美しい姫へと変身させてやってくれ。なんとか気持ちを盛り上げさせて、舞踏会へ送り出して欲しい」という内容である。

　その字があまりにも達筆だったうえ、なぜ自分が来ることを知っていたのか不思議に思ったトビが、後日改めて訪ねてきたのだという。そして姉と話すうちに意気投合、交際し現在に至る……という話だそうだ。

　姉に恋人ができた話は聞いていたが、相手が魔法使いだったというのは初耳。驚かないわけにはいかない。

　領地管理における手続きや担当者への引き継ぎなどは、私から姉にすべて申し送ってある。だから誰と結婚したって姉がしっかりしてさえいれば、問題なくやっていけるはず。しかし、まさか魔法使いとは。

　胡散臭いことこの上ないが、姉が決めて母が了承しているのなら、私は応援するしかない。質問攻めにして返り討ちに遭う――エリクのことで――ことを避けるため、深く追求しなかったとも言えるけど、とにかく、万事うまくいくことを、私は人知れず天に祈った。
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　シンデレラの義姉ペトラ・コルベールが、賢人会議に出席したと聞いた時は驚いた。

　あの女は、シンデレラをこき使い、いじめ抜いた性悪女だ。今もそうだ、シンデレラは嫁いだ身となってもなお、宮中の舞踏会や何もない日も話し相手として、あの女を招待することを強いられている。

　これまでよくも虐げてくれたなと、義姉のことなど見下し突き放せばいいものを、優しいシンデレラは今も慈悲深く気にかけている。もしかしたら、あの女に何か弱みでも握られているのかもしれない。

　そして今度は賢人会議？　クソ女は舞踏会で男漁りをするだけでは飽き足らず、国も牛耳ろうとしているのか？

　――ペトラ・コルベール。

　世が世なら、斬首の刑に処されても文句は言えないはずである。

　……いいだろう、僕がお前の罪を暴き、断罪してやろうじゃないか。その首洗って待っていろ、愚かな女め！


















第６章　波乱の幕開け、感謝祭












　私はシンデレラの義姉。意地悪だ意地悪だと影日向問わず囁かれ、そのうち本当に性格がねじ曲がってしまうんじゃないかと悩んだこともあったくらいだ。

「でも、シンデレラをいじめ抜いた極悪女と評判のペトラ嬢が結婚ねえ」

「や、やめてよ。まだ正式に決まったわけじゃないんだし。しかもお姉さまだって『意地悪な義姉』の役柄でしょうに。にもかかわらず、魔法使いと婚約しちゃってるじゃないの。魔法使いなんてチートすぎるわ、そっちの方が驚きよ」

　髪にピンを挿しながら隣の部屋の姉に言うと、再び壁越しに姉の言葉が返ってくる。

「魔法使いだからこそ、よ。トビはその本質を見抜く力でもって、私の性根の清らかさに気づけたのよ」

「ハイハイ、ご馳走様です」

　朝帰りをしてから今日で十日目。エリクからの熱烈な手紙に私はひたすら沈黙を保ち、訪問してくる彼の遣いには毎回居留守を決め込んでいた。

　逃げません、と強く訴えておきながら、往生際の悪いことに私はエリクから逃げていたのである。

　当然ながらコルベールの屋敷の場所も知られているし、結婚誓約書を交わしてしまった手前、逃げるといっても限りがある。外国に飛ぶこともできただろうが、そんなことをしでかして万一見つかった場合、何が待ち構えているか恐ろし過ぎて背筋が凍る。

　一人になって落ち着いて考えれば、あるいは、姉や母に相談すれば、エリクとの今後の関係について納得のいく答えが導き出せるかと思った。ところが、十日経った今日でさえ、落とし所がわからない。

　コルベール家は貴族とはいえ狭い領地をなんとか回している程度。借金は最近ようやく完済し、資産はスズメの涙ほど。第二王子妃殿下の生家ではあるものの、その義姉たちの評判は「シンデレラをいじめた意地悪な義姉」とすこぶる悪い。

　エリクは私にプロポーズした際、相談役として商会運営に手を貸して欲しいとも言っていた。しかし、たとえ私にいくら商才があろうとも、この悪評は経営上よくないのではなかろうか。彼が私にベタ惚れ――自惚れでなければいいのだけれど――という奇跡も、未来永劫続くなんて思えない。

「ねえペトラ、いい加減支度は終わった？」

　今度は壁越しではなく、開け放っていた扉から姉がひょっこり顔を出した。

「はーい、今終わったところ！」

　今日は感謝祭の日だ。エリクにはいい加減何らかの反応を返さねばならないが、向き合う勇気の出ない私は今日も逃げることにする。

「お母さまは先に行ったわ。ご友人と回られるそうよ」

　感謝祭はその名の通り、その年の収穫を神に感謝するお祭りだ。毎年、領地ごとにそれぞれの領主の裁量でささやかな祭りが行われたあと、国が定めた日に限り、各地域の収穫物を王都に持ち寄り盛大な感謝祭が催される。

　今年は不作の年だったが、各地から集められた収穫物は例年通りの見栄えとなった。

　王都での感謝祭にはゲストとして毎年王子殿下がご出席なさるが、ディリータ王太子殿下は数年前から留学中。彼のご不在に代わってディディエ王子殿下がご出席なさるのが、ここ近年の慣例だ。今年はシンデレラが彼の妃となったので、第二王子殿下夫妻での初めてのご出席となる。

　そして私と姉は、可愛い義妹の姿を見るためこうして参加しているのだ。

　感謝祭の時だけは、貴族も平民も関係なく、みな農民の格好をして入り乱れて喜びに踊る。だから私たちもブラウスと胴衣ボディスを着用し、ふくらはぎ丈のスカートにエプロンを重ねたディアンドルスタイルに身を包む。

　本来ならばディアンドルにコルセットとシュミーズは不要なのだというけれど、普段身につけているものを外したままで人前に出るのは、私にはどうも心もとない。どうせ下着だ、誰かに見られる訳でもないから、私はいつもと同じようにそれらを着用しておいた。

　ブラウスの襟ぐりが深いので、胸元がナイトドレスかそれ以上に露出してしまっているが、こういう衣装だから仕方ない。それに、感謝祭に集まる女性はみな似たり寄ったりの衣装だから、私ばかりが気にしていても仕方ない。

　私の衣装は深緑色、姉の衣装は濃紺色。

　花の刺繍が施されたエプロンのリボンを調節しながら、姉が私に問いかける。

「ペトラもエリクさまを誘えばよかったのに」

「……彼も忙しいから」

　たぶんね、と心の中で付け加える。エリクとは連絡を取っていないのだから、正確なところはわからない。

　姉が何か言おうとしたが、それよりも先に姉の婚約者トビが口を挟んできた。

「ダメだよアレクサンドラ。ペトラは今マリッジブルーになっているんだから、そっとしておいてあげなくちゃ」

　私と姉と、その婚約者。

　二人が正式に結婚すれば、私の義理の兄になる。すでに同居を開始しており、殺風景だった屋敷が彼――の魔法――によって少しずつ華やかに改造されつつある。

　壁紙が変わるとか食器が新しくなるとか、その程度ならまだわかる。でも、朝起きたら階段の場所が変わっていたり、地下室が設けられたりしているのは、いくらなんでも度肝を抜かれた。しかも、姉も母も彼の魔法を褒めるばかりで咎めない。

　ついていけないのは私だけ。……そう、エリクのこともトビのことも、私はいつも置き去りだ。






　感謝祭の会場へ続く市場は、たくさんの人と物でごった返していた。カボチャなどの野菜から穀物、肉、魚、果実そして花まで、数々の商品が並べられ、次から次に売れていく。

　また、この期間にしか食べられない感謝祭の名物料理も出回るので、設けられた飲食スペースも午前中の早い時間から既に満席状態だった。

　昼間からエール片手に笑いあっている人を見て、姉はウズウズしてきたみたいだ。

「せっかくの感謝祭よ、私たちも一杯やらない？　ディディエ殿下とシンデレラがお出ましになるまで、あと一時間はあるはずだし」

「いいね！　さすがアレクサンドラ、なんて素晴らしい提案なんだ！」

　私を放置し姉とトビがすでにその気になっている。

「ほら、ペトラも我慢しないの！」

「別に私は我慢なんか……ちょっと、お姉さま待って！」

　空席を探し、姉とトビはテーブルの間をずんずん進む。これだけの人混みではぐれたら、おそらく再会は困難だ。私は彼らを見失わぬよう追いかけるが、必死すぎてすれ違う人にぶつかった。

「失礼いたし――」

「痛ってえな、ふざけんな！　気をつけろクソ女が！」

　厳つい髭面の男は、唾を飛ばしながら私を怒鳴りつけた。

　私の方が体も小さく、よろけるくらい衝撃を受けたのに。

　そもそも、通路自体が狭いので、通るのならばお互い注意する必要があったはず。私はぶつからないように避けた。でも、この男が私の方に体を寄せてきたからこそ、こうして痛い目に遭っているのに……？

　言い返そうかやめておこうか、私は迷っていた。相手は大きな体格で、しかも何やら荒れている。顔がほのかに赤いから、すでに酔っているのかもしれない。

「ほっときなさいよ、虫の居所が悪いのよ。勿体ないわよね、こんなに素敵な日なのに」

　気づけば、ずいぶん先を歩いていたはずの姉が、私の横についていてくれた。はぐれたらいけないと、彼女も心配してくれたのだろう。

　逡巡している間に男は去り、反論するタイミングを逸してしまっていたのもあって、姉のアドバイスどおり私は気持ちを切り替えることにした。

　幸いにも、飲食スペースの奥の方にちょうど空席を見つけた。私たちはそこへ座り、頼んだエールのグラスを片手に、したり顔を突き合わせる。

「――では、改めまして。私とトビの愛、シンデレラ妃とディディエ殿下の愛、そしてペトラとエリクさまの愛が、永遠であることを願って！　カンパーイっ！」

　およそ貴族としての振る舞いではないが、今は農民の装いで無礼講の場にいるし、前世は単なる一般人だった私と姉にしてみれば、飲み会のノリと言えばこれで正しい。

　炭酸の気泡が喉に当たり、シュワシュワと爽快感を得る。香りはバナナみたいに甘く、苦味をほとんど感じない。普段はワインを飲むことが多いが、エールはエールで大好きだ。

　秋晴れの、カラッとした過ごしやすい日。活気づいた人々の笑顔に、美味しいエールとおつまみのヴルスト。なんていい日なんだ……と心の中で詩を詠もうとしていたところ、私は現実に戻された。

　さっき私にぶつかってきた短気な大男が、私に背を向けすぐ近くに座っていることに気づいたのだ。

　ようやく座れた席なのにとたんに居心地が悪くなり、楽しい気分が消えてしまった。しかも、存在ばかりかその男のひとりごとまで、聞きたくないのに私の耳が勝手に拾う。

「……ンデレラを…………してやる――」

　心臓がドクンと大きく跳ねた。その男の口から、シンデレラの名が出てきたような気がしたからだ。

　聞きたくない、なんていうのは撤回する。男は何かを繰り返し呟いていたので、私はさらに耳をすませた。

「シンデレラをこの手で……裂き殺してやる。そうしたら、あの……だ。ざまあ……金なんか……女は暴力で……」

　今度は確実に聞こえた。シンデレラを殺してやると、この男は言っていた。

「ペトラ？　どうしたの？　顔色が悪いわ」

「お、お姉さま……」

　私がこの男を制止するにはどう考えても力が足りないし、かといって放置しておくわけにもいかない。

「ちょっと後で、耳に入れたいお話が……」






　姉もトビも私の様子に異変を感じ、エールは一杯でやめにして私たちは席を立った。

　男と距離をとってから、先ほど耳にしたことを、私は二人に打ち明けた。聞き間違いだと笑われたらどうしようかと不安だったが、彼らは決して茶化さなかった。

「憲兵に告げ口しましょう。現時点であの男が何かしたわけでもないから、いきなり拘束はしてくれないかもしれないけれど……でも、シンデレラの安全のためには伝えておいた方がいいわ」

　あの男が逃げないように遠くから監視する係と憲兵を呼ぶ係に分かれ、私たちはやってきた憲兵に警戒するよう要請した。幸いにもあの男の身なりが汚くいかにも怪しかったからか、憲兵は快く了承し、彼らに任せて私たちは広場へと向かった。もう間もなく、ディディエ殿下たちが姿を現す時刻だったからだ。

　新婚ホヤホヤの第二王子夫妻を見ようとたくさんの観衆が集まっていたが、私たちも負けていられない、と最前列を陣取った。出遅れたせいでステージの真横みたいな端の位置になってしまったが、最前列には変わらない。ここでなら、誰にも邪魔されず義妹を見守ることができる。

　そして、金管楽器の音が響き、舞台袖からディディエ殿下とシンデレラが現れた。

　シンデレラは、ゴールドを基調として橙、黒、赤などが散りばめられた艶やかなドレスを纏っていた。胸元と腰のあたりにかけて大きなコサージュがいくつもあしらわれ、感謝祭の賑わいを表しているようだ。ちなみにこちらのドレス、私の見立てなのだけれど、想像通りよく似合っている。

　用意された椅子に腰掛け、優雅な微笑みを浮かべているシンデレラは、観客席の端にいる私たちに気づき、小さく手を振ってくれた。

　壇上の中心には、ディディエ殿下が立っている。湧き上がる歓声に応えるように、爽やかな笑顔で観客の前に出る。

「今日のよき日を、こうして皆様と迎えることができ、とても光栄に思います。また、今年は収穫量も――」

　殿下のスピーチが始まったが、ほどなくして私は驚愕する。

　私がいるところとは反対側の端、舞台にかかった階段のすぐ側に、先ほど見かけた不審な男が控えているのを見つけたのだ。

　――どういうこと？　さっき憲兵に気をつけるように言ったのに……？

　男がジャケットの内側に手を伸ばすと、銀色の何かがキラリと光った。短剣だ。胸元に忍ばせていたのだ。

　男の目は迷いなくシンデレラを捉えている。

「うそ、うそ、うそ……」

　悪い予想が頭を駆け巡る。

　――やめて、お願い。

　私の懇願は男に届くはずもなく、舞台袖の憲兵も、姉も、トビも、気づいている様子はない。

　男が一歩、前に出た。

　ここから先は、考えるより体が先に動いていた。

「危ないっ、シンデレラ……っ！」

　向かってくる男と、義妹。暴漢を屈服させる方法なんて私が知っているはずないし、説得を試みようにもこの一瞬では不可能だ。

　だとしたらせめて、彼女の美しい肌が傷付かぬよう、私が身代わりになるしかない。

　深く考える余裕はなかった。シンデレラを守らなければと、私は必死だった。

　無我夢中で壇上に上り、大切な義姉に手を伸ばす。そして体に走る衝撃。何かと強くぶつかって、弾き飛ばされて、それでも、シンデレラをかばいながら私は床に倒れこんだ。

　グラグラと世界が揺れ……脳震盪でも起こしたように頭がはっきりしないけれど、おそらく時間にしてほんの数秒。気づけば、男は憲兵に拘束され、私が抱きしめていたはずのシンデレラは、ディディエ殿下に抱き起こされていた。

「シンデレラ！　怪我はない!?」

　殿下をなかば突き飛ばすように、私はシンデレラに近づく。彼女の頬に、体に触れ、傷がないか確認する。

「痛いところは？　シンデレ――」

「ペ、ペトラお義姉様……きゃああーっ！」

　安否確認をしていたところ、シンデレラが目を白黒させ甲高い悲鳴を上げた。彼女の視線は私の二の腕にあり、真っ青な顔で叫んでいる。

「おっおおおお義姉さまっ！　ううう腕が……誰かっ、誰かお医者さまを……早くっ！」

　私は彼女の視線の先、自分の腕を見た。すると、ブラウスの袖がぱっくりと切れ、さらに皮膚にも刃が及び、血がポタポタとしたたっていた。

　私自身、気づいたときにはギョッとしたが、私以上にシンデレラの動揺が激しい。

「……平気よ、それよりあなたに怪我がないか――」

「お義姉さま、お義姉さま死んじゃイヤよっ！」

「この位じゃ死なないわ。それよりシンデレラ、怪我はないのね？」

「え、ええ……ありません、どこも痛くない」

「そう……よかった――」

　シンデレラは無事。切り傷擦り傷、打撲もない。

　その言葉を聞き、安堵した私は気が抜けて、壇上で失神してしまった。
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　柔らかくて、さらさらな……シーツ。

　かすかにカモミールの香りが漂い、ひどくリラックスした気持ち。

　現実と夢の境界線がだんだんはっきりしていくにつれ、直前の記憶と場面が変わっていることに気づいた。

　重い瞼を押し上げると、ぼんやりと周囲が見えてくる。

　私はベッドの上にいた。薄いレースのカーテン――天蓋――の向こうに、ソファやテーブル、柱時計などが見えた。ここがどこかはわからない。でも、さっきまで広場にいて、シンデレラを庇って傷を負い、昏倒してしまった状況から推測するに、近隣の民家か、王宮の一室か……。インテリアのグレードから考えると、後者かもしれない。

　暴漢の切っ先が触れた箇所には、真っ白な包帯が巻いてあった。かすり傷みたいなものだ、傷は一筋で浅かった――おそらく――、きっとすぐに治るはず。

　手当てのため、私はここへ運ばれたのだろう。王宮には来客用の部屋がいくつも余っているから、その一室を私に貸すなどどうということもないはずだ。

　さっきの男、憲兵たちが数人がかりで押さえつけていたけれど、大人しく捕まったのだろうか。事前に通報したのにあんな結果になってしまって、せっかくの感謝祭が台無しにされた気分だが、何が理由でシンデレラを狙ったのだろうか。

　――弱小貴族でコネもなかったシンデレラが、第二王子の妃になったから？　妃の座を欲していた者の逆恨み？

　――でも、ディディエ殿下は第二王子であって、彼の妃に国を牛耳るような真似はできない。それに、第二王子がダメなら第一王子を狙うことだってできるはず。

　では、なぜ？

　はっきりしない頭でそこまで考えたところで、ベッドのスプリングがかすかに揺れたのを感じた。そして、そこでようやく自分の背後に誰かいることに気づいた。

　弾かれたように飛び起きて、私はその人物を確認する――

「久しぶりだな、ペトラ」

「…………え？　あ、えっと……エ、エリク？」

　添い寝みたいに私の隣に横になり、腕枕をしながら不敵な笑みを浮かべている。

　エリクは穏やかに微笑んでいたものの、その目はちっとも笑っていなかった。私に言いたいことが山のようにありそうだし、ついでに、私にも心当たりが山のようにある……。

「俺との約束を忘れたとは言わせないぞ。こちらも多忙だったゆえ、貴女を迎えに行くことが難しかったというのもあるが……それにしたって、ペトラ？　十日間も音信不通とは、一体どういうことなんだろうか？」

　エリクからは手紙が何通も届いていた。内容は、私の引っ越しの日程がどうとか……。

　考えれば考えるほどどうしていいかわからなくなるので、サラッと目を通しただけで放置していた。ついでに、彼の遣いが来た時は、出かけているフリをした。

「あの……エリク、本当にごめんなさ――」

「しかも、何をやっているのかと思えば、他人を庇って傷を負って？」

　エリクが手を伸ばし私の二の腕を撫でた。正確には、撫でる仕草をした。浅いとはいえ傷を負って包帯が巻かれていることを気遣い、触れずにいてくれたのだろう。

「手当てしてくださったの？」

「ああ。俺の屋敷に運ばせて、医師に診せた。……馬鹿な真似をしたな」

「……エリクのお屋敷？」

「そうだ。ちなみに、俺の自室だ」

　エリクの、自室……。

　改めて、私はベッドの上に座った。

　エリクはいつも、この部屋で寝起きしているのか。そこに今、私はいるのか――

　そう思ったら、途端に恥ずかしくなった。いつも清潔感があって、シワひとつないフロックコートを羽織り、少しの油断も見せない彼の、私生活。

　パンドラの箱をのぞいているような、罪悪感とスリルと不思議な高揚感。

「ペトラ、聞いているのか？」

「は、はい、……ごめんなさい」

「簡単に謝られただけではとてもじゃないが許せない。貴女が負傷したとの報せを受けた時の俺の気持ち、考えては貰えないかな」

　エリクの機嫌は治りそうもない。糾弾会が始まる予感をビシバシと感じる。

　だが、身から出た錆。甘んじるしか術はない。……まあ、私というよりシンデレラを狙ったあの悪漢が悪いのだけど。

　エリクも上半身を起こし、私に向き合うように座った。

　そして、彼の手が伸ばされた。殴られでもするのかと目を固く瞑って身構えたが、そんなことはなかった。

　彼の指が顎にかかり、私は唐突にキスを受けた。鼻の突起に邪魔されぬよう、顔を少し傾けて、食はむような優しいキスだった。

　傷の影響はないはずなのに、指先がじん、と痺れだす。

　キスが終わり唇は離れたが、エリクは額をくっつけたままなかなか離れようとしない。

「……心臓が止まるかと思った」

　彼の声が耳から入り、背筋に沿って身体中に響き渡った。首筋にぞわぞわと何かが走り、胸がきつく締め付けられた。

「ペトラ」

　名を呼ばれた。たったそれだけ。

　なのに、体が言うことを聞かなくなった。得体の知れない脳内物質が分泌を開始したらしく、心臓の鼓動が速くなって腹の奥に火が灯る。

「ようやく貴女を見つけたのに、奪われてしまうのかと……」

　額は離れたが、私の肩に頭を預け、エリクがハァと息を吐く。私の胸にそれがかかり、炎が延焼していくように、じわりじわりと身体が熱を帯び始める。

「あっあの――」

　異常事態だった。

　動作不良、千錯万綜せんさくばんそう、乱離骨灰らりこっぱい。心どころか体すらここにあらずな感覚で、とにかく状態を打破するため、私は彼に声をかけた。

　ふっと肩が軽くなった。エリクが私から離れたのだ。

　急激に冷めていく熱。それをなぜか名残惜しいと感じる私。

　エリクが私を見つめた。心なしか潤んでいて、ただでさえ鋭い視線がいつもにも増して鋭く感じ、そして、……炎が宿っていた。

「しかも、なんだこの服は？　なんて服を着ているんだ」

「だ、だって感謝祭だから、伝統的な農民の衣装を――」

「どうしてこんなに胸元が開いているんだ？　誰に見せるつもりだった？」

「……え？」

　エリクの言葉がいつになく攻撃的だ。

「貴女の魅力は俺だけが知っていればいいことだ。それなのに、こんな肌を晒す服を着て……。男が寄って来たらどうするんだ」

「待ってエリク、そんなつもりは……！　それに、私はシンデレラの『意地悪な義姉』よ？　そんな性悪女を望む男がいると思う？」

「ここにいる」

　茶化しは不発。堂々と、間髪入れず彼は私に言ってのけた。

「貴女の名誉は間もなく回復するだろう。貴女は身を挺ていしてシンデレラを庇ったそうだな。また、シンデレラも血相を変え義姉の身を案じていたと聞く。目撃者も多いことだし、今回のことでコルベール姉妹が実は仲のいい姉妹だったということに気づいた者は多いだろう。すぐに王都は貴女たちの噂で持ちきりになるはずだ」

　エリクが私を一瞥して笑った。

　しかしすぐに頰を引き締め、厳しい表情に逆戻り。

「だが、俺には大変迷惑な話だ。ペトラの優しさと聡明さが知れ渡ってしまえば、貴女を狙う男どもが大挙して押し寄せるだろう」

「そんなことには――」

　ならない。と、最後まで言わせて貰えなかった。口封じのキスを受け、噛まれ吸われ求められ、勢いのまま私はベッドに押し倒された。

「ペトラ風に言い換えるなら、『王族と近づきたい者が、まずは第二王子妃の姉君であるペトラに近づこうと考える』というところか。どちらにしろ、十分にあり得る話なんだが……わかっているのかな？」

　エリクは微笑みながら怒っている――とても器用だ――が、一方的に言われたのでは私の気持ちが鎮まらない。

「わかっていないのはエリクの方だわ。そんな野心を持った者に私が引っかかるとでもお思い？　私にシンデレラを利用するつもりはないし、私を通じて利用させる気もないわ。そもそも、シンデレラとディディエ殿下の結婚が決まった時点で私の使命は果たせたわけだし、あとは単身外国にでも移り住んでのんびり過ごそうかなと――」

　思っていた。と、一番大切な部分を告げることを、エリクは待ってくれなかった。

「やはりか。やはり貴女は、俺を捨て置く魂胆だったのか……！」

「違うの、エリク待って、最後まで聞いて」

　最初に「今はもう諦めたけれど」と断っておくべきだった。エリクはいつも落ち着き払っているように見えて、時々短慮なところが出てくる。

「いいや断る、聞きたくない。……いいかペトラ、貴女が結婚誓約書にサインした時点ですでに、貴女は俺の妻なんだ。俺から離れようなどと、考えていいわけないだろう」

　だから、そんなこと考えていないのに！　独占欲が現れると、エリクはたちまち子どもに返る。もちろん、体は大人のままで。

　私を跨いだまま見下ろし、乱暴にネクタイを緩める。荒く息をしているのは、怒りで興奮しているせいか。

「穏便にことを運びたかったが……もう我慢も限界だ。俺のやりたいようにやる」

「エリク、待って、私は――」

　組み敷かれ、押し付けるような口づけを受けた。往生際の悪い私が暴れて歯と歯がぶつかっても、エリクは気にせず舌でなぶる。

「言い訳は聞かない」

　彼はそれだけ告げてしまうと、キスの続きにさっさと取り掛かった。

　甘噛みと吸い付きと舌での愛撫を繰り返しながら、エリクが私の服に手をかける。私にそれを阻止する術はなく、むしろ「邪魔だ」と両手まとめて拘束されてしまう始末。

　頭を左右に振って唇を離そうとしてみても、結局エリクは追いかけるのをやめないので、「戯れ」の域から逃げられない。

　そして、長い追跡の末に彼がようやく諦めてくれた……かと思いきや、次は首筋を齧られる。ただ口付けの場所を改めただけだったというオチだ。

　ボディスと短いブラウスを剥ぎ取るように脱がされて、コルセットとシュミーズだけが私の胴を守っている。

「エリク！　エリク待ってっ！」

　必死の懇願が功を奏したのか、彼の手がピタリと止まった。そして私が喋る前に、彼が私に問いかける。

「ディアンドルはボディスとブラウスの下に何も着ないはずだと聞いたが……？」

　眉間に皺を寄せながら、煩わしそうにぼやいている。

「そ、そうだけど、いつも着ているものを着ないのは何だかソワソワして落ち着かなくて……じゃなくてっ！」

　私が油断している隙に、コルセットすら脱がしにかかる。リボンを解き、指を差し込み弛ませる。

「んもう！　待ってって言ってるじゃないっ！」

　エリクが再びピタリと止まる。

「傷口はどうだ？　まだ痛む？」

「……べ、別にそこまでじゃないわ。かすり傷程度のものだし」

「そうか。傷が開かぬよう手加減はするが、それ以外は手加減しない」

「ちょ――」

　私のバカ！　せっかくエリクが待ってくれた――しかも二度も――のだから、無理にでも主張をねじ込めばよかった。そうすれば彼だって話を聞いて落ち着いてくれたかもしれないのに。

　だが、もう遅かった。

　太ももに感じる押し当てられる感触は、布越しといえどもかなり硬いのがわかる。よっぽどのことがない限り、これが勝手に萎むことはないだろう。

　何よりも、エリクの屋敷のエリクの部屋、ベッドの上で組み敷かれ、気持ちは昂ぶり私は半裸という状況。さらにとどめを刺すならば、私は結婚誓約書にサインしてしまった身であるということ。とどめのアンコールとしては、私たちはすでに和姦をした関係というところで。もはや抵抗する方が愚か。

　――そう、私は諦めてしまったのである。

　ただ、「こちらもその気になってしまった」というのは、恥ずかしいから知られたくない。

　彼の鮮やかな緑の瞳が、やたら煌めきそこはかとない色気を溢れさせている。情熱にすっかり燃え上がった瞳だ。そして今、彼の瞳には私だけが映っている。

　――ああ。

　――どうしてしまったんだろう。

「ん、エリク……っ」

　シーツに縫いとめようとするように指を絡ませて押し付けられた手を解き、彼の首に手を回す。

　身体のすべてを密着させると彼の重みに圧迫されるが、そこに酷く安心を覚えた。もっともっと密着したくて、どうしたらもっと隙間なくくっつけるのかなと、彼の首に回した両手を上に下に徘徊させた。

　――私はエリクのことが好きなのだろうか？

　――好きでもいいし、嫌いでもいい。どうせ結婚するのだから。

　――ただ、エリクとする一連の行為を、嫌いと思わない自分がいる。

「っあ！」

　彼が少し腰を浮かせたかと思うと、下着の隙間から私の秘部に指を沿わせた。

　突然の刺激に膣が締まり、溜まっていた愛液がお尻にツゥー、と垂れ落ちた。ゾクッと身震いが起こる。

「いい反応だな」

　愉しそうに彼が笑った。そして、笑いながら中に指を埋めてくる。

「あっ、エリク、それ……だ、め……っ」

　恥骨の裏のある一点を、彼は中から念入りに愛撫する。少しずつ、何かの力が溜まっていって、体の奥が苦しくて辛い。

　満たされる。

　……何を？　エリクは何をしようとしている？　私をどこに連れていこうとしているの？

「その表情、そそられるな」

　……知らない。自分がどんな表情をしているかも、どう受け取られているのかも。

　お願い、本当に、やめて。

　でも、思うだけで言葉にならない。私の口からはやたら高い嬌声が、次から次に溢れていって、どうしたって止まらない。口を押さえようとしたが、その手すらエリクに奪われてしまった。

　体に力が入る。反射みたいに私はエリクをがむしゃらに掴む。

「はぁ、あ、エリク……そこがスゴく……っ」

「もっとして欲しいのか？」

　やめてと言っているというのに、意図が伝わらないのはなぜか。……もしかして、ちゃんと「やめて」と言えていない？

　あろうことかここにきて、エリクは愛撫の速度を上げた。広がっている襞の中からザラザラしているそこを選び、指の腹で執拗に撫でる。

　指の腹じゃなくていい、いっそ爪で引っ掻いてもいい。……ううん、引っ掻いて。私を、思い切り――

「……エリク」

　もうこれ以上耐えられない。満ちてしまった。

　この溜まった熱量を、どうにかして放ちたい。

　脳みそが溶けるほどの熱に浮かされ、私はエリクに助けを求めた。助けなのか許可なのか、細かいことはわからない。

　ただ「お願い」と、何をお願いするのか自分でもわからなかったけれど、方法はそれしか残されていなかった。

「いいぞ」

　わからない。けど、わかる。

　本能が、知っているのだ。

　襞の一部を強く押しながら、エリクは私の乳房の先端に噛み付いた。私も彼に体ごと差し出す。息をするのと同じくらい、当たり前の動作のように。

「あ、あ、あ――――」

　体の中で何かが爆ぜた。

　無音。だけどものすごい衝撃。

　目がチカチカして、苦しくて、でもものすごい爽快感で、……直後に酷い倦怠感が襲ってきた。

「達したな」

　気絶したいくらいの睡眠欲。ヘトヘトになって脱力したところを、エリクが誇らしげに言い放った。

　ああそうか、また私は達いったのか。

　初めての行為の時も私は彼に導かれた。あの時と今日はアプローチが違ったけれど……そうか、色んな方法があるわけね。

　そんなことをボンヤリと考えていたところ、体がゴロンと反転した。

　ふかふかのベッドに顔が埋まってしまったので、怠い両手を動かして上半身を少し持ち上げ、顔を横に傾けて呼吸ができるようにする。

　ふう、とひと息吐ついたところで腰が掴まれるのを感じた。
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「エリク……？　あの、私――」

「あれで終わったと思われるのは心外だな。なあ、ペトラ？」

　彼は私の腰を持ち上げ臀部を高い位置に固定し、己をあてがおうとしているところだった。

　いつのまにかシュミーズから両方の乳房が飛び出していたが、コルセットもスカートも、まだ身につけている状態だった。エリクだってシャツもトラウザーズも着用したままである。

「待って、エリ――あああっ！」

　彼の太くて硬いものが、一気に私を貫いた。ショーツはいつの間にか取り払われていた。

　達したばかりの敏感な膣内を気遣うことなど一切せず、勢いに任せて根元まで、エリクが押し込めてしまった。

　逃げようにも、逃げられない。腰をガッチリ掴まれて、上半身を私の背中に預けるようにして、全身で押さえにかかっている。

「絶対に離さない」

　吐息交じりの色っぽい声が、すぐ耳元で発せられている。ゾクゾクするが、困ったことに不快じゃない。声に全身を犯されているようだ。……困る。声が「気持ちいい」とは一体どういう状態なのか。

「ペトラは俺の理想の女性だ。賢くて、意志が強くて魅力的で、最高にいやらしい。貴女は俺が必死で口説いているのに、どうせ遊びだと思っている。飽きたらそのうち捨てられるだろうと今でも思っているんだろうが、現実は真逆だ。ペトラの方が俺を捨てようとしている」

「そんなこと……あぅ」

　ベッドと彼の体に挟まれ押し潰されてしまいそう。

　でも、そんな状況に興奮している私はおかしい。

　愛液が溢れて止まらないせいで、彼の剛直を私はたやすく咥え込んでしまった。底の見えない快楽の沼が私に手招きをしている。膝がガクガクして、姿勢を保つのがやっとだ。

「なあペトラ、どうしたらばかげた考えを持たなくなる？　いっそ子どもができるまで、貴女をここに監禁しておく？」

　獣のように背後から犯され交わり善がりながら、私はひゅっと息を呑む。

「それとも、囲えば囲うほど貴女は逃げようと足掻くのかな」

　――違う。

　エリクに知られるのは嫌だ。

　私の中の被虐願望が、あなたの言葉にズクンと疼いていることを。

「か、買いかぶってくださるのね」

　精一杯の虚勢を張った。次の瞬間に最奥まで突かれ、私は情けなく喘ぐ。

　激しい抽送を繰り返しながら、エリクが耳に噛み付いた。胸のときめきが鎮痛剤の役割を果たし、痛い気はしても実際には全く痛くない。

　獣のように野蛮な交わりが、エリクの必死さを表しているような気さえして、どうしようもなく腹の奥――たぶん、子宮――が悦びに打ち震えている。

　……私はどうかしているんだ。

「エリク、そこ、は、さっき……やぁ……っ」

　指によって導かれた箇所。他の襞とは感覚が違い、やたら敏感にできていた。そこを今度はエリクが己の先端で執拗にねちっこく愛撫してくる。

「ここがいい？　ペトラ、『もっと欲しい』と言ってもいいんだぞ」

　そんな恥ずかしいこと、言える訳がない。……でも、本音では言いたくて仕方がない。

　つい先日まで処女だったのに、もうこの行為の中毒性に魅了され始めている。

「貴女の欲しいものは何でも与えよう。だから、ペトラ、俺を愛してくれ」

　私の体に体重をかけ、私の汗だらけの背中に引き締まった胸と腹を密着させながら、私を洗脳するように、愛していると刷り込むように。

「俺の隣にいるのが自分の幸せだと、早く観念してくれ」

「あっ！　エ、エリク、だめ、また来ちゃう……っ」

　片手は私のシーツを掴む手の上に。もう片手は、私の乳房に。手のひら全体で揉みしだきながら、中指と薬指で先端を挟み、細やかな刺激を与えてくる。

「だめっ、気持ちいっ……あ、エリク、エリクっ！」

「出したい。ペトラの中に出したい、注ぎたい……っ」

　だめ、と拒める理性はない。階段を駆け足で上りながらも、早く頂上に到達したくてたまらなかった。

「いい、からっ……エリク、出して……！」

　エリクは強引な人だけど、とても繊細かつ誠実。一度心を許した者にはとことん深く心酔し、だからこそ、離れてしまうのを極度に恐れている……ように見える。

　そういえばまだ、昼間だった。太陽の明かりで全てが見える。それこそ、シーツに落ちた汗の染みの一つ一つまで。

　時間とか、羞恥心とか、そんなもの構うものか。もっときっと単純でいい。私は――

「……リク、がまんできない、きもちいい、えり……く」

「ペトラ……愛してる……っ」

　溢れる愛液は太ももの中程まで垂れて、私たちの性器同士の触れ合いをますます助長させていった。ヌルヌルと滑りがよくなったエリクが、何度も何度も私の中をこれでもかと突き続ける。そして、二人して盛り上がって、最後は深く繋がり合ったまま果てた。

　私が一足先だった。硬直が最高潮に達し、足の指先がピンと張り、ぶわっと快楽の波が襲う。そしてその直後、私の絶頂を感じながらエリクも絶頂を迎えた。

　中に入ったままのペニスが、ピクピクと痙攣を繰り返す。男女の体の作りは違うが、達して痙攣するあたり、同じだなと思ってしまう。

　私はさっき直情に任せて「中に出して」と口走った。

　でも、後悔はない。エリクから逃げられる気がしないから。
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「――だから、外国に行こうと思っていたのは、あなたに出会う前のこと。結婚誓約書にサインまでしたのだから、諦めたに決まってるじゃないの」

　エリクのベッドに並んで寝そべり、手を繋いておしゃべりをする。

　言わせてもらえなかった言葉を、エリクが落ち着いた今ようやく、伝えることを許された。

「なんだ、そうならそうと早く言え」

　まるで私が言わなかったのが悪いみたいな言い草だけど……彼の態度はまんざらでもなさそう。繋いだ手にキスを落とし、いそいそと優しく撫でている。

　たとえ私が逃げたところで、そこが外国でも地獄でも、エリクなら追いかけてきかねない。それに、エリクを拒絶してしまうのはかわいそうな気がするから。彼ほど私を求めてくれる人には、死ぬまで出会えないだろうし。

　腑に落ちない部分もあるが、要するに、私は彼の熱意に負けてしまったのだ。

「……外国か。どこだ、イシュヴェラ？　それともアレセル？　結婚して落ち着いたら、いつか二人で行ってみよう。きっと楽しい旅になる」

　そう言って頰にキスをくれる彼の隣にいるのも、悪くないかもと思い始めている自分がいた。


















第７章　災い転じて












　エリクの言った通りになった。

　先日の感謝祭で私が身を挺してシンデレラを庇ったことが、瞬く間に広まったのだ。一週間が経った今、その場に居合わせなかった人の耳にも届いたようで、「今まであなたのことを勘違いしていたわ」と、直接謝罪に訪れる者まで現れる事態となった。

　あの時の暴漢は憲兵が数人がかりで取り押さえ、その後は反社会的勢力との繋がりや雇い主の有無など諸々について、細かく調査されていると聞いた。

　あの男がどうなろうと私の知ったことではないが、もう二度と、誰かを襲うような真似はやめてほしいと願うばかりだ。

　先日エリクに求婚され、なし崩し的に同衾した。その後動揺した私は十日ほど自分の殻に引きこもったが、私が彼との関わりを避けていたことが災いして、エリクの執着欲に火をつけてしまう結果となった。

　彼のことは嫌いではない。愛しているわけではないが少しくらいは好意を抱くし、愛のない政略結婚より随分いいと思っている。

　プロポーズの際「貴女を我が商会の相談役として雇おう」と宣言されていた通り、エリクと毎日のように会う中で、私は彼の商会の事務所へ連れて行ってもらった。と言っても、事務所は彼の屋敷の中に設けられていたのだけれど。

　商品の輸入や輸出があるから、事務所とは別に倉庫も複数所有しているということらしいが、過去の財務諸表や特に高価な宝飾類は屋敷に保管しているという。

　彼の好意により見せてもらった帳簿によると、エリクが会長を務める商会はほぼ無借金経営で、流動資産も多く所有する超優良商会のようだった。

　前世で関わったことのある企業は経営に苦しむ中小企業が大半だったが、彼の商会は言ってみれば東証一部上場の大企業のようなもの。専門の会計士が複数人で帳簿管理を徹底しているから、相談役もなにも、私の入る余地はない。

　最終的に、私は先日立ち上げたばかりの新部門に関わらせてもらうことになった。内情を知らない部外者だからと断ろうとしたけれど、エリクの頼みを断りきれなかったのだ。

　突然現れた私に、職員たちは戸惑っているように見えたが、私に対する世間の認識が「シンデレラの意地悪な義姉」から「シンデレラの優しい義姉」に変わっていくのにあわせて、彼らの態度も軟化していった。

　そして、エリクからは再三にわたって同棲の打診を受けていたが、私はずっと断り続けていた。結婚式も婚約の公表も、彼のご両親との顔合わせすら果たしていなかったからだ。

「ペトラも早く相手のところに押しかけちゃえばいいのに」

「お義兄さまったら馬鹿なこと言わないでよ。そういうのは正式に結婚してからにしたいの」

「そんなもんかなあ」

「そんなもんよ」

　ド派手でちぐはぐな内装の我が家で、私はトビと雑談する。

　やぶれかぶれの貞節を重んじながらエリクと交際を続ける私とは違い、姉の恋人トビはいつの間にか婚約者となり夫となり、私にとっては義兄となって我が家の家族におさまっていた。

　トビはつかみどころがなく、常ににこやかで楽しそうで、あまり深く考えて行動していないようにも見える。何よりもまず、魔法使いという得体の知れない職である。

　亡き養父のような金遣いが荒い男でなければいいが、彼には姉がついているし、何より領主としての仕事も堅実にこなしてくれているみたいだし、私が心配する必要はないのかもしれない。

「さてペトラ、雑談もこのくらいにしておこう。そろそろアレクサンドラと義母上を迎えに行かなくちゃならないし、君にもお客さんが来る」

　ゴブレットを傾けながら、トビが私の背後を指した。私が振り向いたところで、玄関扉のノッカーが鳴った。

　魔法使いと超能力者、あるいは予知能力者。厳密に何が違うのかよく知らないが、トビのこういう不思議な力には慣れた。数ヶ月前には二階にあった私の部屋が、今では三階に移動しているが、非日常が日常となった今ではあまり驚かなくなった。

「お待たせ致しました。どちら様で――」

　扉を開けた先にいたのは、酷く慌てた様子の青年。

　顔に覚えはない。左右に分けられたこげ茶の髪は乱れ、ジャケットは草と泥で汚れ、汗にテカる頰には、血糊みたいなものまで付着していた。

　ただ事ではないと瞬時に理解した私は、つとめて冷静に彼に問いかける。

「……どうなさったの？」

「ペ、ペトラ・コルベールさま……ですか？」

「ええ、私がペトラですけれど」

　彼は胸元から一通の手紙を取り出すと、震える手で私に差し出した。

「これは？」

　裏返しても、差出人は書いていない。封筒もこれといって特徴のない、一般的な白い封筒。封蝋の印璽には模様がなく、どこのものともわからない。

　眉をひそめる私に対し、彼が泣きそうに叫ぶ。

「ペトラさま、エ、エリクさまの乗った馬車が、何者かに襲われて……っ！」

「……なんですって？」

　エリクが……襲われた？

　私は耳を疑った。それと同時に心臓が早鐘を打ち始める。

「誰に？　何のために？」

　彼は大きな商会の会長。もしかして、金目当ての犯行？

「エリクのお屋敷に連絡はしたの？　憲兵には――」

「ダメなんですっ！」

　聞けば、この近くの道を馬車で通りかかっている時に、馬に乗った数人に囲まれて襲われたのだという。御者ともう一人の同乗者は殺され、エリクは暴行を受けた末に連れ攫われた。その一部始終をこの青年は、目の当たりにしたそうだ。

　どうしてこの青年だけ無事なのかという理由は、先ほど私が受け取った手紙。犯人から手紙を届けるトランスポーターとして生かされたのだろう。

　彼に促されるままに私は封蝋を割った。便箋を取り出し、急ぎ目を走らせる。






――ペトラ・コルベール殿

無事に返して欲しければ、後述する指定の場所まで来られたし

なお、この事は他言無用

さもなくば、対象に命の危険が及ぶものと思え――






　背中を冷や汗が伝い、指先が小刻みに震えだした。

「エ、エリクは無事なの？　暴行を受けた、って……もうその時点で無事じゃないじゃない。私と引き換えにエリクを解放するということ？　誰にも知らせず、一人で行けと？　……それって、まず私は確実に、最悪の場合二人とも殺されるパターンじゃないの！」

　何をどう考えようが、現状をハッピーエンドに巻き返す方法が見当たらない。

　どうしよう、と彼を見るが、彼も混乱極まっている。

「ああ、エリクさま……あの方は浮浪者だった俺に暖かい食事を与え、雇ってくださった神様みたいな方なんです！　エリクさまがいなければ、今頃俺は死んでいた。それなのに、こんなことに巻き込まれて……なんでこんなことにっ！」

　震える声でそう言うと、私の目の前で泣き崩れた。私は再度、手紙に目を落とす。

　――身代金目的の誘拐？　もしもそうなら、私に宛てる意味がない。彼の個人資産にも商会の資産にも、婚約者の身分では手をつけることは不可能。そもそも、彼とのことはまだ公表していないから、他人が知っていること自体おかしい。

　――先日のシンデレラ襲撃事件と関係がある？　シンデレラとエリクは知り合いではないだろうが、私を介せば二人がつながる。

　――私自身が恨まれているとするならば、先日の賢人会議がきっかけだろうか。思い当たるのはジーメンスさまあたりだが、証拠もないのに疑えないし、死者まで出して狙うより、最初から私を狙うほうがスマートだ。

「エリクさまに何かあったら……ああ、どうしよう……」

　私の思考を邪魔するように、彼の不吉なつぶやきが届く。

　――やめて。聞きたくない。

　震える手をなんとかしたくてギュッと力を入れてみたら、便箋が巻き添えを食らってグシャグシャになった。

「わかったわ。行きます。……あなた、名前は？」

「ロ、ロージです」

「ではロージ、私を手紙にある場所へ連れて行って」

　一度自室に戻って外套などの必要なものを大急ぎで準備してから、階段を駆け下りる。途中に通ったダイニングでは、トビが呑気にくつろいでいた。

「ペトラも出かけるの？」

「そうよ。お義兄さま、お願いがある。あのね――」
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　馬を借り、私とロージは指定の場所へと急いだ。王都の南西、大通りに面した宝石店の、そのまた奥の隠し部屋。

　ひとり乗り込もうとする私に、ロージが頼りない声を掛ける。

「おおお俺も行きますっ」

「いいえ、手紙の指示の通り、私だけで行くわ。その代わり、三十分経っても戻って来なかったら、憲兵に知らせて」

　馬から降りて着地するのにもふらつくくらい縮み上がっている人に、付いてこられても迷惑だ。それに、犯人は私一人をご所望なのだ。複数で行って「約束が違う」と逆上されてはたまらない。

　ロージは渋々ながら納得してくれた。

「わかりました。じゃあせめて、あの脅迫文を俺に渡しといてくれませんか？　証拠として憲兵に見せたら、話が早いかと思うんです」

「わかったわ。……お願いよ、あなたにかかっているんだから」

　私は彼に便箋を渡し、意を決して入店した。

　店内は普通の宝石店。分厚い絨毯が敷かれ、豪華な宝飾具が壁にテーブルに品よく並べられていた。

「いらっしゃいませ、お嬢様。どんなものをお探しで――」

「エリクのところに案内して」

　表情を強張らせたまま無愛想に告げると、その店員の顔から朗らかな雰囲気が消え去った。そしてジロリと睨まれる。

「失礼ですが、あなた様は？」

「私はペトラ・コルベール。エリクの、こっ……婚約者よ。望みどおり来てやったわ。だからエリクに会わせて！」

「……どうしてあの方がここにいらっしゃると？」

　私の身長をゆうに超え、頭一つどころか二つ分は大きな男。おまけにガタイもよく、殴られでもしたら私なんか空のかなたまで吹っ飛ばされそうな腕をしている。

　しかし私は強気の姿勢を崩さずに、男に食ってかかってやった。

「な、なによ、脅迫文まで届けさせて、今更しらばっくれるというの？　いいいいっいいから早く、私をエリクの所に連れて行きなさい！」

　下手すれば私も殺されるかもしれない、とは思ったが、虚勢を張ることで恐怖を忘れようとした。

　男は他の店員――に見せかけた共犯者か、手下だろう――に手短に耳打ちしたあとで、私に来るよう手招きをした。

　従業員用の部屋の奥には両開きの大きな扉が作りつけられており、その扉を守るように二人の男が立っていた。……どちらの男も堅気には見えない。

　私は外套の裾に腕を隠した。家を出る時に仕込んでおいた短剣を袖口からコッソリと取り出し、左手で柄をギュと握る。護身用には心もとないが、それでも、ないよりはマシだ。

「エリクさまはこの奥にいらっしゃる。粗相のないように」

　私はゴクリと喉を鳴らした。

　――エリク。無事なんだろうか。暴行されたと聞いたけれど、負傷の具合はどうなのか。

　扉一つ挟んだ先の彼の様子を想像すると、心配で心配で涙がこみ上げてきそうになった。しかし、この奥には誘拐の主犯もいるはずだ。暴行、誘拐、殺人。そんな極悪人に涙を見せるなど、この上ない屈辱だった。

　――命乞いなどするものか。エリクが助かるのであれば、私は…………ちょっと待って、今、この男、「エリクさま」って言わなかった？　いらっしゃる？　粗相？　……誘拐犯の一味が、誘拐した対象にそこまで敬意を表するものかしら？

　ん？　と疑問に立ち止まったものの、目の前の扉はさっさと開かれた。

　エリクはいた。いるにはいた。

「……どういうこと？」

　いつも通りの格好で、エリクはテーブルについていた。品のいい黒いフロックコートにも、グレーのトラウザーズにも、泥はおろかホコリすら付いているようには見えない。髪は整い乱れもなく、顔にもどこにも暴行の跡は見当たらない。

　テーブルの上には料理とワインが並んでいた。そして、彼の正面に座っているのは、義妹の夫のディディエ殿下。

　二人とも、突然私が現れたことに大変驚いていたが、何よりもまず私の方が一番度肝を抜かれている。

「ペトラ？　どうしてここに？」

「エリクこそ……ディディエ殿下も……なぜ？」

「俺はディディエ殿下から依頼があって……ここは俺の取引先だし」

　動揺のあまり、私の手から短剣が滑り落ちていった。それを目ざとく見つけたのが、ディディエ殿下。

「おいっ、貴様！　そんなものを隠し持っているなど、一体何をしようと――」

「誘拐は!?」

　私は彼の言葉を遮り、短剣を床に転がしたままエリクに駆け寄った。エリクも席を立ち、腕を広げて私を抱きしめてくれた。

「……誘拐？」

「私、あなたが誘拐されたと聞いて……」

　エリクはディディエ殿下と顔を見合わせている。

　この様子、この状況から、私はあの話が作り話なのだと確信した。

　――そうか、エリクは無事で、暴行も誘拐も何もかも、デマだったということか……

「ペトラっ！」

　腰が抜けて私はその場にへたり込んだ。

　息を吹き返すみたいに、身体中に再び血が巡り始めるようだった。冷たくなっていた指先に、少しずつ温かみが戻ってくる。同時に、身体中から汗が吹き出す。

「ペトラ、大丈夫か？　一体なにがあったんだ？」

「エリク……」

　心配そうに私を覗き込んでいるエリクを、涙の溜まった目で見つめた。

　――本当によかった。あなたに何かあったら、私は。

　泣きたくなんてなかった。少しでも涙を流したら、私を騙した相手に屈服してしまうような気がしたからだ。

　だから目を手の甲で拭い、私は再度彼の胸に顔を思い切り埋めた。

　第一印象は最悪。私のことをシンデレラの意地悪な義姉だと思い込んでいた彼は、私刑とばかりに私を堂々と侮辱した。

　その後なぜか興味を持たれ、どういう訳か惚れられて、体どころか社会的にも契りを交わすことになった。

　私からエリクに愛の言葉を囁いたことは一度もない。いつも彼から求められて、それをいなすだけで精一杯で……。

　でも、危機的状況に陥ってようやく、私は大切なことに気づいた。エリクの存在が、私の心の中で大きな場所を占めていることを。

　彼の背中に震える手を回し抱きしめる。

　――エリク。私、あなたのことが好きみたい。好きで好きで、すごく大切に思っているみたい。

　もちろん、この場にディディエ殿下がいることも、ガラの悪い店員に扮装した――誤解してごめんなさい――護衛役がいることも、私は十分承知している。エリクに気持ちを打ち明けるなら、また二人きりになった時に思う存分打ちあけよう。

　でも、今はまだその時じゃない。どういう時なのかというと。

「エリク、ごめんなさい、もう何ともないわ。全部説明する」

　私は再度目を拭って、体を起こして彼に面と向かって言った。

「ああ、頼む、ペトラ」

　優先すべきは、私に嘘を吹き込んだ人間の特定と、その意図を探ること。

「さっき、自邸にいたらロージという名の青年が血相を変えてやってきたの。あなたの乗った馬車が襲われ、御者を含む二人が殺されあなたは誘拐されて、自分は誘拐犯から手紙を預かったと。その手紙には、あなたを預かっている旨と、私一人を呼び出す旨、そしてここの店名が書かれていた。だから私はそのロージという男に案内を頼んで、ここまでやってきたというわけ」

「ロージ？　聞いたことないな……。そいつとはどこで別れた？」

「お店の前。でも、多分もういないと思う。手紙もその男に回収された」

　エリクに目配せされた護衛は一人静かに退室する。

「どんな男だった？」

「年は二十～三十代、細身で背は私より手のひら一つぶんくらい高く、面長でやや鉤鼻、こげ茶の髪と琥珀色の瞳。こめかみに小さなホクロがあった」

「わかった。おそらく主犯は他にいるだろうが……まずはその条件に合う男を捜させよう」

　エリクが顎で合図すると、また一人部屋を出て行った。

「しかし証拠は何もないのだろう？　ペトラ嬢の証言が全てというのが、どうも……」

　ディディエ殿下が言葉を濁す。確かに、私の虚言という場合もあり得る。

「いいえ殿下、証拠はあります」

　私はポケットから紙を一枚取り出した。グシャグシャになった便箋だ。

「ロージに手紙を渡してしまったと申しましたが、あれは半分本当で、半分は嘘。本物の手紙はここにあるんです」

　ロージとエリクの救出に向かう時、外套と帽子を取りに自室へ一度戻ったが、ダイニングにいたトビに頼み、本物の手紙を魔法で複製して貰っていたのだ。ロージに渡したのは複製したもので、私の手にあるのが、本物。

　エリクと私が無事に生還できたとして、犯人探しをする場合、あの手紙が重要な手がかりになるということは事前に予測がついていた。だからこそ、ロージが私を騙そうとしている可能性も考えて、証拠を手放さなくて済むようコッソリ工作をしたのだ。

　私は説明しながら――魔法については手っ取り早く伝える言葉が見当たらなかったので、適当にぼかして――、証拠である脅迫状をエリクに手渡した。

「ペトラ……貴女は本当に頭が回るな。犯人は必ず見つけよう。殿下、悪いが今日はここまでだ」

　ディディエ殿下は頷き、神妙な面持ちで捜査の協力を申し出てくれた。後日詳しく話を聞かせてくれと頼まれたので、私は快諾し、別れた。






　腰が抜けたせいか、立ち上がろうにも立ち上がれない。そんな私を見かねたエリクが介助してくれて、私は彼の馬車に乗った。自邸まで送ってくれるということで、疲労困憊の私は彼の申し出に甘えることにした。

「こんな悪質な真似を……一体、何者の仕業なんだ」

　馬車の中、私の隣に座り腰に手を回しながら、エリクは憤りを隠さない。もちろん私だって憤っている。

「わからないわ。賢人会議で私が恥をかかせてしまった方の差し金か、エリクの仕事関係の人か……もしかしたら、感謝祭でシンデレラを狙った者の犯行なのかもしれない。どちらにしろ、あなたがいる場所は脅迫状に記されたとおりで当たっていたわけだから、きっと内情を知る者が画策したんだと思う。でも、何が狙いなのか……さっぱりわからない」

　私たちは二人して考え込んでしまった。

「――ところで、どうしてエリクは第二王子といたの？」

　ディディエ殿下と話があるなら、王宮へ行くのが手っ取り早いだろうに。

　純粋に疑問に感じたことを質問すると、エリクは咳払いをしてから何かを隠すように笑った。

「べっ別に、なんでもないさ。ただ単に、殿下のほうからお呼びがかかって、妃に贈る宝飾品を直々に俺に頼みたいと、そんな話があって」

　――怪しい。とても怪しい。

「エリク？　どうして動揺するの？　あなたがディディエ殿下とどういう取引をしていたとしても、私に口を挟む権利はない。王族との取引なんだから、『部外者の私には明かせない』と口を噤つぐんでもいいのに」

　わずかな沈黙が流れた。ぐ、とエリクは唸ったあと、脈絡もなく私にキスをした。

「その……些細な話だ。貴女が気にすることじゃない。それより、今後は危険な真似はやめてくれ。私を助けてくれなくても、自分の身くらい自分で守れる。俺は貴女が心配なんだ」

　突き放すような物言いにも聞こえたが、要するに彼も私の身を案じてくれているのだろう、ということはわかった。その気持ちを嬉しく思いながら、私はコクリと頷いた。

「わかった、次回からはもっとうまくやるわ」

「そういうことではなくて……ああ、もう、俺の姫は勇敢が過ぎる。まあ、そういうところも魅力の一つなんだが」

　再びキスが落とされた。今度は雨が降ってくるように、たくさん。

　小鳥のついばみみたいなキスは、少しずつ大胆に激しくなっていった。深く舌を差し入れて、口の中を撫でていく。

　彼の手にも落ち着きがなくなり、服の上から胸や太ももを何往復もさせている。

「エリク……だめ。ダメよ」

「――少しだけ」

「あのっ、ダメなの。本当に、慌てて飛んできたから……汗だくだし」

「気にしない」

「ダメだったら……エリクっ！」

　エリクが気にしないとしても、私はどうしても気にする。そこが問題だというのに。

「……なに、ペトラ」

　私が流されないことに、エリクは不満な様子である。

「あの、こんな時になんだけど……私、あなたが好きみたい」

　エリクへの気持ちを自覚したなら、すぐに伝えてあげるべきだ。唐突だが、私はそう判断した。彼の気を私の体から逸らす意図もあったことを、決して否定はしないけれど。

　とても恥ずかしかったため、俯いて目を逸らし、早口で済ませることにした。

「…………」

　対するエリクは無反応。これ幸いと、補足説明を加える。

「いつもあなたは私のことを好きだなんだと伝えてくれていたでしょう？　一方的に気持ちを受け取るばかりでは、あなたに申し訳がつかないと思っていたの。それに、今頃になってようやく、私も自分の気持ちに気づけた。私、あなたが好きなんだわ。あなたが誘拐されたと知って、物凄く怖かった。あなたに何かあったらどうしようって、自分を見失うくらい狼狽えた。……だから、私はあなたが好きなので、これからも宜し――うぐっ」

　私は喋ることに必死で、エリクのことを見ていなかった。あと少しで言い終わるところで、彼にきつく抱きしめられた。

「エ、エリク？　あの……苦し……っ」

　多少暴れてみたところで、この抱擁もとい拘束が解ける気配は見当たらない。

「愛してる。世界で一番愛してる。ペトラ、もう貴女なしでは生きていけない。……嬉しい、嬉しいよ。もういっそのこと、俺と一緒に暮らそう！　身一つで来てくれれば、必要なものは全てこちらで用意する。だから――っ」

「早いから！　待って、その前に……あっ、エリ、ここ馬車の中だからっ……だ、ダメだってば！」






　自邸に到着する頃には、私はすっかり出来上がってしまっていた。

　最後まで致すことはなかったものの、紙一重。唇は吸われて充血し、息は上がりきって絶え絶え、一目で何かあったと匂わせる出で立ちであった――。
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　まさかあの場にあの女がやってくるとは思わなかった。

　どうせ兄上には金目当てで近づいたのだろうから、自分の身にまで危険が及ぶことは避けるだろうと決めつけていたが、甘かった。

　ペトラ・コルベール……どこまでいっても抜け目のない嫌な女だ。だが、結婚してから本性に気づいても遅い。後戻りできる今のうちに、あの女の悪巧みを暴く必要がある。

　絶対に、あの女の好きにはさせない。この僕が、あの女から大切な人を守ってみせる。シンデレラも兄上も、必ずこの僕が守る……！


















第８章　準備不足のタネ明かし












　エリクの誘拐騒動のあと、一週間経ち十日経ち、それでも有益な情報は見つからなかった。少なくとも、私には何も知らされていない。

　後になって考えてみれば、私がひとりで慌てふためき騒ぎ立てただけかもしれない。もっとやりようはあった、あんなに騒ぐこともなかったと、反省している部分もある。

　もちろん、負傷者がいなかったからこそ言えることでもあるけれど。

　そして、エリクの危機に際し私は彼への気持ちに気づき、心の内を彼に明かした。その結果として私は結婚式を待たずして、彼の屋敷で同棲を始めることになった。

　母にはエリクが直接話を付けたらしい。気付いた時には根回し済みで、盛大な祝福とともに私は実家から送り出された。

　結婚が近くとマリッジブルーになると言うが、もしかしたら私も例に漏れないのかもしれない。

　エリクのことは好きだけれど、彼は資産家で、王族とも繋がりがある。かたや私は貧乏貴族の元平民、顔も冴えない地味女だし、彼に釣り合うとは思えない。

「ペトラ？　ほら、集中力散漫になってるぞ」

「あぁっ」

　エリクの屋敷に越したその日から、私たちは同じベッドで眠っている。眠る以外にもベッドの上でいろんなことをしているのだけど……それは割愛しておく。

　彼のご両親は現在外国にいるとかで、まだ顔合わせは果たせていない。にもかかわらず、先に屋敷に移り住むなど。

　許可は得ているらしいものの、少しばかり胸が痛い。

　私の上に乗るエリクは腰をゆるやかに振りながら、私の胸を掴み、舌で乳輪をなぞっている。体に走る甘美な刺激に私は堪らず声を上げた。

「何を考えているんだ？　俺から逃げること？　当然だが、逃すつもりはないぞ」

　いつも通りの束縛ぶりにキスを受けながら苦笑した。

「逃げるなんてしない。展開が早すぎて追いつけないだけ」

「この場面で言う言葉か？　貴女も受け入れてくれただろう？」

「あっ……そ、れは……っ」

　エリクが私の太ももを抱え、己の腰をグッと私に押し付けた。彼の剛直が奥まで差し込まれ、大きな質量に言葉が奪われた。

　カーテンの隙間からは清らかな朝日が差し込んでいる。季節が進んで肌寒くなってきた朝晩は、人肌の温もりが心地いい。……今ほど濃厚に絡み合い、お互いの汗でベトベトになっている状況は、また違ったものがあるのだとは思うけれど。

「ペトラ……時間だ。そろそろ終わらせないと、会議に遅刻する」

「エリク」

「本当は、一日中こうして貴女と抱き合っていたい」

　夜、睦み合い疲れて気絶するように眠り、朝は愛撫で目が覚める。盛りのついたサルじゃないのに、これでは確実に、サルだ。

「ダメよエリク、受けたお仕事は果たさなくちゃ」

　私を見下ろす彼の目が細められ、口元がニヤリと引き上がる。

　寝癖がつき、いろんな方向にはねた髪。汗でテカり、血行のよさそうなお顔。いつ鍛えたのか、健康的で引き締まった体……。

　気を確かに持っておかねば、どうぞ噛み付いて下さいと、彼に喉元を差し出しそうになってしまう。

　エリクには、吸い込まれそうな不思議な魅力がある。気怠そうなその顔も、洗練された言葉も仕草も何もかも、私の脳髄を揺さぶってくる。

「こんな情事の最中でも理性を失わない貴女の強さが、俺は愛しくて憎い」

「なんで相反する感情、をっ！　あ、エリク……ああっ！」

　今日は今日で予定が詰まっている。すでに時間が押しているから、エリクが先を急ぐのもわかる。

　わかる、けど！

　予定があると知りながら、体力が尽きるまで絡まり合って、朝も早くから絡まり合って……。

　私の体力には限界がある。もう少し配慮をしてもらえないだろうかと、今まさに体を上下に揺さぶられながらエリクにお願いすることを考えている次第である。

　そして、エリクは私の理性の耐久性を買いかぶっているに違いない。

　エリクに愛されてしまえば、私の理性は萎んでしまう。本能のままにエリクを堪能したくなることを、彼はまだ、知らないのだ。

「ゆっくり楽しみたかったが、それは夜にとっておくよ。取り敢えず今は、朝食がてら寝起きの貴女をいただこう」

「朝食は、しっかり……私じゃなくてっ！」

　抽送が速くなった。卑猥な音と鼻にかかる女の――自分の――声が、私の頭を蕩かしていく。何も考えられない。エリク、あなたが好き。ああ、わたし、あなたから――






「ほらペトラ、そんなペースじゃ遅刻するぞ」

「……それを、あなたが、言う？」

　せめて朝の行為をやめていれば、私だって回復できた。受け入れてしまった自分の過失は棚に上げ、私はエリクをギロリと睨む。

　このエリクという男、冷徹そうな顔をしておいて実はかなりの情熱家。熱しやすく冷めやすいのではないといいのだけれども。

　そして、濃厚で熱烈なスキンシップの数々に、私の足腰はすっかり疲弊してしまっていた。

　――怠い。重い。

　――できれば今日は、一日中寝ていたい。

　そんな事を考えつつ、私は身なりを整えて、彼に支えられ馬車に乗る。






　賢人会議への出席は、一度きりかと思っていた。しかしエリクに是非にと乞われ、二度目の参加と相成った。

　初めて出席した際に啖呵を切ってしまった相手――ジーメンスさま――に、どんな態度を取ればいいのか私は不安になったけれど、今更過去は変えられないのだし、と開き直ることにした。

「資料には目を通した？」

「ええ、もちろん。前回は開催日ギリギリに貰ったけど、今回は早めに受け取れたから、隅から隅まで拝見しましたわ」

「そうか。それは楽しみだ」

　馬車の中で膝を突き合わせながら、エリクは私の手を取って指先に優しく口付けた。……やけに上機嫌だ。

「どうした？　ペトラ、言いたいことがあるのなら言ってくれ」

　エリクは最近機嫌がいい。自惚れ上等で言うが、私と一緒にいるからかもしれない。

　でも、エリクの機嫌のよさと反比例するように、私の中のモヤモヤがどんどん大きくなっていくのだ。

「どうしてエリクは賢人会議に呼ばれているの？」

「……気になる？」

「なります」

　馬車の窓枠に肘を乗せ、エリクは私を値踏みするように眺める。

「資産家で商会運営も難なくこなしているあなたなら、賢人会議にお呼びがかかってもおかしくないのかもしれない。でも、どうして私を参加させることができるの？　決定権を持つ者は、普通は高官か王族でしょう？　でも、あなたはどちらも違うのに、私を会議にねじ込める。だから不思議」

　率直な疑問をぶつけると、彼はなぜかニヤリと笑う。

「ペトラはやはり勘が鋭いな。そういう所が俺は好きだ」

「話をはぐらかさないで貰えます？」

　私は真面目に聞いているのに、最近はこういう問答が増えたような気がする。

　何かを隠しているのか、それとも単に言葉遊びを楽しんでいるのか。夫婦間の隠し事は亀裂の原因となり得るのに、エリクは一体どう考えているのか。などと疑問に感じていたところ、神妙な顔でエリクが言う。

「近々ペトラに話さねばならないことがある」

「いつ？　今でもいいんじゃない？」

「……そういうわけにはいかない。俺にも心の準備ってものがある」

「何よ、借金？　実は正妻がいて私は第二夫人だとか？」

　いつもはぐらかされるから、私も鬱憤が溜まっていたらしい。たまには意地悪なことを言って彼を困らせたくもなる。

「待て待て、違う。そんなに深刻な話じゃない。頼むから暴こうとしないでくれるかな？　こちらから明かす前にバレてしまいそうだ」

　ディディエ殿下と宝石店の隠し部屋で二人会っていたことにも、なぜだか私は違和感を覚える。

　エリクの商会は宝飾具を取り扱っているから、王族と直接的な取引をしていたっておかしくない。でも、どうして人目を避けるように会う必要があったのか。

　そして、ディディエ殿下のついでに、王太子のことを思い出した。

「そういえば、ディリータ王太子殿下はいつになったら留学からお帰りになるのかしら。もう四年？　五年になる？」

「さあな……。いい加減、そろそろ帰ってくる頃なんじゃないか？　どうして急に、脈絡もなく王太子の話題に？」

「ふと思い出しただけよ。留学もいいけど、そろそろ国王陛下の跡を継ぐ準備を始めたほうがいいんじゃないかしら。まさかこのまま帰ってこないで、弟に国を任せるおつもり？」

「王太子だぞ？　それはさすがにないだろうさ」

　他愛もない話をしているうちに、馬車は王宮へと到着した。

　前回出席した賢人会議から一ヶ月。あのとき切り落とした髪は、いまだ短く元どおりには程遠い。

　今回は途中参加ではなく、私も最初から出席することを許された。用意された席に腰掛け他の面々に会釈をしたら、わずかな会釈が返ってきた。以前は挨拶をしても完全無視を決め込まれていたから、著しい進歩といえよう。それにしたって私のなんと寛大なことか。

　……などと、自分を褒めて気分を高め会議に臨むことにした。






　今日の会議の議題は、前回に引き続き貿易に関することが主題だった。参加者も前回とほぼ同じ。ただ、私と揉めた外交担当大臣のジーメンスさまは更迭され、クーゲルさまが座っていた。

　彼は我が国の内情をよく把握し、たくさんの商会とつながりを持っている傑物だ。予想通り、彼の提案は至極まともなものばかり。

　前回みたいに私が騒ぐ必要もなく、建設的な議論はまとまり予定よりも早い時刻で解散となった。

「ペトラ、今日もご苦労だった」

「ありがとう。エリクもお疲れさま」

　みな私を要注意人物だと思うようになったのか、今回は女だということを見下す者はいなかった。

　無事に終わることができて、今度こそ私はお役御免のはず。肩の荷が下りたような思いである。

「この後だが、少しだけクーゲル卿と打ち合わせをしておきたい。すぐに追いつくから、先に馬車に乗って待っていてくれないか？　本当にほんの少しだから」

「ええ、わかったわ。気をつけてね」

　何度も念を押さなくてもいいのに、と苦笑しつつ、私は一旦エリクと別れた。

　大理石の廊下をひとり歩いていると、ばったり出会った使用人から声がかけられた。

「コルベールさま。ディディエ殿下がシンデレラ妃殿下のことでお呼びです」

「ディディエ殿下が？　……何事かしら」

　エリクはすぐに追いつくと言っていたから、あまり時間は割けない。先にエリクの用事が終わって私がいないことに気づいたら、きっと彼は不安に思うだろう。

　どうしようかと迷ったが、使用人が御者には事情を説明したと言うし、何より王子殿下からのお呼びだということもあり、私はついていくことにした。

　王宮の中は広く部屋数も多く、たった数度の訪問では構造全てを覚えきるのは不可能だ。ここの使用人たちはどうやって覚えているのだろうか、などと考えながら、私は案内されるがまま、数ある部屋の一つに入室した。

　すでに部屋の中ではディディエ殿下が待機していた。腕を組み、窓を眺めて私に背を向け立っている。

　逆光となっていた彼の背中に私は礼と挨拶をする。

「シンデレラの義姉のペトラです。ディディエ殿下、先日はお取り込み中に突然訪問し、大変申し訳ございませんでし――」

「金はいくら欲しい？」

「……お金？　失礼ながら、何のことでしょうか？」

「すっとぼけるな、この性悪女が！」

　私は耳を疑った。もしかして、目の前にいる人物はディディエ殿下ではないのでは？　とも思ったが、振り向いた彼の相貌は確かにディディエ殿下だった。艶のある金髪に白い肌、青い目、高く尖った鼻。人好きのする笑顔は浮かべていなかったが、確信を持って本人だと言える。

　何が起こっているのかわからない。黙ったままでいる私に、彼は容赦なく畳み掛ける。

「優しい姉のフリをしやがって。感謝祭でシンデレラを助けに入ったのも、単なるパフォーマンスなんだろう？　シンデレラや民衆を騙せても、この僕は騙されないからな！」

「はあ……？　あの、恐れながら申し上げますが、私はシンデレラを騙してなどいませんが……」

　私のことをシンデレラの姉として認めてくれなくても構わないが、誰かを騙すような人間だと思われているのは不快である。

「貴様っ、この機に及んでまだ嘘を突き通すつもりか！　シンデレラはとても賢く美しく、性格も人一倍優しい素晴らしい女性だ。だから僕は彼女に何の不満もないが、敢えて挙げるとしたならそれは、義姉に洗脳されているところだ」

「せ、洗脳？　……私が、シンデレラを？」

　誤解も誤解、酷い誤解だ。突拍子も無い話が飛び出て、私は笑いそうになった。

　しかし殿下は真剣そのもの。

「白々しい！　すでに調べはついているんだ。貴様は王宮深くに散々出入りし、シンデレラを利用して舞踏会に強引に招待させたりしていたじゃないか。次は兄か？　兄上まで手玉に取り、その毒牙にかける気か？　一体貴様は何を考えているんだっ！」

　ディディエ王子殿下の兄といえば、ディリータ王太子殿下である。彼は数年前から外国に留学したっきりで、当然私とは面識もない。

　にもかかわらず、手玉に取る？　意味がわからず首をひねるが、ディディエ殿下は気にしていない。

「どうせ貴様も王族との繋がりが欲しいだけなんだろう？　金、権力、名声？　これらを手に入れたいだけなんだろう！　優しいシンデレラと兄上は騙せても、この僕は騙されないからな。……いくら欲しいんだ？　貴様の望む金額を手切れ金としてくれてやろう。それで身を引け」

　王族相手に失礼なことだが、彼の言うことに心当たりがなさすぎて、かえって苛立ちが募ってきた。詳細の説明もないままに手切れ金がどうのと騒がれても、「はいわかりました」とは言えない。

「だから、何のことでしょうか？　金とか権力とか……私がいつ、そんなことを――」「シンデレラを庇った時も、兄上を助けにやってきた時も、貴様は卑しいふるまいを見せたな。憎い義妹が暴漢に襲われ酷い目に遭うことは、貴様にとって喜ばしいことだろう。だからきっと、シンデレラが襲われても指を咥えて眺めているだけかと思いきや、わざとらしく助けに入って逆に自分の株を上げた。兄上の誘拐のことも、己の身かわいさに放っておくかと思いきや、これ見よがしに助けに来たりなんかして……。そうまでして取り入りたいか、この強欲女が！」

　――まさか。

　ここまで自白されて気づかぬ者はいないだろう。

　驚愕、怒り、失望。無数の感情が私の中に溢れかえり、制御不能になっている。

「待って……、待って、ディディエ殿下……まさか、シンデレラが感謝祭で襲われたのは、あなたの差し金なのですか？」

　ディディエ殿下はシンデレラの夫だ。彼はシンデレラにベタ惚れで……それなのに、妻を危険な目に遭わせた？

　彼は誇らしげに胸を張った。

「そうだ。何の問題がある？　たしかにあの襲撃犯は僕が雇った男だが、シンデレラの安全には問題なかった。間一髪のところで憲兵が止めに入るよう、綿密な打ち合わせがしてあった」

　私は無意識に左の二の腕に触れた。今では注視しなければ傷跡すらわからないほどに完治したが、その暴漢により傷を受けた場所だった。

　ディディエ殿下も側にいたから私が怪我したことは知っているはず。シンデレラが怪我をしなければ、他がどうなってもいいと……？

　心が激しくざわついたが、まだ追求すべきことが残っている。

「兄上の誘拐、とはどういう意味ですか？　ディリータ王太子殿下は現在外国に留学中なのでは……」

　ディディエ殿下は高らかに嗤った。まるで私を馬鹿にするように。

「何を言ってるんだ、この女！　まさか、まだすっとぼける気か？　第一、あろうことか貴様は兄上から直々に賢人会議への参加を打診され、二度も参加しておいて、今更その言い訳は見苦しすぎるぞ」

　――まさか、まさかまさか、……そんな。

　全てが繋がった。でも、信じたくない。動悸が激しい。

　私はとっさに胸を押さえたが、状況は何一つ改善しない。

「ペトラっ！」

　あまりの動揺に床に膝をつきかけた時、扉が勢いよく開かれて、私を呼ぶ声が聞こえた。

　血相を変えて飛び込んできたのは、エリク。その背後にいるシンデレラも、穏やかでない表情をしている。ディディエ殿下は一瞬たじろいだものの、取り繕ってシンデレラに駆け寄った。

「ど、どうしたんだいシンデレラ、今の時間は母上とお茶会をしているはず……」

「お義母さまには事情を話して延期させていただきましたの。それよりディディエさまこそ、お義姉さまに一体何のお話があったのですか？」

「いや、その……シ、シンデレラがいつも彼女のことを褒めるから、もっと頻繁に会いにきてくれるようお願いを」

　さっきまで、ほしいままに私を罵倒していたにもかかわらず、ディディエ殿下は正反対の言葉を並べてシンデレラに弁解している。でも、しどろもどろで苦しそうだ。

　そんな彼を訝しみながらエリクが私の側に寄る。

「ディディエ殿下には話し相手になって貰っていたんだな。待たせて悪かった、ペトラ。……さ、屋敷に戻ろうか」

　いつものようにエリクは私の腰に手を回そうとしたが、私はそれを拒んだ。

「ペトラ？　どうしたん――」

「本当のことを言って」

　私は彼に告げた。はっきりさせる必要があったから。

「……何のことだ？」

「今日、馬車の中で言っていたでしょう？　私に話すことがあるって。……なに？」

「それはまた今度と――」

「イヤ」

　私は退かなかった。

「今がいい。今でなければ、イヤ」

　エリクは逡巡していた。目を泳がせて、まるで逃げ道を探しているみたいに。

　追い打ちなのか助け舟なのか、私はもうひと押しすることにした。

「ディディエ殿下があなたのことを、『兄上』と呼んでいたわ」

　第二王子が「兄上」と呼ぶ存在。そんなもの、この世界に一人しかいないに決まっている。

　私の言葉がすべてだった。

　また、それを聞いたときの彼の表情で、私は確信を得てしまった。

「ペトラ、聞いてくれ――」

「今まで私を騙していたの？」

「違う、そうじゃないんだ」

「違わないわよ！」

　エリクこと、ディリータ殿下。「エリク」というのが偽名なのかなんなのか、私にはわからない。でも、そういうことだ。

　私はずっと、騙されていた。

　そして、私を騙している相手を、好きになってしまったのだ。

　……愚かなこと。

　色んなことを語り合った。仕事のことも、愛を語ったこともあった。

　彼と出会って約半年。短い間だったけれど、人生で一番濃い時を過ごした。肌の感触も熱もにおいも何もかも、目を閉じれば瞼の裏に蘇ってくるようだ。

　でも、あんなに近くにいたはずの彼が、今ではとても遠くに感じる。

「おい貴様、わきまえろ！　兄上に対してなんたる言葉の使い方だ！」

　ディディエ殿下が私を怒鳴る。エリクは額に手を当てながら、大きなため息を吐いた。

「……ディディエ、お前がここまで馬鹿だとは思わなかった。シンデレラが襲われたのも、ペトラに俺が誘拐されたと嘘を吹き込んだ一連の騒動も全て、お前の仕業なんだな？」

「そうです！　ですが、僕は兄上のことを思って――」

「うるさい、黙れ」

　エリクがディディエ殿下を睨んだ。あまりの迫力に、殿下は萎縮し口を噤む。

「……まったく、何て余計なことをしてくれたんだ。俺の計画を台無しにしやがって……」

　誰にとはなく独り言を呟いた後、エリクが私に向き直った。

　ドキリと心臓が痛んだ。悲しいのか怒っているのか、自分でも把握しきれない。

　ほんのついさっきまで、私たちは心が通じ合っていると思い込んでいた。でも、錯覚だったのだろう。

　これ以上隠し通すことはできないと、ようやくエリクも諦めたようだ。消沈したトーンのまま、彼は私に全てを明かす。

「ペトラ、貴女に伝えた『エリク』という名は、俺の幼名だ。俺の正式な名は、ディリータ・エリク・デュランベルジェ・ルトブルク。貴族じゃないが、平民でもない。王族で、この国の王太子だ。……隠していて、本当にすまなかった」

「……ディリータ王太子、殿下……」

　ぽつりと呟くと、エリクが悲しそうに笑った。

「そんなに畏まらないで欲しい。前と同じく『エリク』と気軽に呼んではくれないか」

　そんなことを言いながら、彼が私に一歩近づく。代わりに私が一歩退がる。

「……王族が商会を運営していたなんて、聞いたことがありません」

「王族の息がかかった商会があることを知る者はごく僅かだ。……事情があって隠しているんだ」

「お屋敷は？　王族所有の物件だったのですか？」

「あの屋敷は商会のために買い上げたところで、使用人には俺が口止めしていた。貴女には機を見計らって改めて打ち明ける予定だった」

　隠していた、口止めしていた――

　彼のことを知ったつもりでいたのに、本当は何も知らなかった。知らされていなかったのだ。

「ペトラ、お願いだ。前と同じように、俺のことを『エリク』と呼んでくれ。敬称なんかいらない。俺は王太子である前に、一人の男なんだ。貴女の前では、俺はただの――」

「できません、そんな無礼なこと」

　悲痛な彼の声は、泣きそうにも聞こえた。でも、私が絆されることはなかった。

「……何度だって言うが、貴女を騙すつもりはなかった。正体を隠して近づいたことは謝罪する。俺のことを王太子としてではなく、まず男として見て欲しかった。それで貴女と出会って、俺は――」

　エリク――いや、王太子殿下が切々と情に訴えようとしている中、ディディエ殿下が再び水を差す。

「なぜですか！　シンデレラだけじゃなく、どうして兄上まで、こんなブスに好き勝手いいように操られているのです!?　乞い願われるまま賢人会議にも参加させるなど、賢い兄上の行いとは思えません！　このままでは国を乗っ取られてしまいかねませんよ！　どうしてこんな極悪女の言いなりになるのですか！」

　私が言うことじゃないが、身内に敵がいたなんて王太子殿下もかわいそうだ。

　ブス、と高らかに侮辱され、私は反論も考えたが、私以上に王太子殿下が怒りに体を震わせていた。

「おい、ディディエ、ペトラがブスだと？　お前とは趣味が合わないだけだ。……ペトラがブス？　どこが？　大切な義妹の幸せを願い、金も手間も時間も全て、義妹に惜しみなく注いだ女性だぞ？　よく見ろ、この美しいペトラを。……いや、ペトラの美しさを知っているのは俺だけでいい。仮にペトラがブスだとしても、俺は彼女の聡明さと、その魂に惹かれたんだ。こんなに美しい人がいるか？　シンデレラも美しいが、俺は彼女の夫のお前を羨ましいとは思わない。俺はペトラが欲しいんだ」

　王太子殿下はこのセリフを、私に焦点を合わせたまま、じっと見つめておっしゃった。とても熱烈でこの上ない告白を受けた気がする。

　……けれど、それと殿下との結婚はまた別の話だ。

　そしてディディエ殿下に対して、私が抗議の声を上げるよりも早く、憤ったシンデレラがかみついた。

「ディディエさま、私からも抗議いたします！　ペトラお義姉さまとアレクサンドラお義姉さまがいらっしゃらなければ、今の私はありませんでした。私の父が遺した莫大な借金を完済させ、領地の財政を立て直して下さったのはお義姉さまです。私に教養やマナーを叩き込んで下さったのも、全て全てお義姉さま。私のため、お金がない中ご自分のドレスや化粧品を買うお金を全て私に回して下さったのです！　お義姉さまたちには厳しく躾けられたけど、虐められたことなど一度もなかった！　それなのに、どうして信じてくださらないの！　舞踏会にお義姉さまを呼んだのも私。外国に行って独り寂しく暮らすより、お義姉さまもいい殿方を見つけて幸せな結婚をしていただきたかった。……私、ディリータお義兄さまにも協力したんですからね！　それなのに、ディディエさまったら、私たちの努力を無駄にするようなことばかり……っ！」

　シンデレラは一気にまくし立てたあと、我慢ならずに泣き出してしまった。

「わ、わかった、わかったよシンデレラ、ごめん。だからどうか、かわいい顔を見せておくれ」

　ディディエ殿下が必死にシンデレラを宥めるのを聞きながら、私は涙が溢れそうになるのを必死にこらえていた。

　――ニート街道まっしぐらの、干物女シンデレラ。でも、彼女は彼女で私のことを大切に想ってくれていた。

　シンデレラを一人前の淑女に育てあげたのは、見返りが欲しかったわけじゃない。むしろ「ニートになって集られたら困る」という、将来の被害を避けたいがためだったのに。

　感動しながら二人をぼんやり眺めていたら、再度王太子殿下から名を呼ばれた。

「ペトラ、騙すつもりは……いや、実際に貴女を騙していたのは本当だ。罵りたければいくらでも罵ってくれて構わない。だが、貴女への愛に偽りはない。だから、俺のもとから去らないでくれ。貴女が受け入れてくれるまで何度だって言う、……俺の妻になって欲しい」

　髪を自分で切り落とした日、連れてこられた彼の屋敷でプロポーズを受けた時と同じように、殿下は私の前に跪いた。

　しかし以前と違うことは、私の手を取れなかったこと。私が一歩下がったからだ。

「あなたの妻ということは、私をいずれ王妃に据えるおつもりですか？」

「もちろんだ。貴女が望むなら、宮殿だってなんだって建てよう。だから、受け入れて欲しい」

「……それは、王太子殿下としての命令？」

「…………違う」

　一歩、二歩。私はゆっくりと後ずさった。そして、声が震えないように、腹に力を入れて告げる。

「では、謹んでお断りさせていただきます。私は元平民の子爵の娘です。そんな私に王妃が務まるとは思えません。もっと相応しいご令嬢をお探し下さいませ」

　彼がどんな表情をしていたのか、見ていないのでわからない。私は急いで礼をして、そそくさとその場を後にした。

　――エリク、素敵な思い出をありがとう。

　心の中でそう呟きながら。
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　エリク――王太子殿下の屋敷で暮らしたのは、たったの一週間足らず。身一つで来て欲しいと言われていたし、その通り本当に身一つで行ったので、実家に戻るのもとても容易だった。

「あらペトラ、もう里帰り？　盛りのついた動物みたいに睦み合いたい時期でしょうに、どうしたのよ」

　姉の呑気な冗談が、かえってグサリと胸に刺さる。

「別れたの」

「わか……？　ごめんなさい、よく聞こえなかったみたい。もう一度、大きな声で――」

　新婚ホヤホヤの姉夫婦を前に言葉に出すのは辛かったが、言わなければ伝わらない。涙をこらえて告げたところ、姉は無慈悲にも聞き返してきた。傷口に塩を擦り込まれるようだ。

「別れたの！　……エリク、エリクは実は王太子だった」

　できればそっとしておいて欲しい。簡潔に理由を説明するが、姉はそれでは満足しない。

「じゃあ、エリクの正体がディリータ王太子殿下だったということかしら？」

　帽子も外套もショールも全部床に放り投げ、無表情で私は頷く。

「知らなかった」

　もっと早くに教えてもらえていたならば、違った結末になっていただろうか？　などと、今更考えても意味がないけれど。

「でも、彼は遊びじゃなかったんでしょう？　別れたいって言われたの？」

「違うけど……。でも、だからなに？　エリクはずっと私のことを騙していたのよ？　やっぱり遊びに違いなかったのよ。だって、本当に私のことを愛していたなら、もっと早い段階で打ち明けてくれていたはずだもの」

　姉とトビが顔を見合わせる。軽口を叩いている場合ではないと、二人は気づいたのだろう。

「王太子だということを告げたら、君に怯まれ逃げられるとでも思ったんじゃないのかな？　そうこうしているうちに、打ち明けるきっかけをなくしたとか……。ペトラの動揺する気持ちもわかるけど、彼の言葉をもっと好意的に解釈してあげたら？」

　トビお義兄さまはエリクの擁護に回ることにしたらしい。

「……だとしても、相手は王太子なんだから、近いうち彼は国王になる。彼と結婚するってことは、私が王妃になるってことよ。私に王妃の大役が務まるとでも？」

　自虐も込めてヘラッと笑ってみたが、姉もトビも大真面目。

「ペトラなら務まりそう。ね」

「うん。ペトラはしっかりしたお嬢さんだし」

　バカップルめ。姉もトビお義兄さまも、楽観的すぎるのよ。

「無理。ない。私にはできないわ」

　気力がまったく湧かなかった。このまま消えてしまいたかった。

　彼の屋敷に引越すにあたり、荷物を持っていかなかったのは本当にいい判断だった。大して苦労せず、私は元どおり自分の部屋で暮らしを再開できそうだから。

　彼と出会う前と変わらない自室。

　ベッドもテーブルも本棚も、全て以前と変わらない。

　――巻き戻そう。私の気持ちもあの時に。

　――そう、エリクのことを知るよりも前の、外国への移住を夢見ていた頃に。











＊　＊　＊












「ねえペトラ。いつまでうちにいるつもり？　いつになったら出ていくの？」

　起きがけの紅茶を危うく吹き出すところだった。

「お義兄さま、随分と歯に衣着せぬ物言いね。お義兄さまたちの暮らしに私は邪魔かもしれないけど、私の家でもあるのよ？　お母さまもいるんだし、一人増えたくらいでそんなに煙たがらなくても。……しかも新聞、またお義兄さまが先に読んじゃってるし」

　私が契約してとっている新聞なのに、気をつけないとトビが勝手に切り抜いたりすることがある。だからいつも、私が真っ先に読むのだけど。

　お代わりの紅茶を注ぎながら、姉が気安く私に言う。

「もう全て受け入れて結婚しちゃいなさいよ。今からでも遅くないわ、王宮に行って『意地を張ってごめんなさい、やっぱり結婚してください』って頭を下げてくればいいのよ」

　王太子に別れを告げてからもう一ヶ月になるというのに、姉夫婦はこんな調子で彼のことを度々話題にのぼらせる。私は終わったこととして早く忘れてしまいたいのに、二人がしつこく絡んでくるからいつまで経っても忘れられずに困っている。

　シンデレラも幾度となく手紙をくれていたが、読むだけ読んで放置している。王太子のことを考え直してくれという内容ばかりなので、もう飽き飽きして私は返事を書くことすらやめてしまった。

「諦めるもなにも、きっと私より先に向こうが私を見限っているわよ」

　あれだけ執念深かった彼から、一ヶ月間音沙汰がないのだ。手紙すら届かない。これはつまり、そういうことだ。

　でも、私の家族は往生際が悪すぎる。

「ペトラ、魔法はすでにかかっているんだよ。シンデレラの魔法は夜の十二時の鐘の音とともに解けたけど、心にかかってしまった魔法だけはそう簡単には解けないんだ。君にもずっとかかったままだ」

「魔法使いだからって、魔法にちなんで上手いこと言えば私が心変わりするとでも思っているんでしょうけど、お義兄さまのその手には乗らないわよ」

「……ペトラが厳しい」

　人の気も知らないで、ゴチャゴチャうるさいったらない。

　相手は王太子、私はただの町娘。貴族とは言え弱小貴族で、王太子には私と結婚するメリットがないのだ。

　気にかけてくれる家族の存在はありがたいが、私は一人でも立ち直れる。

　新聞をバサリと捲ったトビが、「あ」と一言呟いた。私たちにも見えるように、ある面をテーブルに広げる。

「国王陛下が生前退位なさるみたいだよ。王太子が留学を終えて帰還したから、それに合わせて王位を譲るって」

　留学を終えて帰還、ねえ……。本当は、留学なんかとっくの昔に終えてしまって、身分を隠してずっと国内にいたくせに。

　そういうことにしておいた方が都合がいいのだろうけど、真相を知っている身としては、なんだか腑に落ちない報せだ。

　気にしていないふりをして、私は「ふうん」と記事を一瞥する。

「即位は年が明けてからか。ねえアレクサンドラ、即位パレードを見に行こうよ」

「いいわね！　エリクさまの姿じゃないわよ、新たな国王陛下を見に行くのよね！」

「そうそう、国を統べるお方だもんね」

　二人とも、言い回しがわざとらしい。

　姉が私の方を向く。

「ペトラももちろん行くわよね？　国王陛下よ？　そんなお方にお会いする機会など滅多にないことなのだし、ねっ？」

「……行かない。二月でしょう？　寒すぎる」

　その手には乗らない。まったく、姉たちときたら隙あらば、私を王太子とくっつけようとしてくるのだから。
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　年明けのお祝いムードも落ち着いて、雪が舞い散る寒い日だった。

　外套を着込んだ人々が、道の両脇を陣取ってお目当ての馬車が通るのを今か今かと待ちわびていた。

　実は私も、その中の一人。

　……他意はない。ただ、パレードを見に来ただけだ。だって自国の王様だし。せっかくの機会なのだし。

　彼と言葉を交わした日々。ついでに、肌を重ねて熱を交わしあった日々。その全てが夢だったと、私は心の折り合いをつけた。

　彼は国王陛下として、その地位と責任にふさわしい女性と結婚し、子を成し、私たち国民を見守っていってくださればいい。そこに私の個人的な思いが介入する余地はない。あってはいけないのだ。

　白い息を吐き足踏みをしながら寒さに耐えて待っていると、遠くに聞こえていた歓声がだんだんと近づいてきた。そしてまもなく白馬に乗った兵士たちに先導され、立派な馬車が通りかかった。

　アッシュブロンドの髪の上に宝石に彩られた金の王冠を乗せて、観衆に手を振る青年。年若き国王。

　――エリクだ。本当に、エリクだ。

　久しぶりに見た彼は、前より少し頰が痩け、より精悍な印象になっていた。

　王たる振る舞い。ただの微笑みにも、どことなく高潔さが滲み出ているような気がする。

　遠目でもわかる彼の容貌かたち。切れ長の目、平行に伸びる知的な眉、すっと通ったまっすぐな鼻、その下にある薄い唇。

　閉じていた扉を叩かれている感覚が、胸の中にあった。秘めていた想いが「開けてくれ」と、内側から叫んでいるような気さえした。

　――でも、無理だ。何を今更。納得しているはずだったのに、どうして私はこんなに未練がましいんだ。

　――彼を受け入れていれば、今頃私は王妃だった。それを惜しいと悔やんでいる？

　――そんな、まさか。何を馬鹿なことを。

　新国王陛下万歳、と民衆が口々に叫び興奮している中でひとり、私は腐って自嘲する。

　だって、彼と目が合ったのに、向こうはサッと逸らしたのだ。……いいや、一人対大勢の民衆だ、私に気付くはずもない。

　どちらにしろ、私と彼にはすでに大きな隔たりができている。元々、住んでいる世界が違いすぎたのだ。

「国王陛下、ばんざい」

　私もポツリと口にした。

　――エリク、あなたの治世がよきものになりますように。……なんて、私が願わなくとも、あなたなら一人で何でもできるわね。

　涙と鼻水が出てしまうのは、ただ単に寒いからだ。今頃になって後悔しているわけじゃない。






　その日の夜は即位を祝う舞踏会が開催されることになっていた。私も招待されていたが、とうてい行く気にはなれなかった。どうせ姉夫婦が出席するのだし、私まで足を運ぶ必要はない。

「本当に行かないの？」

「ええ、行かないわ。だってドレスも用意してないし」

　ホットワインのマグカップを両手でしっかりと抱え、膝にはブランケット、テーブルには本を数冊。引きこもる準備は万端だ。

　袖のカフスを留めながら、トビが残念そうに言う。

「ドレスならとびきりのものを僕が魔法で用意してあげられるのに」

「いいのよ、本当に。華やかな場所は私に似合わないし、こんな寒い日に気張ってドレスアップする気にはなれないわ」

　シンデレラと私、今では干物役が逆転したような有様だったが、自覚していながら私は頑として自分の意見を曲げなかった。

　何度か問答を繰り返して、ようやく姉は諦めてくれた。

「じゃあ、お留守番よろしくね」

「もちろん。お姉さまもお義兄さまも楽しんで」

　暖炉の前から動かずに、扉が閉まる様子を見送る。

「そう言えば、国王陛下はこの舞踏会で王妃を決めるのだそうよ」

　私の地獄耳が災いした。

　弾けるように立ち上がり、マグカップをテーブルに雑に置く。

「ちょちょちょ、ちょっと待って！」

　閉まりかけの扉に飛びつき、出がけの二人を捕まえた。

「どういうこと？　エリクってば、王妃を今夜の舞踏会で決めるの？」

　勢いに任せて問いただしたところで、私はハッと我に返る。

「――ええと、その……別に私には関係ないし、選ばれたいわけじゃないのよ？　ただ、つまり……エリクが初対面の女性を選ぶ可能性もあるってこと？」

　餌に私が食いついたのを見て、姉はニコリと微笑んだ。

「ディディエ殿下のご結婚は舞踏会がきっかけだったから、国王陛下もそれにあやかって舞踏会で王妃探しをするのだそうよ。もちろん公には即位のお祝いとなっているけど、王妃探しの場だというのは暗黙の了解ってやつよ」

　――国王陛下が……エリクが、舞踏会で嫁探しを……？

　私はたしかに失恋した。エリクのことが好きだったけど、彼が王太子だと知り、隠しごとをされていたショックと「王妃の座」という重圧に負け、私は別れを選択した。

　辛かった。……でも、もしかしたら、自分の失恋を美化しすぎていたのかもしれない。美化して、悲劇のヒロインぶって、生きることを怠けていたのかもしれない。

　私の体は怒りでわなわな震えていた。自分とエリク両方に、私は激しく怒っていた。

　――ちゃんと伝えたのに。顔で伴侶を選ぶことが、どれだけ愚かなことであるか。

　――なんなのエリク、私と別れて自暴自棄にでもなったの？　エリクはバカなの？　死ぬの？　暴君なの??

「お姉さま、お義兄さま」

　私はこぶしを握り締め、決めた。

「はいはい、なんでしょう妹よ」

「私も舞踏会に参戦する」

　――戦え。立ち止まるな。

　――そう、私はペトラ・コルベール。女だけど、元平民の弱小貴族だけど、そんなの関係ない。

　――相手は国王陛下？　それが一体なんだというの。一言言わねば気が済まない。エリクの目を、覚まさせてやる！






　シンデレラが舞踏会に行った夜と同じように、トビは私にも同じ魔法をかけてくれた。

「魔法の効果は夜十二時の、全ての鐘が鳴り終わるまで。鐘の音が消えたところで、魔法が解けて全裸になる」

「分かったわ、お義兄さまありが……ぜ、全裸!?」

　シンデレラの時は確か、魔法が解けたらもと着ていた服に戻ったはず。それが、全裸？　どうして私の時だけ無慈悲なの？

「あられもなく、全裸。ここは譲れない。だってその方が面白いでしょ？」

　自邸の中は魔法だらけ、毎日部屋の配置が変わる。

　それなのに、ドレスに関する魔法だけは時間制限付きだなんて。この魔法使い、絶対悪趣味だ。

　でも、嫌ならやめてもいいんだよ？　と足元を見られるに決まっているから、私はしぶしぶ受け入れて、彼に全てをお任せした。






　私たちが王宮に到着した時にはすでに、ダンスホールの大広間は昼間にも匹敵するような賑わいをみせていた。

　壁という壁にはいくつもの国旗や国章が掲げられ、建物全体が国旗の主要色でもある緑色に包まれていた。

　偶然にも、私のドレスの色も緑。彩度を落としたエメラルドグリーンで落ち着いた印象のドレスだ。金糸の刺繍が生地全体に施され、裾の広がりも品があり、魔法とはいえなかなかの出来だ。

　緑といえば国旗だけじゃなく、彼の瞳の色でもあった。

　そんなことがふと頭をよぎったが、まだ再会を果たしていないのに、彼の顔を思い返して勝手に懐かしがるなんて……と己の中の面倒くさい乙女思考を刈り取って捨ててしまいたくなった。

　私に魔法がかかっていても、シンデレラとは地顔レベルが違うから注目の的にはなり得ない。それでいい、ここへ来たのはエリクを罵倒するためだ。無駄に目立つ意味がない。

　この舞踏会に招待されているのは、爵位があるものとその家族に限られる。

　上の爵位の方々から壇上にいる国王陛下のもとへ行き、お慶びの言葉を述べてホールに戻る……という流れ作業が繰り返されているが、コルベール家は子爵なのでまだまだ先。皆それぞれに談笑し、若い淑女はソワソワしながらお目通りの時間を待っている。私も姉夫婦と一緒に、ある意味ソワソワしながらその時を待った。

　そして、一時間あまり経った頃、ようやく私たちの番となる。

「アレクサンドラ・コルベールとその夫、トビ・ファロ・コルベールと申します。この度のご即位、おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます」

　登壇し、まずは姉夫婦が挨拶をする。彼の顔はまだ見なかった。今見て、変に決意が鈍るのを恐れた。

「あなたがシンデレラの義姉上か。はじめまして。国外に出ていたもので、挨拶が遅れて申し訳ない。素晴らしい義妹ができたこと、とても嬉しく思っています。ディディエは奔放なところのある弟だが、彼女がうまくいなしてくれている」

「あら、そんなことをございませんわ。ディディエ殿下は大変優しい殿方だと、シンデレラがいつも手紙に書いておりますのよ」

　姉とエリクは初対面。二人の社交辞令的なやりとりに静かに耳を傾けながら、私はまだ出番ではないと沈黙を守り、待つ。

「それでは次、こちらの――」

「ペトラ・コルベールです。ご即位おめでとうございます」

　そしてその時がきたならすぐ、紹介役の言葉を待たず、私は無愛想に言い放った。

　顔がニコリともしなかった。裾をつまみ頭を下げ、そして視線を彼に向け――。

「…………っ」

　目が合った。

　エリクは私をじっと見ていた。熱いまなざしを私に向けて、嬉しそうに微笑んでいた。

　想像していた反応と違いすぎて、私は戸惑い言葉に詰まっていた。罵倒の言葉を口にするよりも早く、エリクが私を見つめて呟く。

「ペトラ、やっぱり……貴女はとても美しいな」

　――何を今更。私を騙していたくせに。

　――王妃探しを舞踏会でするって、正気？

　――どうしてそんな柔らかい声で、私の名を呼ぶの……？

　色んな思いがこみ上げてきた。怒り、苛立ち、愛しさ、後悔……

　私は何をしにここに来たのか。どうするのが一番いいのか。

　――いいえ大丈夫、見失わない。私はペトラ・コルベール。

　歯を食いしばり、私はエリクを睨みつけた。息を深く吸い込んで、国王だからって知るものか、と予定通り彼を罵倒しようとした。

　ところが、私の声は前触れなく鳴り響いたファンファーレにかき消されてしまった。

　何事かと周囲を見回すと、みな私の方――国王陛下の方――に顔を向けている。

「……なに？　一体何が始まると――」

　私のすぐ横にいたはずの姉。それと義兄のトビも。壇上から降り、静かに頭を下げていた。

　私もこの場を離れねばと焦ったが、エリクが私の手を取って、引っ込めようにも離してくれない。

　どういう意図かと彼の顔を窺うと、なぜだか、この状況を楽しむように笑っていた。

「エリ……こ、国王陛下？」

「国民に告ぐ！　ルトブルク第二九代国王ディリータ・デュランベンジェ・ルトブルクは、ペトラ・コルベールを妻にする！」

　はあ!?　と抗議の声を上げたいが、あまりのことに声が出ない。

　あっという間にエリクに腰を抱かれた。

「ペトラ、そのドレスは、俺の瞳の色を敢えて選んで身につけてくれたのかな？」

　耳元で囁かれ、突然感じた彼の色気に顔がボッと燃え上がる。

「ちっ違うから！　そもそも、待って、私はそういうつもりで来たわけじゃ――」

　エリクの体を強く押すと、彼はすぐに離れてくれた。そして私の足元に跪き、左手をそっと握った。

　オロオロしている私に対し、エリクは落ち着き払っている。

「貴女との出会いをやり直したくて、この場をわざわざ用意した。だから静かに聞いてほしい。……私はルトブルク王国国王、ディリータ・デュランベンジェ・ルトブルクと申す。ペトラ・コルベール、貴女の美しさに私は心を奪われた。だから、私の妻になって欲しい。……もしかして、幼名の『エリク』も名乗る必要があったかな」

　最後に戯けてみせるエリクに、私は吹き出しそうになった。しかし顔に力を入れて強気な姿勢を崩さないよう心がける。

「別にいらないわ。そうじゃなくて、私がここに来た理由は、今日の舞踏会であなたが王妃を選ぶのだと聞いたからっ」

「そうだ。だから俺は美しい貴女を選んだ。何も間違いはない」

　当たり前のように言うのはどうして？　エリクだって、おかしなことを言っている自覚はあるだろうに。

「間違いだらけだわ。私は美しくなんてないし、地味だし」

「いいや、美しいよ。美しさとは、顔だけじゃない。心も、頭脳も、何かも。貴女のように聡明な女性は、どこを捜してもいない。だから俺は貴女でなければ、この先絶対に結婚しない」

　呼吸がおかしい。息を吸い込むのが苦しい。吐いても、いつも通りできているのかよくわからなくなった。

　心臓が痛い。とても痛い。涙腺の調子もおかしいようだし、もしかしたら私はもうじき死んでしまうのかもしれない。

「……ばか。本当に、ばか！　こんな……。いい？　エリク、単なる配偶者じゃないわ、王妃よ？　この国の長たる国王を最も側で支える人物よ？　そんな重要人物を、顔で選ぶなんてばかげているって、私は言いに来ただけなのよ」

「それは以前、出会った頃に聞いた。俺が忘れるわけがない。俺は貴女の貌かたちも愛しく思うが、貴女の魅力はそれだけじゃないと知っている。だから貴女が欲しいんだ」

　国王が王妃を舞踏会で選ぶ。

　その噂は、彼が流したに違いない。釣り針に餌を引っ掛けて、海の中に垂らすように。

「そうやって私を呼び寄せたのね。……ずるいわ」

　私の非難は彼の心に届かない。

「ずるくて結構。俺だって必死だ。余裕なんて一切ない。こんなに緊張してるのは初めてなくらいだ。……だからできるだけ早く、俺を受け入れてくれると助かるんだが」

　――もう、私の負けだ。

　彼への思いが溢れ出して、どうにも止まらなくなった。頰がにやけた。それと同時に涙腺もすっかり緩んでしまった。

「私に断れるとでも思っているの？」

　それを言うだけで精一杯。

　エリクは私の返答を受け、息を呑む。顔がぱあっと華やいで、勢いよく立ち上がり、私を思い切り抱きしめた。

「ペトラ、ペトラ、ペトラ……っ！　愛してる、……よかった、俺のことを忘れないでいてくれて……許してくれて……ペトラっ！」

　名前を呼びすぎ。抱きしめすぎ。なりふり構わなさすぎ。

「私も……エリク、大好きよ。愛してるの……っ！」

　王宮の大広間で、舞踏会出席者全員に見守られているのに、愛の告白をしたりして。

　恥ずかしさに頓死する可能性も考えたが、自分のことをお芝居の演者だと思ってしまえば、意外と切り抜けられる気がした。

　なにしろ、私のお相手は国王陛下。いくら私が平凡でも、注目を浴びずにいるのは難しい。

　そう、諦めが肝心だと達観することにしたのだ。






　盛大な拍手と歓声に抱擁を見守られた後で、私たちは広間を抜けて新国王の寝所に忍び込み、喉が枯れるのも厭わないくらいベッドの上で語らいあった。離れていた時間を埋めるように、或いは、もっとお互いを理解し合うために。

「ねえエリク、舞踏会はいいの？　まだたくさんお客さまが残っているんじゃ……？」

「いいんだ、俺の即位など口実で、みな騒ぎたいだけだから。それにしてもペトラ、自分のことより他人のことを気にするなんて、貴女には随分と余裕があるんだな」

「そんなことない。ただ――あ」

　遠くから鐘の音が聞こえてきた。ゴーン、ゴーンとゆるやかに響いては、一つずつ闇夜に消えていく。

「そういえば、私の着ているもの全て、鐘の音が鳴り終わったら消えてしまうんだったわ」

「……消える？」

「そうよ。姉の夫は魔法使いだから、今日のドレス一式を彼に用意してもらったの」

　私の話を半信半疑で聞いていたエリクだったが、信じてくれるのにそう時間はかからなかった。十二個目の鐘の音が消えるとたちまち私のドレスもフッと消えたからだ。

　イヤリングとネックレスは辛うじて残っていたけれど、コルセットもシュミーズも、タイツの一枚すら消えて、私は完全なる全裸となった。

　エリクはひゅうと口笛を吹き、私の裸体を見下ろした。

「便利だな。今後も義兄君に頼もうかな」

「や、やめてよ」

　エリクとは清い関係ではなかったが、裸になるのが数ヶ月ぶりではさすがに恥ずかしさが勝る。しかも、寒い。

「こらペトラ、逃げようとするな」

　うつ伏せになってシーツに包まろうとした私を、エリクの手が止めに入る。

「明日からの着るものは全て俺が用意させて貰う。取り敢えず、今はこのまま――」

　拒む理由はない。

　私は全部差し出した。そして、彼らかも差し出されることを、私は贅沢にも望んだ。

「ペトラ、愛してる。もう二度と離さないからな」
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　私を組み敷き、両手の指を絡ませて、キスをしながら体を繋げる。ゆっくりねっとり揺さぶって、私の反応を楽しむ。

　今日はエリクの即位の日。それなのに、正装のコートも華やかなドレスも全て脱ぎ捨て放り投げ、時間なんて忘れるように私たちは肌を重ねた。

　出会った頃は夏だった。季節は巡り、今は真冬。緑の萌える木々は枯れ、寒さに氷すら張っている。

　もちろん、寒いのは部屋の外だけの話であって。

「ペトラ、愛してる。一生俺の傍にいてくれ」

「望むところよ。エリク、あなたも一生傍にいてね」


















第10章　後日談












「お義姉さま、ご結婚おめでとうございます！　お義姉さまも王宮で暮らすことになって、ますますお会いできる機会が増えてとても嬉しいです！」

「はは、そうね、私もまさかこんなことになるなんて……」

　自分でも驚きの展開だ。人生何があるかわからないと言うが、まさか自分にもその言葉が当てはまるとは思ってもみなかった。

　私とエリクが舞踏会で何度も顔をつき合わせたのには、シンデレラの裏工作があったということを、私は最近知らされた。

　度重なる舞踏会に、何度も何度もシンデレラが私を呼んだこと。わざわざ私を呼びつけておきながら、いざ来てみればシンデレラは私を放置。その理由は、私とエリクの時間を作るためだった。

　ニートまっしぐらとしか思えなかった干物なシンデレラも、いつの間にか心優しく賢い女性に成長していた。腹黒い点も見えなくはないけれど、彼女のめざましい成長ぶりが、姉として純粋に嬉しい。

　シンデレラが私の手を取り一つ一つ確認する。

「ペトラお義姉さま、もう外国へ行ってしまうなどおっしゃいませんよね？　国王陛下もいらっしゃるし、今後はずっと王宮にいらっしゃるのですよね!?」

「ええ、その予定。エリクに捨てられなければね」

　恥ずかしさも相まって照れ隠しに軽口を叩いていたところ、後ろの気配に気が付いた。

「俺が貴女を捨てるわけがないだろう」

　振り向く前に腕がまわり、頭にキスを落とされる。

「シンデレラ、ペトラに変なことを吹き込まないでくれるかな。また逃げられてはたまらない」

　私からエリクの表情は見えないが、この声の時のエリクはきっと、笑っていないと推測がつく。しかしシンデレラも負けない。

「でも陛下、私はいつでもペトラお義姉さまの味方ですわ。だってお義姉さまのことが大好きなんだもの」

　ねー、と私に破顔するが、背後から感じる冷気のせいで合わせて笑うことができない。エリクがヤキモチを焼くからやめて、と冗談ではなく心から願う。

　エリクはその高貴な血筋ゆえ、生まれながらにして敵が多い。そのため、警戒心が非常に強く他人に心を許さない。その一方で信頼した相手にはとことんまで依存する。寵愛も、執着も嫉妬も、とにかくすごいのだ。

　いくら彼が私を愛し、私も彼を愛しているといっても、足腰が立たなくなるほどに毎日求められ過ぎるのは、ちょっと度が過ぎていると感じる。

「それよりシンデレラ、ディディエとは仲直りしたのか？」

　私が顔を引きつらせていたら、エリクがシンデレラに話を振った。

「保留中ですわ。前回に続いてお義姉さまに失礼なことを言ったんですもの、ちょっとくらい口で反省の弁を述べる程度じゃ許せません。それに、このままお尻に敷いていた方が、色々気を使って下さるから楽なのです」

「さすがペトラの仕込んだ妹御なだけあるな」

「お褒めにあずかり光栄ですわ」

　ディディエ殿下は私が性悪女だと思い込み、様々な策略により私の本性を暴こうとした。しかし、暴くもなにも、私がシンデレラに意地悪をしたこともなければ、下心からエリクに近づいたわけでもない。

　シンデレラとエリクに私を見限らせるどころか、暴力沙汰を誘引したせいで妻に兄、その他王太后や憲兵団長諸々から、彼はこっぴどく叱られたはず。

　にもかかわらず、未だに私を疑っているというのだから、シンデレラが呆れてしまうのももっともだ。

　ディディエ殿下も悪い人ではないのだが、ほんの少しおつむが足りていない部分がある。私のことなど放っておいて、シンデレラと公務のことだけ考えていればいいのに……と、独り相撲をとる彼に哀れな気持ちを抱いてしまう。

　エリクは私の前へ回り、手を取り私を椅子から立たせてくれた。シンデレラが側にいるのも気にせずに、額にちゅ、とキスを落とす。

「ペトラ、行くぞ。会議が始まる」

　彼に笑顔を向けながら、私は迷いなく頷く。

「はい、ご一緒します」

　私はシンデレラの義理の姉。脇役らしいひっそりとした生活は諦めた。地味顔だけど、意地悪と噂されていたけれど、主役として生きてみるのもまた楽しいかもしれない。

　そう、エリクが隣にいてくれるなら――。










――昔々、あるところにシンデレラの義姉がいました。

彼女は義妹をいじめる「意地悪な義姉」と誤解され、人々に嫌われていました。

しかし、王さまは彼女が聡明で優しいことを知り、その心の美しさを好きになってしまいました。

王さまからの度重なるアプローチについに観念した彼女は、王さまを受け入れ、二人仲良く国を見守ることにしました。

こうして、シンデレラの義姉もまた、シンデレラと同じようにハッピーエンドを迎えることができたのでした。――
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